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蘇北におけるプロテスタント宣教師の布教活動　西澤治彦

蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動

─
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中
心
に

西

澤

治

彦

1　

は
じ
め
に

2　

中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動
の
概
況

　
　
　

第
一
期
（
前
半
）
一
八
〇
七
年
（
モ
リ
ソ
ン
の
伝
道
開
始
）～
一
八
三
九
年
（
ロ
バ
ー
ツ
の
入
華
）

　
　
　

第
一
期
（
後
半
）
一
八
四
〇
年
（
ア
ヘ
ン
戦
争
）～
一
八
六
〇
年
（
天
津
条
約
）

　
　
　

第
二
期　

一
八
六
一
年
（
同
治
初
年
）～
一
九
〇
〇
年
（
義
和
団
事
件
）

　
　
　

第
三
期　

一
九
〇
一
年
以
降
～
一
九
三
〇
年
代

3　

蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
布
教
活
動

　
　
　

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡

　
　
　

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
布
教
活
動
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前
史
─
中
国
入
国
ま
で　

一
八
五
二
～
一
八
八
〇　

一
～
二
十
八
歳

　
　
　
　

杭
州
、
蘇
州
で
の
語
学
研
修
時
代　

一
八
八
〇
～
一
八
八
四　

二
十
八
～
三
十
二
歳

　
　
　
　

芝
罘
（
烟
台
）
で
の
布
教
方
法
の
学
習
時
代　

一
八
八
四
～
一
八
八
六　

三
十
二
～
三
十
四
歳

　
　
　
　

鎮
江
、
清
江
浦
、
宿
遷
を
拠
点
と
し
た
蘇
北
で
の
布
教
活
動　

一
八
八
六
～
一
八
九
六　

三
十
四
～
四
十
四
歳

　
　
　
　

鎮
江
で
の
活
動
─
義
和
団
事
件
ま
で　

一
八
九
六
～
一
九
〇
〇　

四
十
四
～
四
十
八
歳

　
　
　
　

鎮
江
で
の
活
動
─
義
和
団
事
件
以
降
か
ら
辛
亥
革
命
前　

一
九
〇
〇
～
一
九
一
〇　

四
十
八
～
五
十
八
歳

　
　
　
　

鎮
江
で
の
活
動
─
辛
亥
革
命
以
降　

一
九
一
〇
～
一
九
二
一　

五
十
八
～
六
十
九
歳

　
　
　
　

南
京
時
代　

一
九
二
二
～
一
九
三
一　

七
十
～
七
十
九
歳

4　

宣
教
師
の
目
を
通
し
て
み
た
当
時
の
蘇
北
社
会

　
　
　

清
江
浦
（
一
八
八
七
～
一
八
九
一
）
及
び
宿
遷
（
一
八
九
二
～
一
八
九
六
）
の
情
況

　
　
　

蘇
北
で
の
伝
道
戦
略
─
都
市
農
村
関
係
の
把
握

　
　
　

鎮
江
・
南
京
で
の
伝
道
方
法
（
一
八
九
六
～
一
九
三
一
）

　
　
　

蘇
北
の
水
害
と
飢
饉

　
　
　

ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
の
蘇
北
社
会

5　

結
び
に
か
え
て

引
用
・
参
考
文
献
リ
ス
ト
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1　

は
じ
め
に

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
（A

bsalom
 Sydenstricker

）
は
、
一
八
五
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ー
ジ

ニ
ア
で
生
ま
れ
、
南
長
老
教
会
（T

he Southern Presbyterian Church

）
の
宣
教
師
と
し
て
一
八
八
〇
年
、
二
十
八
歳
の
時
に

中
国
の
上
海
に
渡
っ
た
。
一
八
八
〇
年
と
い
え
ば
清
朝
の
光
緒
帝
が
在
位
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
以
後
、
江
蘇
省
の
淮
陰
や
鎮
江

な
ど
を
拠
点
に
布
教
活
動
を
行
い
、
中
華
民
国
期
の
一
九
三
一
年
に
七
十
九
歳
で
療
養
先
の
江
西
省
で
亡
く
な
る
ま
で
、
中
国
に
滞
在

し
続
け
た
。
そ
の
間
に
四
回
ほ
ど
休
暇
で
ア
メ
リ
カ
に
一
時
帰
国
し
て
は
い
る
が
、
五
十
一
年
間
と
い
う
人
生
の
大
半
を
、
江
蘇
省
で

の
布
教
活
動
に
捧
げ
た
人
物
で
あ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
江
蘇
省
の
中
で
も
と
り
わ
け
蘇
北
に
お
け
る
布
教
の
開
拓
者
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

　

日
本
で
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
知
名
度
は
高
く
は
な
い
が
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
父
親
と
い
え
ば
、
容
易
に

イ
メ
ー
ジ
が
わ
こ
う
。
パ
ー
ル
は
、
中
国
に
て
、
農
学
者
で
あ
っ
た
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
と
結
婚
し
た
た
め
、
姓
が
バ
ッ
ク
に
変

わ
っ
た
が
、
彼
女
の
中
国
名
で
あ
る
賽
珍
珠
の
賽
（sai
）
はSydenstricker

か
ら
き
て
い
る
。

　

私
と
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
の
出
会
い
は
、
一
九
八
五
年
に
南
京
大
学
に
留
学
し
て
い
た
際
、
蘇
北
の
淮
安
県
車
橋
鎮
で
農
村
調
査
を
し
た

時
に
遡
る
。
自
然
災
害
の
度
に
江
南
の
都
市
に
逃
げ
て
い
た
い
と
い
う
農
民
の
話
を
聞
き
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
『
大
地
』
を
思
い
出

し
、
も
し
か
し
て
淮
安
が
『
大
地
』
の
舞
台
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
。
こ
の
推
測
は
、
調
査
中
に
入
手
し
た
、『
淮
安
文
史
資

料
』
第
二
輯
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
淮
安
基
督
教
簡
況
」
と
い
う
一
文
を
読
ん
で
確
信
へ
と
変
わ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
蘇
北
に
初
め

て
布
教
に
き
た
宣
教
師
は
、
ア
メ
リ
カ
の
長
老
教
会
牧
師
の
賽
兆
祥
と
あ
り
、
こ
の
人
物
の
説
明
と
し
て
、『
大
地
』
の
作
者
で
あ
る

賽
珍
珠
の
父
と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
注
　
）

 1
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こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
蘇
北
で
の
調
査
以
降
も
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
や
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
資
料
を

集
め
て
き
た
。
そ
の
後
の
リ
サ
ー
チ
で
、『
大
地
』
の
舞
台
は
安
徽
省
北
部
の
宿
州
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
同
じ
淮
北
平

原
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
の
推
測
は
そ
れ
ほ
ど
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
に
よ
る
伝
記
、Fighting A

ngel: Portrait of a 

Soul John D
ay

（1936

）
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
自
身
に
よ
る
自
伝
と
し
て
、O

ur Life and W
ork: A

 Private A
ccount 

by R
everend A

bsalom
 Sydenstricker

が
あ
る
。
こ
れ
は
老
い
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
南
京
に
住
ん
で
い
て
た
パ
ー
ル
と
同
居
す
る
よ

う
に
な
っ
た
一
九
二
三
年
、
パ
ー
ル
に
勧
め
ら
れ
て
、
個
人
的
な
ノ
ー
ト
と
し
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
七
十
一

歳
の
時
の
回
顧
で
、
亡
く
な
る
八
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
は
、
父
が
こ
の
自
伝
を
書
い
て
い
る
間
に
、
父

か
ら
多
く
の
話
を
聞
き
、
父
の
伝
記
を
書
く
際
の
参
考
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
著
作
と
し
て
は
、
一
八
八
九
年
にA

n E
xposition of the Construction and Idiom

s of Chinese 

Sentences: A
s Found in Colloquial M

andarin. for the U
se of Learners of the Language

と
題
す
る
漢
語
テ
キ
ス
ト
を
、

上
海
のA

m
erican Presbyterian Press

か
ら
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
、
聖
書
の
新
し
い
中
国
語
訳
も
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
公

開
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
亡
く
な
っ
た
一
九
三
一
年
に
、
娘
の
グ
レ
ー
ス
（G.S.Y

.

）
が
短
い
追
悼

文
をT

he Chinese R
ecorder

に
投
稿
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
宣
教
師
と
し
て
の
中
国
に
お
け
る
仕
事
を
総
括
し
た
も
の
に
、Jost O

liver Zetzsche

著
のA

bsalom
 

Sydenstricker （1852-1931

）: a ruling m
inority of one

と
い
う
小
冊
子
が
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
布
教
活
動
に

つ
い
て
論
じ
た
論
文
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
注
　
）

 2

（
注
　
）

 3

（
注
　
）

 4

（
注
　
）

 5

（
注
　
）

 6

（
注
　
）

 7

（
注
　
）

 8
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本
稿
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
に
焦
点
を
あ
て
て
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
期
に
か
け
て
の
長
老
教
会
を
は
じ
め

と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
蘇
北
に
お
け
る
布
教
活
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
筆
者
の
関
心
は
、
長
老

教
会
の
布
教
活
動
の
み
な
ら
ず
、
宣
教
師
ら
の
目
を
通
し
て
み
た
当
時
の
蘇
北
社
会
に
あ
る
。

注（1
） 

費
蘇
一
九
八
五
「
淮
安
基
督
教
簡
況
」『
淮
安
文
史
資
料
』
第
二
輯 

淮
安
県
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編

（
2
） 

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
『
大
地
』
の
舞
台
を
巡
っ
て
は
、
拙
稿
二
〇
〇
一
「
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
と
江
北
農
村
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
パ
ー
ル
・

バ
ッ
ク
の
中
国
で
の
足
跡
を
訪
ね
た
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
二
〇
〇
二
「
中
国
に
お
け
る
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
足
跡
」
が
あ
る
。

（
3
） 

本
書
は
、
邦
訳
が
あ
る
。
深
沢
正
策
訳
一
九
三
七
『
戦
え
る
使
徒
』（
第
一
書
房
版
）
／
一
九
五
二
『
戦
え
る
使
徒
』
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
社
版

（
4
） 

こ
の
自
伝
は
一
九
七
八
年
に
な
っ
て
、
娘
のGrace

に
よ
る
校
訂
を
経
て
、Peal S. Buck Birthplace Foundation

か
ら
、
同
名
の
タ
イ
ト
ル
で

出
版
さ
れ
、
は
じ
め
て
公
に
さ
れ
た
。
五
十
五
頁
ほ
ど
の
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
本
人
が
書
い
て
い
る
だ
け
に
、
貴
重
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
本
書
は
日
本
の
図
書
館
に
は
な
く
、
私
も
一
九
九
五
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
滞
在
中
、
他
の
図
書
館
（Fairm

ount State 
College Library

）
か
ら
と
り
よ
せ
て
コ
ピ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
リ
プ
リ
ン
ト
版
も
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

（
5
） O

ur Life and W
ork: A

 Private A
ccount by R

everend A
bsalom

 Sydenstricker

（1978

）
に
あ
る
、Grace

の
記
し
た
序
文
よ
り
。

（
6
） 

本
書
は
、
日
本
の
図
書
館
に
は
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
滞
在
中
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
か
ら
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。
現

在
、
本
書
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
（ISBN

 978-1-44468-831-3

）
が
、A

m
azon.usa

を
通
し
て
購
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
も
参
考
ま
で
に
こ

の
リ
プ
リ
ン
ト
版
を
購
入
し
た
が
、
印
字
は
鮮
明
と
は
い
え
な
い
。
本
書
は
、
ま
た
一
九
七
八
年
に
な
っ
て
、M

iscellaneous w
orks on China 

と
い
う
本
に
再
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
他
に
、
四
名
の
宣
教
師
ら
が
一
八
八
七
～
一
八

九
七
年
の
十
年
間
の
間
に
記
し
た
文
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
（John Law

son Stoddard, A
bsalom

 Sydenstricker, Paul Carus, George 
T

. Candlin, Stew
art Culi

共
著　

M
iscellaneous w

orks on China: A
 collection of pam

phlets on China, all of w
hich w

ere published 
betw

een 1887-1897 M
cClain Print. Co

）。
な
お
、Google books
に
よ
る
と
、
発
行
年
を
一
八
八
七
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
副
題
か
ら

判
断
し
て
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
本
書
も
日
本
の
図
書
館
で
は
所
蔵
が
な
く
、
筆
者
は
入
手
し
て
い
な
い
が
、
本
書
は
、
以
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
の

リ
プ
リ
ン
ト
版
と
い
う
よ
り
は
、
一
九
七
八
年
に
な
っ
て
編
集
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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な
お
、
本
書
に
対
し
て
は
、
筆
者
に
よ
る
解
題
と
、
例
文
の
分
析
が
あ
る
。
ま
た
研
究
者
の
便
を
考
え
、
原
書
を
再
録
し
て
い
る
（
拙
稿
二
〇
一

一
「
資
料
紹
介　

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
著
わ
し
た
漢
語
テ
キ
ス
ト
─A

bsalom
 Sydenstricker

著　

A
n E

xposition of the Construction 
and Idiom

s of Chinese Sentences: A
s Found in Colloquial M

andarin. for the U
se of Learners of the Language

（1889

）
を
巡
っ

て
─
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
四
十
三
巻
二
号
）。

（
7
） 
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
を
校
訂
し
たGrace

に
よ
る
と
、
こ
の
新
し
い
中
国
語
訳
の
聖
書
は
、
一
九
六
三
年
に
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
あ
るA

m
erican Bible Sosiety

に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
。

（
8
） Jost O

liver Zetzsche

著A
bsalom

 Sydenstricker

（1852-1931

）: a ruling m
inority of one U

niversity of Cam
bridge. N

orth 
A

tlantic M
issiology Project　

本
書
は
一
九
九
八
年
にN

orth A
tlantic M

issiology Project

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、Pasadena

に
て
開
催
さ

れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
二
〇
〇
五
年
に
な
っ
て
、K

athleen L. Lodw
ick &

 W
.K

.Cheng eds. T
he M

issionary 
K

aleidoscope: Portraits of Six China M
issionaries

と
題
し
た
論
集
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。Zetzsche

に
は
こ
の
ほ
か
、
聖
書
の
漢
訳
の

歴
史
を
詳
細
に
研
究
し
た
、T

he Bible in China: T
he H

istory of the U
nion V

ersion or the culm
ination of Protestant M

issionary 
Bible T

ranslation in China
（1999 Steyler V

erlag, M
onum

enta serica m
onograph series 45

）
と
い
う
著
書
が
あ
る
。

2　

中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動
の
概
況

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
蘇
北
に
お
け
る
布
教
活
動
を
見
て
い
く
前
に
、
中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教

師
の
布
教
活
動
の
概
況
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
研
究
書
と
し
て
は
、
日
本
人
に
よ
る
も
の
で
は
、
比
屋
根
安
定

の
『
支
那
基
督
教
史
』（
一
九
四
〇
）、
お
よ
び
佐
伯
好
郎
の
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』
全
四
巻
（
一
九
四
四
～
四
九
）
が
あ
る
。

　

比
屋
根
の
『
支
那
基
督
教
史
』
は
景
教
の
伝
来
か
ら
説
き
起
こ
し
、
明
清
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
を
論
述
し
、
最
後
に
清
末
民
初

に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活
動
を
概
述
し
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
基
督
教
の
布
教
の
歴
史
の
概
略
を
知
る
に
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
一
冊
で
あ
る
。
一
方
、
佐
伯
は
景
教
研
究
の
開
拓
者
と
し
て
も
著
名
な
研
究
者
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
け
る
基
督
教
に
関
し
て
は

（
注
　
）

 1

（
注
　
）

 1
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全
五
巻
か
ら
な
る
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』
の
大
著
が
あ
る
。
第
一
巻
が
『
唐
宋
時
代
の
支
那
基
督
教
』、
第
二
巻
が
『
元
時
代
の
支

那
基
督
教
』、
第
三
巻
が
『
明
時
代
の
支
那
基
督
教
』、
そ
し
て
第
四
巻
が
、
清
代
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師

の
布
教
活
動
が
含
ま
れ
る
『
清
時
代
の
支
那
基
督
教
』
と
な
っ
て
い
る
。
第
五
巻
は
『
付
録
』
と
題
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の

漢
文
著
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
四
・
五
巻
を
合
わ
せ
た
も
の
が
一
九
四
九
年
に
『
清
朝
基
督
教
の
研
究
』
と
し
て
別

途
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

比
屋
根
、
佐
伯
と
も
、
清
代
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活
動
を
論
じ
る
に
際
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
活

動
と
の
比
較
の
視
点
が
十
分
に
い
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て
の
批
判
的
精
神
を
も
っ
て
論

じ
て
い
る
こ
と
、
第
三
者
と
し
て
の
日
本
人
の
立
場
か
ら
、「
客
観
的
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
同
時
代
で

あ
っ
た
民
国
期
の
状
況
で
記
述
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
佐
伯
の
論
述
の
質
と
量
は
圧
倒
的

で
あ
り
、
今
日
読
み
返
し
て
み
て
も
非
常
に
お
も
し
ろ
く
、
宗
教
を
通
し
て
み
た
比
較
文
明
論
と
し
て
も
示
唆
に
富
む
。

　

こ
の
ほ
か
、
近
年
の
英
語
圏
に
お
け
る
関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、Stross, Randall

のT
he Stubborn E

arth : A
m

erican 

A
griculturalists on Chinese Soil 1898-1937

（1986

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
夫
と
な
っ
たLossing Buck

な
ど
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
農
業
技
術
の
指
導
の
た
め
に
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
や
技
術
者
ら
の
活
動
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
佐
伯
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
も
と
に
、
清
代
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活

動
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　

佐
伯
は
『
清
朝
基
督
教
の
研
究
』
の
中
で
、
中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活
動
を
、
三
つ
の
時
期
に
わ
け
て
い
る
。
即

ち
、
第
一
期
を
、
清
の
嘉
慶
十
二
（
一
八
〇
七
）
年
、
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
の
中
国
伝
道
の
開
始
か
ら
、
咸
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豊
十
（
一
八
六
〇
）
年
、
英
仏
連
合
軍
が
北
京
に
侵
攻
し
天
津
条
約
が
結
ば
れ
る
ま
で
の
、
約
五
十
年
間
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
は

一
八
四
〇
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
、
一
八
四
二
年
の
南
京
条
約
と
香
港
割
譲
な
ど
、
布
教
活
動
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
件
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
伯
は
こ
の
第
一
期
を
さ
ら
に
、
南
京
条
約
の
前
と
後
と
で
二
つ
に
細
分
化
し
て
い
る
。
第
二
期
は
、
同

治
帝
の
初
年
（
一
八
六
一
）
か
ら
光
緒
二
十
六
（
一
九
〇
〇
）
年
の
義
和
団
事
件
ま
で
の
、
約
四
十
年
間
、
第
三
期
は
、
義
和
団
事
の

議
定
書
が
交
わ
さ
れ
る
光
緒
二
十
七
（
一
九
〇
一
）
年
か
ら
「
現
代
」（
一
九
三
〇
年
代
）
ま
で
の
約
三
十
年
間
、
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
至
極
、
理
に
か
な
っ
た
区
分
で
あ
る
。
も
し
そ
の
後
の
展
開
を
加
え
る
な
ら
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
も
っ

て
、
第
四
期
と
な
ろ
う
。
こ
れ
も
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
改
革
開
放
政
策
の
前
後
で
、
二
つ
の
時
期
に
細
分
化
さ
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
佐
伯
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
の
歴
史
を
振
り
返
る
前
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
異
同
に
つ
い
て
論
述
し

て
い
る
。
こ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
清
代
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活
動
が
、
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た
の
か

の
根
本
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
分
離
、
独
立
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
一

分
派
で
あ
る
た
め
、
教
義
や
教
会
組
織
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
遺
風
か
ら
完
全
に
脱
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か

の
異
同
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
1
）
教
理
上
の
徹
底
性
と
不
徹
底
性
。
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
は
神
と
人
と
の
間
に
あ
っ
て
神
に
取
り
次
ぐ
人
と
し
て
、
イ
エ
ス
の

他
に
、
聖
母
マ
リ
ヤ
、
聖
者
、
ロ
ー
マ
法
王
お
よ
び
法
王
が
任
命
す
る
僧
侶
を
認
め
、
か
つ
ロ
ー
マ
法
王
の
権
限
を
維
持
す
る
た
め
に

は
実
力
行
使
も
辞
さ
な
い
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
認
め
る
仲
介
者
は
イ
エ
ス
の
み
で
、
ロ
ー
マ
法
王
の
命
令
に
屈
服
し
な

い
。
こ
れ
は
聖
書
の
解
釈
権
に
い
つ
い
て
も
言
え
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
ロ
ー
マ
法
王
の
解
釈
に
従
う
こ
と
を
し
な
い
。
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
が
聖
書
を
非
常
に
重
ん
じ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
聖
書
の
漢
語
訳
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
大
き

な
貢
献
を
な
し
た
の
も
こ
れ
で
頷
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
ロ
ー
マ
法
王
の
徹
底
的
な
統
制
下
に
あ
る
の
に
対
し
、
プ
ロ

（
注
　
）

 2
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テ
ス
タ
ン
ト
は
全
く
の
自
由
主
義
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
故
に
、
聖
書
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
派
に
分
派
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
は
、
そ
の
ま
ま
中
国
で
の
伝
道
に
お
い
て
も
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
佐
伯
は
、
欧
州
に
お
い
て
宗
教
改
革
の
運
動
が
旺
盛
で
あ
っ
た
の
は
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
の
間
で
、
そ
の
後

は
反
宗
教
改
革
の
運
動
に
よ
っ
て
終
焉
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
新
大
陸
の
発
見
に
よ
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
息
を
吹
き
返

す
。
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
移
住
し
、
こ
こ
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
家
を
築
き
上
げ
た
お
か
げ
で
、
欧
州
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
か
ろ
う
じ
て
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
が
明
末
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
澳
門
上
陸
は
一

五
八
〇
年
）
に
中
国
伝
道
を
開
始
し
た
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
そ
れ
か
ら
約
二
百
三
十
年
も
遅
れ
て
中
国
伝
道
を
開
始
（
ロ

バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
の
広
東
上
陸
は
一
八
〇
七
年
）
し
た
の
も
、
当
時
の
欧
州
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
家
に
は
中
国
伝
道
を
す
る
よ
う

な
余
力
も
な
く
、
ま
た
熱
烈
な
信
仰
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
新
興
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国

家
、
ア
メ
リ
カ
の
果
た
し
た
役
割
は
多
大
で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
中
国
入
り
し
た
宣
教
師
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
手
助
け
を
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
に
続
く
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
多
く
が
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
メ
リ
カ
人
、
お
よ
び
少
数
の
ド
イ
ツ
人
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
、
歴
史
的

な
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

佐
伯
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
が
中
国
伝
道
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
膨

張
と
「
太
平
洋
時
代
」
の
到
来
が
背
景
に
あ
り
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
明
末
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
士
ら
が
中
国
に
や
っ
て
き
た
背
景
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
の
膨
張
政
策
が
あ
っ
た
の
と
同
一
で
あ
る
と
し
、
両
者
の
違
い
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
宗
教
が
領
土
拡
張
政

策
の
具
に
利
用
さ
れ
た
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
そ
う
で
は
な
い
点
で
あ
る
、
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

（
2
）
布
教
活
動
に
み
ら
れ
る
統
制
と
無
統
制
。
中
国
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
（
天
主
教
）
の
僧
侶
ら
は
、
ロ
ー
マ
法
王
の
統
帥
権
の
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も
と
、
一
糸
乱
れ
ず
、
長
期
的
な
戦
略
に
基
づ
い
て
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
全
く
の
無
統
制
で
、

新
教
各
派
は
十
人
十
色
、
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に
土
地
を
選
び
、
自
分
流
の
手
段
で
伝
道
を
行
っ
て
い
る
。
組
織
性
や
永
続
性
に
欠
け
る

や
り
方
で
は
、
と
り
わ
け
中
国
の
よ
う
な
非
キ
リ
ス
ト
教
国
で
の
布
教
が
う
ま
く
い
く
は
ず
も
な
い
。

　

欧
米
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
分
派
は
歴
史
的
な
も
の
で
仕
方
な
い
に
し
て
も
、
各
宗
派
を
そ
の
ま
ま
中
国
に
持
ち
込
む
の
は

全
く
意
義
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
国
人
か
ら
し
た
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
士
と
接
触
し
た
ら
誰
し
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
と
な
る

が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
と
接
触
し
た
ら
、
会
っ
た
宣
教
師
の
宗
派
の
信
者
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
し
ま
う
。

　

宣
教
師
の
質
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
長
年
の
修
行
を
積
ん
だ
優
秀
な
人
材
を
送
り
込
む
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
大
挙
し
て
い

く
も
の
の
、
素
質
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
、
中
国
伝
道
を
志
し
た
者
は
、
所
属
す
る
教
派

の
伝
道
組
織
に
志
願
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
主
教
の
僧
侶
が
漢
文
を
学
び
、
中
国
の
伝
統
文
化
に
も

精
通
し
て
い
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
、
中
国
の
古
典
を
読
め
な
い
ば
か
り
か
、
漢
字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
者
も

い
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
布
教
の
目
的
も
手
段
も
異
な
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
、
伝
道
地
に
お
い
て
天
主
教
会
の
「
教
民
」
を
作
る
こ

と
が
最
終
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
目
的
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
国
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
宣
伝
す
る
こ
と

に
あ
る
。
福
音
を
聞
い
て
入
信
す
る
か
ど
う
か
は
、
宣
教
師
の
仕
事
で
は
な
く
、
本
人
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
天
主
教
で
は
、
布
教
は
信
者
を
介
し
て
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
演
説
会
方
式
を
と

り
、
公
開
で
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
入
信
を
希
望
す
る
人
数
を
本
部
に
報
告
す
れ
ば
仕
事
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
信
者
の
そ
の
後
の
こ

と
を
あ
ま
り
考
え
な
い
た
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
信
者
が
数
年
後
に
は
信
仰
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
。
一

村
落
を
ま
る
ご
と
「
教
民
」
化
し
よ
う
と
し
た
天
主
教
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
逆
に
言
う
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と
、
中
国
の
伝
統
文
化
を
も
「
破
壊
」
し
て
し
ま
う
天
主
教
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
中
国
人
た
る
こ
と
を
変
え
る
こ
と
は
求
め

な
い
の
で
、
中
国
側
か
ら
み
た
ら
「
無
害
」
な
宗
教
で
あ
る
と
は
い
え
る
。

　

以
上
が
、
佐
伯
の
論
述
か
ら
要
点
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
国
に
お
け
る
布
教
活
動
に
対
し
て
は
、
厳

し
い
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
歴
史
学
者
と
し
て
の
冷
静
な
評
価
で
は
あ
る
が
、
加
え
て
信
仰
を
持
っ
て
い
る

者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
苦
言
と
も
い
え
よ
う
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
中
国
で
の
布
教
活
動
に
際
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
経
験
か
ら
学
ぼ
う
と
し
な
か
っ
た
の
は
意
外
な
感
じ
を
受

け
る
が
、
互
い
に
反
目
し
あ
っ
て
い
た
状
況
で
は
、
当
然
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
く
わ
え
て
、
以
上
の
よ
う
な
教
義
、
目
的
、
手
段
に

お
い
て
大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
無
理
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
、
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ら
の
布

教
活
動
を
簡
単
に
整
理
し
た
い
。
な
お
、
以
下
は
基
本
的
に
佐
伯
の
著
書
に
よ
る
も
の
で
、
比
屋
根
の
著
書
か
ら
補
足
と
し
て
補
っ
た

文
章
は
〔　

〕
で
く
く
っ
た
。

第
一
期
（
前
半
）
一
八
〇
七
年
（
モ
リ
ソ
ン
の
伝
道
開
始
）～
一
八
三
九
年
（
ロ
バ
ー
ツ
の
入
華
）

　

中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
の
必
要
性
は
、
十
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
説
か
れ

て
は
い
た
が
、
実
際
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
国
伝
道
は
、T

he London M
issionary Society

（
一
七
九
五
年
創
立
）
所
属
の
イ

ギ
リ
ス
人
宣
教
師
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
が
一
八
〇
七
年
に
広
東
に
渡
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
も
っ
と
も
東
イ
ン
ド
会
社
は
宣
教
師

の
中
国
伝
道
を
許
可
せ
ず
、
乗
船
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
先
述
の
如
く
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
支
援
を
受
け
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て
米
国
籍
船
に
て
中
国
入
り
を
果
た
し
た
。
佐
伯
は
、
最
初
に
中
国
入
り
し
た
宣
教
師
が
ア
メ
リ
カ
人
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
で

あ
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
不
思
議
で
あ
る
が
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
政
府
の
支
援
を
受
け
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ

て
開
始
さ
れ
た
と
み
な
し
て
よ
い
、
と
し
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
モ
リ
ソ
ン
（
中
国
名
、
馬
礼
遜
）
が
所
属
し
たT

he London M
issionary Society

は
、
新
教
各
派
を
包
括

す
る
も
の
で
、
英
国
国
教
派
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
期
（
全
半
）
に
は
、
こ
の
ほ
か
、A

m
erican Board of Com

m
issioners for 

Foreign M
issions, A

m
erican Board of Baptists Forign M

ission, A
m

erican Episcopal Board of Forign M
issions

な

ど
に
所
属
す
る
宣
教
師
ら
が
中
国
入
り
し
、
そ
の
数
は
三
十
二
～
三
十
三
人
に
達
し
た
が
、
同
時
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
士
の
数
に
比

べ
る
と
十
分
の
一
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
モ
リ
ソ
ン
の
場
合
、
一
八
三
四
年
に
広
東
で
亡
く
な
る
ま
で
、
二
十
七
年
間
、
中
国
に
滞
在

し
た
が
、
布
教
活
動
よ
り
は
、
中
国
に
関
す
る
研
究
や
聖
書
の
中
国
語
訳
（
一
八
一
九
年
に
新
約
聖
書
の
漢
訳
を
完
成
）、
外
交
上
の

仕
事
が
多
か
っ
た
た
め
、
彼
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
も
の
は
十
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。〔
比
屋
根
は
、
モ
リ
ソ
ン
よ
り
洗
礼
を
受

け
た
者
は
三
、
四
名
に
過
ぎ
ず
、
中
国
に
一
つ
の
教
会
も
学
校
も
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
。〕
と
は
い
え
、
モ

リ
ソ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ら
の
な
し
た
大
き
な
事
業
は
、
新
旧
両
約
聖
書
の
漢
訳
を
完
成
さ
せ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
モ
リ
ソ
ン
親
子
の
収
集
し
た
中
国
に
関
す
る
貴
重
な
図
書
（
モ
リ
ソ
ン
文
庫
）
が
一
九
一
七
年
に
日
本

側
に
譲
渡
さ
れ
、
こ
れ
が
東
洋
文
庫
（
一
九
二
四
年
設
立
）
の
蔵
書
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
は
日
本
に
と
っ
て

も
関
係
の
深
い
人
物
で
あ
る
。

　

な
お
、
佐
伯
は
、
中
国
や
日
本
に
き
た
宣
教
師
の
子
供
で
宣
教
師
に
な
る
人
は
比
較
的
少
な
く
、
外
交
官
に
な
る
も
の
が
多
い
と
の

指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
も
、
大
学
卒
業
後
は
宣
教
師
と
し
て
中
国
に
戻
っ
て
く
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
、

教
育
に
携
わ
り
な
が
ら
作
家
へ
と
転
向
し
、
最
後
に
は
長
老
教
会
と
も
決
別
す
る
こ
と
と
な
る
。
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第
一
期
の
宣
教
師
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
、A

m
erican Board of Baptists Forign M

ission

が
一
八
三
六
年
に
広
東
に
派
遣
し

た
宣
教
士
の
中
に
、
若
き
日
の
洪
秀
全
に
キ
リ
ス
ト
教
を
教
え
た
、Issacher Roberts

（
中
国
名
、
羅
孝
全
）
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。

洪
秀
全
は
結
局
、
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
八
四
六
年
に
一
ヶ
月
に
渡
っ
て
広
東
に
て
羅
孝
全
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
つ

い
て
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
の
関
連
で
い
う
と
、
米
国
長
老
教
会
伝
道
団
（A

m
erican Presbyterian M

ission

）
所
属
の
宣
教
師
も
、

一
八
三
八
年
に
な
っ
て
代
表
を
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
）
派
遣
し
、
広
東
で
の
布
教
の
足
が
か
り
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
期
の
布

教
活
動
は
広
東
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

第
一
期
（
後
半
）
一
八
四
〇
年
（
ア
ヘ
ン
戦
争
）～
一
八
六
〇
年
（
天
津
条
約
）

　

ア
ヘ
ン
戦
争
の
結
果
、
一
八
四
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
と
清
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
南
京
条
約
に
よ
り
、
中
国
で
の
布
教
活
動
は
新
し

い
時
代
を
迎
え
る
。
即
ち
、
清
国
政
府
は
宣
教
師
を
含
む
西
洋
人
に
対
し
て
治
外
法
権
を
認
め
た
こ
と
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
香
港
が

割
譲
さ
れ
た
こ
と
、
広
州
、
福
州
、
廈
門
、
寧
波
、
上
海
の
五
港
が
開
港
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
五
港
以
外
の
地
に
外
国
人

が
入
っ
た
場
合
は
こ
れ
を
処
罰
せ
ず
、
保
護
し
て
最
寄
り
の
開
港
地
の
領
事
に
引
き
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
利
用
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
教
士
は
、
独
身
と
い
う
身
軽
さ
に
加
え
漢
語
に
も
精
通
し
て
い
た
の
で
、
内
陸
部
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
妻
帯
し
漢
語
に
弱

い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
は
こ
の
点
で
出
遅
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
南
京
条
約
に
は
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
規
定
が
な
く
、
こ
れ
が
加
わ
る
の
は
清
米
間
の
望
厦
条
約
と
清
仏
間
の
黄
埔
条

約
（
共
に
一
八
四
四
）
か
ら
で
、
礼
拝
堂
や
学
校
、
病
院
の
保
護
を
規
定
し
、
ア
ロ
ー
号
事
件
に
よ
っ
て
清
国
と
英
仏
露
米
間
に
結
ば

れ
た
天
津
条
約
（
一
八
五
八
、
仏
英
の
批
准
は
一
八
六
〇
）
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
問
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
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の
布
教
の
自
由
と
、
宣
教
師
と
信
者
の
保
護
が
規
定
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
団
の
中
に
は
、
武
力
に
よ
る
理
不
尽
な
条
約
の
特
権
を
使
っ
て
布
教
活
動
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る

一
派
も
あ
り
は
し
た
が
、
こ
の
条
約
の
結
果
、
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
が
中
国
に
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
四
〇
年
に

は
、
三
十
三
名
の
宣
教
師
だ
っ
た
の
が
、
一
八
五
八
年
に
は
、
二
十
二
の
伝
道
組
織
と
八
十
一
人
の
宣
教
師
に
、
一
八
六
四
年
に
は
二

十
四
の
伝
道
組
織
と
百
八
十
九
名
の
宣
教
師
に
増
加
し
た
。
な
お
、
宣
教
師
の
数
は
そ
の
後
も
増
加
し
続
け
、
一
八
八
一
年
に
は
二
十

九
の
伝
道
組
織
と
六
百
十
八
人
の
宣
教
師
、
一
八
八
九
年
に
は
四
十
一
の
伝
道
組
織
と
千
二
百
九
十
六
名
の
宣
教
師
に
増
加
す
る
。
信

徒
の
数
も
、
一
八
四
〇
年
が
百
人
、
一
八
五
七
年
が
三
百
五
十
人
、
一
八
六
九
年
が
五
千
七
百
五
十
人
、
一
八
七
六
年
が
一
万
三
千
三

十
五
人
、
一
八
九
三
年
が
五
万
五
千
九
十
三
人
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。
但
し
、
そ
の
多
く
は
農
民
か
商
工
業
者
で
あ
っ
て
知
識
人

で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
も
南
京
条
約
以
降
、
教
士
の
増
加
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
一
期
前
半
の
布
教
活
動
の
拠
点
が
広
東
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
半
は
将
来
を
見
越
し
て
、
拠
点
が
上
海
に
移
っ
た
。
例
え
ば
、

米
国
長
老
教
会
伝
道
団
も
当
初
は
広
東
に
拠
点
を
設
け
よ
う
と
し
て
、
一
八
四
六
～
四
七
年
に
か
け
て
三
名
の
宣
教
師
を
広
東
に
派
遣

す
る
が
、
広
東
は
排
外
思
想
が
つ
よ
く
、
困
難
を
極
め
た
。
そ
こ
で
一
八
五
〇
年
は
上
海
に
宣
教
師
を
派
遣
し
、
印
刷
所
も
上
海
に
移

動
さ
せ
た
。
一
八
五
四
年
に
は
山
東
伝
道
の
開
拓
者
と
し
て
知
ら
れJohn N

evius

が
来
華
す
る
。〔
比
屋
根
に
よ
る
と
、
米
国
長
老

教
会
（A

m
erican Presbyterian Church

）
は
一
八
三
八
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
宣
教
師
を
派
遣
す
る
が
、
中
国
へ
の
派
遣
は
、

一
八
四
三
年
の
広
東
が
最
初
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
道
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
五
〇
年
にJ.K

.W
ight

と

M
.S.Cullberston

を
上
海
に
派
遣
し
、
一
九
六
〇
年
に
教
会
が
組
織
さ
れ
る
。
杭
州
で
の
布
教
は
一
八
五
九
年
、
蘇
州
で
の
布
教
は

一
八
七
一
年
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
五
〇
年
に
寧
波
に
派
遣
さ
れ
たW

illiam
 M

artin

は
、
一
八
九
七
年
に
北
京
大
学
が
設

立
さ
れ
る
と
初
代
学
長
と
な
っ
た
。〕
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T

he Protestant Episcopal Church in the U
SA

に
よ
っ
て
一
八
四
三
年
に
中
国
に
派
遣
さ
れ
たBoone

は
上
海
で
学
校
を

設
立
す
る
が
、
こ
れ
が
後
の
聖
約
翰
大
学
と
な
っ
た
。
な
お
、
彼
は
一
八
六
一
年
に
布
教
し
よ
う
と
し
た
山
東
の
芝
罘
で
暴
徒
に
よ
っ

て
殺
害
さ
れ
た
。〔
比
屋
根
に
よ
る
と
、
ブ
ー
ン
の
死
後
、
彼
の
息
子
が
父
を
引
き
継
ぎ
、
江
蘇
の
鎮
江
や
安
徽
省
の
蕪
湖
、
安
慶
、

湖
北
省
の
漢
口
な
ど
で
布
教
を
行
っ
た
。〕
ま
たA

m
erican Board of Baptists Forign M

ission

も
一
八
四
七
年
に
宣
教
師
を
上

海
に
派
遣
し
、
江
蘇
一
帯
に
お
け
る
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
の
地
盤
を
築
い
た
。〔
比
屋
根
に
よ
る
と
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
と
し
て
は
、
イ

ギ
リ
ス
も
一
八
五
九
年
に
芝
罘
に
て
布
教
活
動
を
開
始
す
る
。
資
金
面
の
理
由
か
ら
他
の
教
団
か
ら
の
転
入
者
も
加
わ
る
。
転
入
希
望

者
の
中
に
は
、
ハ
ド
ソ
ン
・
テ
ー
ラ
ー
も
い
た
が
、
調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
に
加
入
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
彼
が
後
に
内
地

会
を
設
立
す
る
遠
因
に
な
っ
た
と
い
う
。〕

　

一
八
五
三
年
に
は
、
内
地
会
（China Inland M

isson

）
を
設
立
す
る
ハ
ド
ソ
ン
・
テ
ー
ラ
ー
も
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
華
す
る
が
、

内
地
会
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

伝
道
組
織
や
宣
教
師
の
数
が
増
え
る
と
、
宗
派
を
超
え
た
協
力
関
係
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
少
の
提
携
も
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
長
い
歴
史
の
中
で
分
派
し
た
各
派
が
、
異
教
徒
の
住
む
中
国
と
い
う
土
地
で
再
統
合
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
対
立
は
、
聖
書
の
漢
訳
に
お
け
る
用
語
問
題
と
し
て
表
面
化
し
た
。God

に
対
し
、「
天
主
」
の

文
字
を
避
け
、「
神
」「
上
帝
」「
天
帝
」
な
ど
の
文
字
を
あ
て
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
は
天
主
教
の
用
語
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て

「
天
主
教
」
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
モ
リ
ソ
ン
に
よ
っ
て
「
耶
蘇
教
」
と
称
さ
れ
、「
天
主
教
」
と
の
区
別
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
清
国
側
も
「
天
主
教
」
と
「
耶
蘇
教
」
の
違
い
を
認
識
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
天
津
条
約
に
お
い
て
「
基
督
教
」
の
名
称
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
、「
耶
蘇
教
」
に
代
わ
っ
て
「
基
督
教
」
の
名
称
が
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
一
期
に
お
け
る
二
大
事
業
と
し
て
、
佐
伯
は
（
一
）
聖
書
の
漢
訳
、（
二
）
漢
文
古
典
（
四
書
五
経
な
ど
）
の
欧
州
語
訳
、
を
あ
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げ
て
い
る
。
と
り
わ
け
聖
書
の
漢
訳
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ら
の
偉
大
な
功
績
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
明

末
か
ら
中
国
に
伝
道
を
開
始
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
約
聖
書
の
漢
訳
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、
日
清
戦
争
後
の
一
八
九
七
年
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
聖
書
の
漢
訳
の
試
み
は
、
早
く
も
マ
ル
シ
ュ
マ
ン
に
よ
っ
て
一
八
二
二
年
に
イ
ン
ド
で
な
さ
れ
、

中
国
で
は
一
八
二
四
年
に
な
っ
て
モ
リ
ソ
ン
ら
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
旧
約
聖
書
も
含
め
、
い
く
か
の
漢
訳
が
試
み
ら

れ
、
一
八
四
三
年
に
は
在
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
が
聖
書
改
訳
委
員
を
出
し
て
改
訳
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
意
見
の
対
立
か
ら
一
八

五
三
年
に
な
っ
て
や
っ
と
完
成
す
る
。
そ
の
後
も
新
旧
聖
書
の
漢
訳
が
続
け
ら
れ
、
一
八
九
〇
年
以
降
に
は
、
文
語
体
の
ほ
か
に
、
口

語
体
お
よ
び
官
話
体
で
の
漢
訳
も
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
、
中
国
人
に
最
初
に
聖
書
を
配
布
し
た
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ら
の
手
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
に

は
、
聖
書
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ス
タ
ン
ス
が
根
本
的
に
違
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
漢

語
力
か
ら
し
た
ら
、
明
末
に
漢
訳
聖
書
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

　

四
書
五
経
や
『
孝
経
』『
小
学
』『
三
字
経
』『
千
文
字
』
な
ど
の
欧
州
語
訳
も
、
早
く
も
一
八
四
〇
年
代
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣

教
師
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
仕
事
に
よ
っ
て
、
欧
米
諸
国
に
中
国
文
明
の
優
秀
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
半
開
化

人
と
見
な
し
て
い
た
中
国
人
に
対
す
る
誤
解
を
解
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
宣
教
師
ら
も
、
自
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
教
理

に
対
し
、
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
期　

一
八
六
一
年
（
同
治
初
年
）～
一
九
〇
〇
年
（
義
和
団
事
件
）

　

第
一
期
が
、
中
国
に
お
け
る
伝
道
の
開
拓
期
で
あ
る
な
ら
、
第
二
期
は
大
い
な
る
発
展
と
、
そ
の
反
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
時
期
で
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あ
っ
た
。
第
一
期
の
後
半
か
ら
、
清
国
は
、
洪
秀
全
の
太
平
天
国
や
ア
ロ
ー
号
事
件
な
ど
「
内
憂
外
患
」
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

機
に
乗
じ
て
、
条
約
上
の
権
利
や
布
教
権
を
活
用
し
、
さ
ら
に
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ら
が
入
華
し
、
信
者
を
増
や
し
て

い
っ
た
。
即
ち
、
一
八
六
一
年
に
は
、
英
米
宣
教
師
二
百
一
人
、
中
国
人
信
徒
約
五
千
人
だ
っ
た
の
が
、
一
八
九
三
年
に
は
信
徒
数
が

五
万
五
千
九
十
三
人
に
急
増
し
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
当
時
に
な
る
と
、
宣
教
師
千
二
百
七
十
二
（
妻
子
を
除
く
）
人
、
信
徒

数
八
万
六
百
八
十
二
人
に
ま
で
増
加
す
る
。

　

こ
う
し
た
宣
教
師
と
信
者
の
急
増
の
背
景
に
は
、
内
地
会
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
内
地
会
は
ハ
ド
ソ
ン
・
テ
ー
ラ
ー
（
中
国

名
、
戴
公
）
に
よ
っ
て
一
八
六
七
年
に
中
国
で
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
内
地
会
の
伝
道
方
針
は
（
一
）
中
国
全
土
に
福
音
を
宣
伝

す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
学
校
教
育
や
慈
善
事
業
を
手
段
と
せ
ず
、
宣
教
師
の
口
を
通
し
て
伝
え
る
。
開
拓
者
と
し
て
中
国
内
地
の
重
要

な
地
点
に
十
字
架
を
立
て
れ
ば
よ
い
。（
二
）
本
部
を
中
国
に
お
き
、
内
地
会
の
宣
教
師
ら
は
、
所
属
す
る
英
米
本
国
の
教
団
の
指
令

に
従
わ
ず
、
内
地
会
所
属
の
先
任
宣
教
師
に
服
従
す
る
こ
と
。（
三
）
伝
道
組
織
か
ら
俸
給
を
保
証
さ
れ
ず
、
与
え
ら
れ
る
だ
け
の
生

活
費
で
も
っ
て
伝
道
に
従
事
す
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
、
五
つ
の
開
港
地
以
外
に
お
け
る
外
国
人
の
居
住
権
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
テ
ー
ラ
ー
は
布
教
活
動
を
優
先
す
る
た
め
、

こ
れ
を
武
力
で
も
っ
て
押
し
切
っ
た
。
即
ち
、
一
八
六
七
年
、
五
開
港
地
以
外
の
十
一
カ
所
で
の
布
教
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
の
一
つ

で
あ
る
揚
州
に
て
教
案
事
件
が
起
こ
る
と
、
砲
艦
四
隻
で
南
京
に
乗
り
込
み
、
曾
国
藩
に
強
行
談
判
し
、
揚
州
知
府
ら
を
処
分
さ
せ

る
。
こ
の
結
果
、
内
地
会
所
属
の
宣
教
師
ら
の
内
地
進
出
の
基
礎
が
築
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
テ
ー
ラ
ー
は
中
国
滞
在
中
の
五
十
余

年
の
間
に
、
合
計
、
八
百
二
十
八
人
も
の
宣
教
師
を
招
集
し
た
。

　
〔
内
地
会
に
つ
い
て
、
比
屋
根
の
記
述
を
補
足
し
た
い
。
テ
ー
ラ
ー
は
一
八
五
三
年
に
来
華
す
る
も
、
一
八
五
七
年
に
自
分
を
派
遣

し
た
教
団
か
ら
離
脱
し
、
独
力
で
浙
江
省
に
て
布
教
活
動
を
行
う
。
結
婚
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
、
一
八
六
五
年
に
内
地
会
を
設
立

（
注
　
）

 3
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す
る
。
一
八
六
六
年
に
中
国
に
向
か
い
、
杭
州
に
住
む
。
一
八
六
八
年
に
は
蘇
州
、
揚
州
に
て
伝
道
を
行
う
。（
佐
伯
は
内
地
会
の
設

立
を
一
八
六
七
年
の
中
国
と
し
て
い
る
が
、
会
そ
の
も
の
は
一
八
六
五
年
に
帰
国
中
の
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
さ
れ
、
中
国
で
立
ち
上
げ
ら

れ
た
の
が
再
入
華
後
の
一
八
六
七
年
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
揚
州
で
教
案
事
件
を
起
こ
す
の
は
一
八
六
八
年
で
佐
伯
の
記
述
と
矛
盾

は
な
い
。）
一
八
七
〇
年
、
夫
人
の
病
死
に
と
も
な
い
、
一
時
帰
国
、
再
婚
後
、
再
び
一
八
七
二
年
に
入
華
し
、
上
海
を
内
地
会
の
本

部
と
定
め
る
。
な
お
、
テ
ー
ラ
ー
夫
妻
は
、
山
西
で
も
布
教
を
行
い
、
一
八
七
六
年
の
飢
餓
で
は
救
済
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
華
中
に

お
け
る
内
地
会
と
し
て
の
伝
道
と
し
て
は
、
浙
江
が
一
八
六
五
年
、
江
蘇
が
一
八
六
七
年
、
安
徽
が
一
八
六
九
年
に
開
始
さ
れ
て
い

る
。
内
地
会
の
特
徴
と
し
て
、
本
部
を
中
国
に
お
い
て
本
国
の
指
示
を
受
け
な
い
こ
と
、
内
地
会
所
属
の
宣
教
師
ら
は
欧
米
各
国
に
ま

た
が
る
こ
と
、
伝
道
方
針
と
し
て
、
で
き
る
限
り
迅
速
に
キ
リ
ス
ト
教
を
中
国
全
土
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
抵
抗
の
少

な
い
地
方
か
ら
布
教
を
行
い
、
一
度
布
教
を
し
た
と
こ
ろ
で
こ
れ
を
引
き
受
け
る
他
の
教
団
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
譲
渡
し
て
さ
ら
に
内

地
へ
入
っ
て
伝
道
を
行
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
実
際
、
内
地
会
の
そ
の
後
の
展
開
を
み
る
と
、
湖
北
が
一
八
七
四
年
、
四
川
が
一
八
七

七
年
、
甘
粛
が
一
八
七
八
年
、
山
東
が
一
八
七
九
年
、
陝
西
が
一
八
七
九
年
、
雲
南
が
一
八
八
一
年
、
河
南
が
一
八
八
四
年
、
新
疆
が

一
九
〇
八
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
内
地
会
と
し
て
の
布
教
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
の
長
老
教
会
伝
道
団
は
一
八
九
八
年
に

内
地
会
と
協
力
し
て
宣
教
師
を
江
西
に
派
遣
す
る
が
、
翌
年
に
は
内
地
会
と
の
関
係
を
絶
ち
、
広
東
で
の
布
教
に
あ
た
っ
た
。〕

　

し
か
し
こ
う
し
た
強
行
姿
勢
は
中
国
人
の
反
キ
リ
ス
ト
教
感
情
を
助
長
し
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
へ
と
至
る
。〔
義
和
団
は

一
九
〇
〇
年
の
五
月
、
先
ず
山
東
省
で
起
こ
り
、
鉄
道
を
破
壊
し
、
教
会
堂
を
焼
き
払
ら
い
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
殺
害
し
て
い
き
、
そ

の
勢
い
は
す
ぐ
に
山
西
と
直
隷
（
北
京
お
よ
び
河
北
省
）
に
及
ん
だ
。
比
屋
根
に
よ
る
と
、
北
京
で
は
四
つ
の
教
会
堂
が
襲
撃
さ
れ
た

ほ
か
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
墓
地
も
破
壊
さ
れ
た
が
、
一
九
〇
五
年
に
な
っ
て
こ
れ
ら
は
再
建
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。〕
事
件
当
時
、

中
国
内
地
四
百
カ
所
に
千
二
百
～
三
百
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
が
い
た
が
、
こ
の
う
ち
百
三
十
四
～
五
人
が
殺
害
さ
れ
た
が
、
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う
ち
五
十
八
人
は
内
地
会
所
属
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
内
地
会
所
属
宣
教
師
の
妻
子
も
二
十
七
人
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
地

会
所
属
の
中
国
人
信
徒
千
九
百
十
二
人
も
殺
害
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
団
中
、
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
の
が
内
地

会
で
あ
っ
た
。

　

第
二
期
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
は
、
医
療
伝
道
の
進
展
が
あ
る
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
の
言
葉
で
あ
る
「
病
を
治
し
福
音
を
宣
べ
伝
え

よ
」
に
従
っ
た
も
の
で
、
学
校
教
育
に
は
反
対
で
あ
っ
た
内
地
会
の
テ
ー
ラ
ー
も
、
こ
れ
だ
け
は
認
め
て
い
た
。
中
国
に
お
け
る
医
療

伝
道
の
歴
史
は
一
八
三
八
年
に
来
華
し
たPeter Parker

ま
で
遡
る
。
一
八
四
三
年
当
時
、
在
華
宣
教
師
三
十
二
人
の
う
ち
医
師
は

一
人
で
あ
っ
た
が
、
一
八
五
九
年
当
時
、
在
華
宣
教
師
二
百
十
四
人
の
う
ち
医
師
は
二
十
八
人
と
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
八
八
七

年
に
は
女
医
も
含
め
、
八
十
八
人
の
医
師
宣
教
師
が
お
り
、
義
和
団
事
件
当
時
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
各
地
に
百
以
上
の
病
院
を
運
営

し
て
い
た
が
、
う
ち
二
十
二
個
所
が
破
壊
さ
れ
た
。
一
九
一
五
年
に
は
、
英
米
の
医
師
は
三
百
八
十
三
人
、
看
護
婦
百
四
十
二
人
、
病

院
三
百
三
十
に
ま
で
回
復
、
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
の
拡
大
も
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
学
校
教
育
に
対
し
て
は
英
米
で
大
き
な
考
え
方

の
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
教
育
は
富
裕
層
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
国
民
教
育
が
普

及
す
る
の
は
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
八
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
華
し
た
宣
教
師
ら
が
、
中
国
人
教

育
に
対
し
、
関
心
を
示
す
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
テ
ー
ラ
ー
の
如
く
、
こ
れ
に
反
対
し
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
学

校
教
育
を
非
常
に
重
視
し
、
学
校
設
備
も
充
実
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
を
佐
伯
は
、
欧
州
各
国
か
ら
言
語
や
習
慣
の
異
な
る
移
民
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
学
校
教
育
に
よ
っ
て
合
衆
国
の
良
民
に
教
化
す
る
以
外
に
名
案
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
教
育
観
を
も
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
は
、
来
華
す
る
と
す
ぐ
に
学
校
運
営
に
乗
り
出
し
た
。
な
お
、
同
様
の
こ
と

は
開
国
後
の
日
本
に
も
い
え
、
多
く
の
学
校
が
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
も
の
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
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一
八
九
〇
年
、
内
地
会
所
属
宣
教
師
の
総
数
は
三
百
六
十
六
人
も
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
地
会
所
属
の
学
校
生
徒
数
は
宣
教
師

数
の
半
分
の
百
八
十
二
人
で
あ
っ
た
。
当
時
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
総
数
が
千
二
百
人
前
後
で
、
運
営
す
る
学
校
の
生
徒
総
数

が
一
万
七
千
～
八
千
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。

　

一
八
八
五
年
に
武
昌
に
武
漢
大
学
の
基
礎
を
築
い
た
の
も
、
一
八
八
六
年
に
広
東
で
嶺
南
大
学
を
設
立
し
た
の
も
、
一
八
八
八
年
に

山
東
の
芝
罘
（
烟
台
）
に
師
範
学
校
を
創
設
し
、
上
海
ほ
か
各
地
に
女
学
校
を
設
立
し
た
の
も
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
一
八

六
三
年
に
米
国
長
老
教
会
伝
道
団
か
ら
派
遣
さ
れ
て
入
華
し
たCalvin M

ateer

が
、
山
東
の
済
南
府
に
大
学
を
創
設
す
る
が
、
こ
れ

が
後
の
斉
魯
大
学
と
な
っ
た
。
ま
た
、
聾
者
に
対
す
る
教
育
と
し
て
は
、
同
じ
く
米
国
長
老
教
会
伝
道
団
の
宣
教
師
で
あ
っ
たM

r. 

M
ikks

が
山
東
の
登
州
（
蓬
莱
）
で
訓
聾
院
を
開
設
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

　

な
お
、
華
中
と
の
関
連
で
い
う
と
、
米
国
長
老
教
会
伝
道
団
か
ら
派
遣
さ
れ
たJohn N

evius

（
中
国
名
、
倪
維
思
）
の
名
前
を
あ

げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
彼
は
一
八
五
四
年
に
来
華
し
、
山
東
の
芝
罘
に
本
拠
を
お
い
て
華
北
一
帯
の
布
教
活
動
に
従
事
し
た
。
そ
の

間
、
一
八
七
六
～
八
年
の
華
北
（
山
東
、
直
隷
）
に
お
け
る
大
飢
饉
の
救
済
活
動
で
活
躍
し
、
こ
れ
を
機
に
、
ア
メ
リ
カ
種
の
果
樹
を

中
国
に
紹
介
し
、
中
国
に
お
け
る
果
樹
園
の
創
設
者
と
な
っ
た
。〔
比
屋
根
に
よ
る
と
、
米
国
長
老
教
会
伝
道
団
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣

教
師
と
し
て
は
、
ネ
ビ
ウ
ス
の
他
にD

.B. M
cCartee

が
寧
波
か
ら
一
八
六
二
年
に
芝
罘
に
移
り
、
一
八
六
五
年
に
山
東
長
老
会
を

組
織
す
る
。
一
八
七
二
年
に
は
済
南
で
の
伝
道
が
始
ま
る
。
南
京
へ
は
宣
教
師
を
派
遣
す
る
も
迫
害
に
あ
い
布
教
で
き
な
か
っ
た
が
、

一
八
七
〇
年
にC. Leam

an

とA
. W

hiting

が
南
京
に
住
み
、
布
教
活
動
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
芝
罘
で
活
動
し
た
イ

ギ
リ
ス
人
宣
教
師
と
し
て
、
比
屋
根
は
、
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
文
学
の
発
展
の
基
礎
を
築
い
たA

lexander W
illiam

son

を

あ
げ
て
い
る
。
彼
は
一
八
五
五
年
にT

he London M
isshon Society

か
ら
派
遣
さ
れ
上
海
に
上
陸
、
帰
国
後
の
一
八
六
三
年
に
今

度
はT

he N
ational Bible Society of Scotland

か
ら
派
遣
さ
れ
て
再
入
華
し
、
芝
罘
を
中
心
に
華
北
を
旅
行
す
る
。
帰
国
後
、
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Journeys in N
orth China

を
著
し
、
一
八
七
一
年
に
再
度
入
華
し
、
華
北
で
飢
餓
救
済
に
あ
た
り
、
一
八
九
〇
年
に
芝
罘
で
没
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
の T

he Chinese Evangelisation Society

か
ら
派
遣
さ
れ
たC.P. Scott

も
一
八
七
四
年
に
芝
罘
に
入
り
、
一
八

七
八
年
の
飢
饉
の
救
済
事
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
たT

im
othy 

Richard
も
一
八
七
六
～
八
年
の
山
東
や
山
西
の
飢
饉
で
救
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
のM

ethodist

教
会
も
一
八
七

八
年
にJ. Cox
を
武
昌
か
ら
山
西
に
派
遣
し
、
飢
餓
の
救
済
事
業
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。〕

　

飢
饉
は
こ
の
ほ
か
、
一
八
八
八
年
の
湖
南
、
安
徽
や
山
東
、
一
八
九
三
～
四
の
山
西
で
も
発
生
し
、
宣
教
師
ら
が
救
援
活
動
に
従
事

し
た
。
ま
た
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
と
の
関
連
で
い
う
と
、
一
八
六
七
年
に
、
米
国
南
長
老
教
会
伝
道
団
の
エ
リ

ス
・
イ
ン
ス
リ
ー
（Elias Inslee
）
が
上
海
に
上
陸
し
、
鎮
江
や
杭
州
に
て
布
教
活
動
を
開
始
す
る
。〔
南
長
老
教
会
の
宣
教
師
と
し

て
は
、
比
屋
根
に
よ
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ー
の
他
に
、H

.C. D
uBose

が
蘇
州
に
て
布
教
し
よ
う
と
し
た
が
、
た
び
た
び
妨
害
に
あ
っ
た

と
い
う
。〕
後
述
す
る
よ
う
に
、
長
老
教
会
は
南
北
戦
争
後
、
南
北
に
分
裂
し
、
南
部
出
身
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
正
確
に
い
う
と
、
南
長

老
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
で
あ
っ
た
。

第
三
期　

一
九
〇
一
年
以
降
～
一
九
三
〇
年
代

　

第
三
期
に
は
、
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
に
よ
り
、
清
朝
が
倒
れ
中
華
民
国
が
成
立
す
る
と
い
う
大
事
件
が
起
こ
る
が
、
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
活
動
は
社
会
の
混
乱
を
こ
え
て
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
。
義
和
団
事
件
が
匪
賊
側
の
敗
北
に
終
わ
る
と
、
事
件
処
理
の
議
定

書
に
よ
り
、
清
国
側
か
ら
四
億
五
千
万
テ
ー
ル
の
賠
償
金
が
支
払
わ
れ
た
ほ
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
問
わ
ず
、
天
津

条
約
ほ
か
で
規
定
さ
れ
た
布
教
権
と
布
教
上
の
保
護
と
を
完
全
に
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
天
主
教
は
こ
の
機
を
巧
み
に
利
用
し
た

が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
こ
れ
を
機
に
内
地
で
の
布
教
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
。
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一
九
〇
〇
年
当
時
、
中
国
天
主
教
徒
の
総
数
は
七
十
四
万
千
五
百
六
十
二
人
と
さ
れ
る
が
、
一
九
三
七
年
の
統
計
で
は
三
百
五
十
三

万
四
千
七
百
六
十
一
人
と
三
十
七
年
間
の
間
に
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
、
一
八
九
八
年
の
時
点
で
宣

教
師
数
千
三
百
三
十
五
人
、
信
者
八
万
六
百
八
十
二
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
五
年
に
は
宣
教
師
数
が
三
千
四
百
四
十
五
人
、
信
者
数

が
十
七
万
八
千
二
百
五
十
四
人
に
、
一
九
一
〇
年
に
は
宣
教
師
数
が
五
千
百
四
十
四
、
信
者
数
が
二
十
万
七
千
七
百
四
十
七
人
に
、
一

九
三
〇
年
に
は
宣
教
師
数
が
六
千
三
百
四
十
六
人
、
信
者
数
が
四
十
四
万
六
千
六
百
三
十
一
に
増
加
し
て
お
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

場
合
も
三
十
年
間
の
間
に
五
倍
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
宣
教
師
数
の
ピ
ー
ク
は
一
九
二
六
年
の
八
千
三
百
二
十
五
人
で
、
以

降
、
反
キ
リ
ス
ト
教
の
気
運
の
高
ま
り
や
戦
乱
か
ら
、
中
国
を
去
る
宣
教
師
が
増
え
、
一
九
三
八
年
に
は
宣
教
数
は
五
千
九
百
七
十
二

人
ま
で
減
少
す
る
が
、
信
者
数
は
五
十
三
万
六
千
八
十
九
人
と
増
加
し
て
い
る
。

　

国
民
党
政
府
が
反
キ
リ
ス
ト
教
的
に
な
っ
て
い
く
に
従
い
、
一
九
二
五
年
に
湖
南
で
、
一
九
二
七
年
に
は
福
建
に
て
宣
教
師
に
対
す

る
暴
動
が
起
こ
る
。
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
、
一
九
二
七
年
に
国
民
党
軍
が
南
京
を
占
領
す
る
と
、
政
府
軍
は
南
京
大
学
副
総
長
ウ
イ

リ
ア
ム
を
校
庭
で
射
殺
し
、
対
外
強
行
姿
勢
を
示
し
、
宣
教
師
宅
に
侵
入
し
略
奪
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
義
和
団
事
件
か
ら
二
十
七
年

を
経
て
、
再
び
宣
教
師
ら
は
国
民
政
府
や
民
衆
か
ら
排
斥
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
八
千
三
百
二
十
五
人
の
宣
教
師
の
う

ち
、
約
五
千
人
は
中
国
の
内
地
か
ら
引
き
上
げ
て
帰
国
し
、
残
り
の
三
千
人
の
う
ち
、
約
五
百
人
は
殺
さ
れ
る
覚
悟
で
内
地
に
踏
み
と

ど
ま
り
、
約
千
五
百
人
は
上
海
に
逃
れ
て
待
機
し
、
約
千
人
は
香
港
な
ど
比
較
的
安
全
な
と
こ
ろ
に
避
難
し
た
。

　

第
三
期
の
布
教
事
業
で
言
及
さ
れ
る
べ
き
は
、
学
校
運
営
が
進
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
義
和
団
事
件
以
降
に
設
立
さ
れ
た
著
名
な
大

学
を
あ
げ
れ
ば
、
蘇
州
大
学
（
一
九
〇
〇
）、
斉
魯
大
学
（
一
九
〇
四
）、
上
海
大
学
（
一
九
〇
六
）、
杭
州
大
学
（
一
九
一
〇
）、
南
京

大
学
（
一
九
一
〇
）、
西
南
大
学
（
一
九
一
〇
）、
金
陵
大
学
（
一
九
一
五
）、
福
建
大
学
（
一
九
一
六
）、
燕
京
大
学
（
一
九
一
八
）
な

ど
が
あ
る
。
う
ち
、
杭
州
大
学
は
長
老
教
会
、
上
海
大
学
、
西
南
大
学
は
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
に
よ
る
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
教
育
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活
動
が
実
を
結
び
だ
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
団
が
運
営
す
る
学
校
に
お
い
て
、
多
く
の
新
中
国
の
人
材
を
育
成
し
た
。
彼
ら
に
言
わ

せ
れ
ば
、
国
民
革
命
の
立
役
者
で
あ
る
孫
文
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
彼
が
広
東
や
ハ
ワ
イ
、
イ
ギ
リ
ス
に
て

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
育
と
保
護
を
受
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
馮
玉
祥
（
国
民
軍
指
導
者
）
や
宋
子
文
（
国
民
政
府
高
官
）、
宋

美
齢
（
宋
子
文
の
姉
、
孫
文
夫
人
）
ら
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
で
あ
っ
た
。
学
校
教
育
は
、
信
者
ら
の
識
字
率
の
向
上
に
も
貢
献

し
、
男
性
で
六
割
、
女
性
で
四
割
が
漢
文
で
新
約
聖
書
を
読
め
る
と
い
う
。
ま
た
、
宣
教
師
ら
は
中
国
の
学
生
を
欧
米
に
派
遣
留
学
さ

せ
、
海
外
で
教
育
を
受
け
さ
せ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

医
療
伝
道
事
業
も
拡
大
し
、
一
九
一
〇
年
で
は
病
院
総
数
が
百
七
十
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
二
〇
年
に
は
三
百
二
十
六
に
増
大
し
て

い
る
。
医
学
校
も
一
九
一
〇
年
で
は
十
五
校
で
あ
っ
た
が
、
医
学
専
門
学
校
が
六
、
医
科
を
含
む
総
合
大
学
が
十
四
に
ま
で
増
大
し
た
。

　

ま
た
、
聖
書
の
配
布
、
普
及
に
お
い
て
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
は
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
。
一
九
三
七
年
ま
で
に
、
配
布
さ
れ
た

新
旧
両
約
聖
書
お
よ
び
そ
の
抜
粋
の
合
計
は
九
百
十
三
万
百
七
十
冊
に
達
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
が
如
何
に
聖

書
を
重
視
し
た
か
を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
佐
伯
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
は
こ
れ
を
配
布
し
な
が
ら
、
公
開
の
も
と

公
明
正
大
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
が
逆
に
伝
道
が
成
功
し
な
か
っ
た
一
因
で
も
あ
り
、
ま
た
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
に
お
い
て
も
、
天
主

教
よ
り
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
方
が
多
大
な
打
撃
を
被
っ
た
原
因
で
も
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
四
億
の
人
口
に
対
し
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
信
者
は
五
十
余
万
人
に
過
ぎ
ず
、
未
だ
中
国
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
を
起
こ
し
得
な
い
で
い
る
、
と
し
て
い
る
。

　

最
後
に
佐
伯
は
、
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
（Y

M
CA

）
に
言
及
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
国
伝
道
の
歴
史
の
記
述
を
終
え
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
は
、
香
港
占
領
二
年
後
の
一
八
四
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
青
年
に

対
す
る
信
仰
の
刷
新
、
責
任
の
覚
醒
、
奉
仕
の
奨
励
な
ど
を
目
的
と
す
る
組
織
で
あ
る
。
救
世
軍
（Salvation A

rm
y

）
な
ど
と
共

に
、
欧
米
キ
リ
ス
ト
教
国
に
お
い
て
は
意
義
の
あ
る
運
動
で
あ
る
が
、
非
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
中
国
に
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
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み
、
せ
っ
か
く
発
達
し
か
け
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
勢
力
を
分
散
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
中

国
で
最
初
に
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
が
組
織
さ
れ
た
の
は
一
八
八
五
年
の
福
州
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
二
年
に
は
上
海
に
青
年
会
連
盟
の

本
部
が
設
立
さ
れ
る
。
一
九
二
二
年
、
北
京
に
て
世
界
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
の
大
会
が
開
か
れ
、
大
会
後
、
各
代
表
は
中
国
各
地
に
講

演
旅
行
に
出
か
け
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
起
き
た
の
が
、
同
年
の
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
中
国
の
よ
う
な
非
キ
リ
ス
ト
教
国
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
の
よ
う
な
社
会
活
動
は
か
え
っ
て
誤
解
を
招
き
か
ね
な

い
、
と
苦
言
を
呈
し
、
本
論
を
結
ん
で
い
る
。

　
〔
欧
州
大
戦
が
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
に
与
え
た
影
響
と
し
て
、
比
屋
根
は
、
ド
イ
ツ
系
の
教
会
が
資
金
的
理
由
で
衰
退
し
て
い
っ
た

の
に
対
し
、
国
力
を
増
し
た
ア
メ
リ
カ
の
存
在
感
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
一
九
〇
五
年
の
時
点
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

宣
教
師
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
割
合
が
四
十
五
％
と
最
大
で
、
ア
メ
リ
カ
人
は
三
十
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
に

な
る
と
形
勢
が
逆
転
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
割
合
は
十
八
％
に
減
少
、
代
わ
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
の
割
合
が
五
十
一
％
と
最
大
と
な
っ
た
。

ま
た
、
従
前
と
比
べ
、
中
国
で
の
キ
リ
ス
ト
教
事
業
そ
の
も
の
に
対
す
る
熱
意
も
冷
め
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
背

景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
自
身
が
必
ず
し
も
キ
リ
ス
ト
教
的
理
想
に
達
し
て
い
な
い
の
に
外
国
伝
道
を
す
る
立
場
に
あ
る
の
か
と
い
う

自
問
、
中
国
の
伝
統
文
明
を
理
解
す
る
に
つ
れ
キ
リ
ス
ト
教
が
絶
対
に
し
て
唯
一
の
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
自
覚
、
さ
ら
に
は

キ
リ
ス
ト
教
と
科
学
と
の
衝
突
か
ら
宗
教
に
対
す
る
懐
疑
論
的
な
考
え
の
台
頭
、
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
比
屋
根
は
終
章
に
て
、
一
九

三
五
年
に
北
京
の
朝
陽
門
外
に
嵩
貞
学
園
を
開
設
し
た
清
水
安
三
な
ど
、
日
本
人
宣
教
師
に
よ
る
中
国
で
の
布
教
活
動
を
紹
介
し
て
、

本
書
を
終
え
て
い
る
。〕

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
布
教
活
動
の
展
開
は
、
中
国
側
の
事
情
の
み
な
ら
ず
、
布
教
が
始
ま
っ
た
時
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
常
に
世
界
の
政
治
経
済
的
な
、
あ
る
い
は
思
想
史
的
な
動
向
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。



25

蘇北におけるプロテスタント宣教師の布教活動　西澤治彦

注（1
） 

佐
伯
好
郎　

一
九
四
四
～
四
九
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』（
全
四
巻
）〈
東
方
文
化
学
院
研
究
報
告
〉
春
秋
社
松
柏
館
。
第
三
巻
ま
で
の
奥
付
裏
の
頁

の
予
告
で
は
、
全
五
巻
と
な
っ
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
第
五
巻
は
実
際
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
春
秋
社
に
問
い
合
わ
せ
て
も
不
詳
で
あ
っ

た
が
、
筆
者
な
ら
び
に
京
都
大
学
図
書
館
の
調
べ
に
よ
り
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
予
告
で
は
、
第
五
巻
は
『
付
録
』
と
な
っ

て
お
り
、「
明
の
末
よ
り
中
華
民
国
の
初
ま
で
の
新
旧
基
督
教
宣
教
師
の
漢
文
著
書
の
主
な
る
も
の
を
網
羅
す
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
相
当
す
る

内
容
が
第
四
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
第
九
章
、「
新
教
宣
教
師
の
漢
文
著
書
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師

に
よ
る
漢
文
著
作
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
第
四
巻
の
書
名
は
、
予
告
で
は
「
清
時
代
の
支
那
基
督
教
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
刊
行
さ
れ
た
第
四
巻
は
、
表
紙
お
よ
び
奥
付
の
書
名
と
も
『
清
朝
基
督
教
の
研
究
』
と
な
っ
て
い
る
。
装
丁
も
第
三
巻
ま
で
統
一
さ
れ
て
い

る
黒
色
で
は
な
く
、
白
色
の
背
表
紙
と
な
っ
て
い
る
。（
所
蔵
図
書
館
〈
例
え
ば
東
洋
大
学
〉
に
よ
っ
て
は
、
傷
ん
だ
第
四
巻
を
製
本
し
直
す
際
に
、

第
三
巻
ま
で
の
装
丁
に
統
一
し
、
背
表
紙
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
『
支
那
基
督
教
の
研
究
四
』
と
し
て
い
る
の
も
あ
る
。）

 

　

ま
た
、『
支
那
基
督
教
の
研
究
』
は
、
一
九
七
九
年
に
な
っ
て
、
名
著
普
及
会
よ
り
、『
支
那
基
督
教
の
研
究
』（
全
五
巻
）
と
し
て
復
刻
版
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
復
刻
版
で
は
、
第
一
～
四
巻
が
原
著
か
ら
、
第
五
巻
が
原
著
に
は
な
か
っ
た
『
元
主
忽
必
烈
が
歐
洲
に
派
遣
し
た
る
景

教
僧
の
旅
行
誌
』
の
復
刻
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
復
刻
版
の
第
四
巻
は
、
奥
付
が
「
支
那
基
督
教
の
研
究
四
」、
表
紙
が
「
清
朝
基
督
教
の
研
究
」

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
背
表
紙
に
原
著
の
予
告
で
使
わ
れ
た
「
清
時
代
の
支
那
基
督
教
」
の
書
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
2
）
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
画
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
大
ま
か
な
区
分
と
し
て

は
、
佐
伯
が
行
っ
た
分
類
と
大
差
な
く
、
彼
の
分
析
が
極
め
て
妥
当
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
し
い
研
究
と
し
て

は
、
二
〇
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
たD

aniel Bays
のA

 N
ew

 H
istory of Christianity in China

が
あ
る
。
本
書
は
八
章
に
分
け
て
、
時
代
別
に

中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
歴
史
を
概
説
し
て
い
る
。
七
世
紀
に
遡
る
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
布
教
や
、
明
代
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布

教
活
動
を
別
と
す
る
と
、Bay

は
十
九
世
紀
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
を
、
六
つ
の
時
期
に
分
け
て
記
述
し
て
い
る
。
即
ち
、
①
一
八
〇
〇

～
一
八
六
〇
年
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活
動
の
開
始
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
再
建
、
中
国
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
誕
生
）、
②
一
八
六
〇
～
一
九
〇
二

（
王
朝
末
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
拡
大
と
教
会
制
度
の
建
設
）、
③
一
九
〇
二
～
一
九
二
七
（
布
教
活
動
の
「
黄
金
期
」
と
「
在
華
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
体
制
化
」）、
④
一
九
二
七
～
一
九
五
〇
（
中
国
キ
リ
ス
ト
教
の
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
）、
⑤
一
九
五
〇
～
一
九
六
六
（
新
中
国
の
成
立
と
キ
リ
ス

ト
教
）、
⑥
一
九
六
六
～
現
在
（
文
革
終
了
後
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
か
ら
現
在
ま

で
は
佐
伯
の
研
究
対
象
（
一
九
三
〇
年
代
ま
で
）
以
降
と
な
る
た
め
、
④
⑤
⑥
を
除
外
す
る
と
、
三
つ
の
画
期
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
三
〇
年

代
ま
で
の
時
期
を
三
つ
の
画
期
に
分
け
た
点
は
、
佐
伯
の
分
類
と
一
致
す
る
う
え
、
そ
の
画
期
を
、
天
津
条
約
が
結
ば
れ
る
一
八
六
〇
年
と
、
義
和
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団
事
件
が
起
き
た
一
九
〇
〇
年
（
前
後
）
と
し
て
い
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
は
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
へ
の
言
及
は
あ
る
が
、
ア
ブ
サ

ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
へ
の
言
及
は
な
い
。

 

　

な
お
、D

aniel Bays

に
は
、
一
九
九
六
年
に
編
集
し
たChristianity in China: From

 the E
ighteenth Century to the Present

が
あ
る
。

本
書
は
「
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
」
を
巡
る
共
同
研
究
の
成
果
を
活
字
に
し
た
論
文
集
で
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
も
っ
て
「
消

滅
」
し
た
か
に
見
え
た
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
が
、
社
会
主
義
改
造
の
試
練
を
経
て
改
革
開
放
の
進
展
す
る
現
在
に
お
い
て
「
復
活
」
し
て
い

る
現
状
を
、
歴
史
も
含
め
多
方
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
「
復

活
」、
及
び
急
速
な
「
増
加
」
の
理
由
を
、Bay

は
キ
リ
ス
ト
教
が
真
に
中
国
化
し
た
結
果
で
あ
り
、
海
外
の
影
響
と
い
う
よ
り
は
、
中
国
人
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
存
在
そ
の
も
の
が
「
核
」
と
な
っ
て
い
た
、
と
の
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

（
3
）
内
地
会
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
設
立
は
一
八
六
五
年
の
よ
う
で
あ
る
。
テ
ー
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
参
考
ま
で
にRalph R. Covell

の
評
伝
を
以
下
に
紹
介

し
た
い
。

 

　

Jam
es H

udson T
aylor

（
一
八
三
二
～
一
九
〇
五
）
は
、
一
八
三
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
で
生
ま
れ
た
。
十
七
歳
の
時
に
、
中
国

に
赴
き
な
さ
い
と
い
う
神
の
思
し
召
し
を
感
じ
、
準
備
の
た
め
に
中
国
に
関
す
る
書
物
を
読
み
あ
さ
っ
た
。
最
初
の
中
国
で
の
奉
仕
は
、
一
八
五
三

～
一
八
六
〇
年
の
七
年
間
で
、Chinese Evangelization Society

の
も
と
で
東
南
中
国
に
滞
在
し
た
。
こ
の
間
、
一
八
五
八
年
に
寧
波
でM

aria 
D

yer

と
結
婚
。
健
康
上
の
理
由
か
ら
一
八
六
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
た
が
、
彼
は
未
だ
宣
教
師
が
入
っ
て
い
な
い
中
国
内
陸
部
の
中
国
人
の
こ
と

を
気
に
か
け
て
い
た
。
そ
れ
を
実
現
す
べ
く
、
限
ら
れ
た
資
金
な
が
ら
大
き
な
信
念
を
も
っ
て
、
一
八
六
五
年
にChina Inland M

sssion

を
設
立

し
た
。
当
初
は
二
十
二
名
の
宣
教
師
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
組
織
と
数
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
き
、
テ
ー
ラ
ー
が
亡
く
な
る
一
九
〇
五
年
ま
で
に
は
、

China Inland M
sssion

は
国
際
的
な
組
織
と
な
り
、
宣
教
師
は
八
百
二
十
五
人
と
な
り
、
中
国
全
て
の
十
八
省
に
行
き
渡
っ
た
。
拠
点
も
三
百
を

数
え
、
五
百
人
以
上
の
中
国
人
助
手
を
か
か
え
、
二
万
五
千
人
の
改
宗
者
が
い
た
。
テ
ー
ラ
ー
の
哲
学
は
、
神
の
み
に
従
属
し
、
保
障
さ
れ
た
給
与

に
頼
ら
な
い
こ
と
、
中
国
人
の
生
活
様
式
に
密
着
す
る
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
中
国
に
行
政
の
基
礎
を
置
く
こ
と
、
福
音
書
の
教
え
に
そ
い
、

無
教
派
で
あ
る
こ
と
、
可
能
な
限
り
広
範
囲
に
福
音
を
届
け
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
女
性
一
人
で
も
中
国
奥
地
に
派
遣
す
る
こ
と

を
奨
励
し
、
他
の
教
団
か
ら
批
判
を
浴
び
た
。
テ
ー
ラ
ー
は
組
織
維
持
の
た
め
、
中
国
内
外
を
飛
び
回
り
、
新
た
な
宣
教
師
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
ま

わ
っ
た
。
彼
は
、
一
八
七
七
年
と
一
八
九
〇
年
にGeneral M

issionary Conferences

を
上
海
で
開
催
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
一
九

〇
一
年
に
組
織
の
管
理
か
ら
リ
タ
イ
ア
し
、
一
九
〇
五
年
に
湖
南
の
長
沙
で
な
く
な
り
、
江
蘇
省
の
鎮
江
に
埋
葬
さ
れ
た
（Ralph R. Covell

著

'Jam
es H

udson T
aylor' Biographical D

ictionary of Chinese Christianity, http://w
w

w
.bdcconline.net/en/stories/

よ
り
）。
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3　

蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
布
教
活
動

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡

　

中
国
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ら
の
布
教
活
動
の
歴
史
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
で
、
以
下
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト

リ
ッ
カ
ー
の
蘇
北
で
の
活
動
を
こ
う
し
た
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝

を
も
と
に
、
年
譜
を
整
理
す
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
一
八
五
二
年
、
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
に
て
生
ま
れ
る
。
そ
の
後
、
宣
教
師
を
志

し
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
年
譜
は
中
国
に
渡
っ
て
以
降
か
ら
開
始
す
る
。
な
お
、
見
や
す
い
よ
う
に
、
十
年
単
位
で

区
切
る
こ
と
に
す
る
。

〔
一
八
八
〇
年
代
〕

一
八
八
〇
年
七
月　

Caroline M
aud Stulting

（
一
八
五
七
年
生
）
と
結
婚

一
八
八
〇
年
八
月　

二
十
八
歳
の
時
、
中
国
に
向
け
出
発
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
乗
船
し
横
浜
へ
。
こ
こ
で
船
を
乗
り
換
え
て
長

崎
経
由
で
上
海
に
到
着
。
数
日
後
、
杭
州
へ
移
動
し
、
南
方
方
言
を
覚
え
る
。

一
八
八
一
年
六
月　

上
海
へ
移
動
。
七
月
、
長
男
エ
ド
ガ
ー
、
上
海
で
生
ま
れ
る
。
人
員
の
移
動
に
と
も
な
い
蘇
州
へ
転
勤
。
年
会
に

参
加
す
る
た
め
杭
州
へ
行
く
。

　
　

九
月
、
蘇
州
に
戻
る
も
発
熱
し
、
意
識
不
明
に
な
り
、
治
療
の
た
め
上
海
へ
。
回
復
後
、
蘇
州
に
戻
る
。

一
八
八
三
年　

南
京
に
新
し
い
拠
点
を
作
る
た
め
人
事
異
動
が
あ
り
、
杭
州
に
転
勤
。
十
二
月
、
長
女
フ
ラ
ン
シ
ス
、
杭
州
で
生
ま
れ

る
。
中
国
人
協
力
者M

r Y
u

を
得
る
。
夫
婦
で
マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
ん
だ
た
め
、
夏
の
間
、
避
暑
の
た
め
長
崎
へ
移
動
。
上
海
に
戻



28

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 2 号

る
船
上
で
長
女
フ
ラ
ン
シ
ス
病
死
、
上
海
に
埋
葬
。
杭
州
へ
。
再
度
、
マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
み
、
季
候
の
よ
い
北
中
国
に
行
く
こ
と
を

許
さ
れ
る
。

一
八
八
四
年
十
二
月　

山
東
の
芝
罘
（
烟
台
）
へ
。
北
方
語
を
学
ぶ
。

　
　

各
地
の
拠
点
を
訪
問
、
済
南
府
へ
旅
行
（
ロ
バ
で
十
二
日
か
か
る
）
青
州
府
（
益
都
）、
登
州
府
（
蓬
莱
）
経
由
で
芝
罘
へ
戻
る
。

避
暑
用
に
芝
罘
で
部
屋
を
借
り
、
結
核
に
感
染
し
た
妻
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
帰
国
勧
告
を
無
視
し
、
夏
の
間
、
涼
し
い
芝
罘
で
療
養
す

る
。
こ
の
頃
、
王
阿
媽
（
乳
母
）
を
雇
い
、
以
後
、
家
族
の
一
員
と
な
る
。
一
八
八
六
年
五
月
、
次
女
エ
デ
ィ
ス
、
芝
罘
で
生
ま
れ

る
。
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
華
北
に
残
る
こ
と
を
希
望
。

一
八
八
六
年　

鎮
江
へ
移
動
。
鎮
江
に
つ
く
な
り
、
二
回
、
蘇
北
訪
問
（
二
回
目
は
徐
州
ま
で
行
く
）。
冬
に
再
び
、Rev.W

oods

（Rev.

は
聖
職
者
に
つ
け
る
尊
称
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
敬
意
を
払
っ
て
い
る
牧
師
にRev.

と
つ
け
、
他
はM

r.

と
し
て
い
る
）
牧
師

と
と
も
に
清
江
浦
ま
で
行
き
、
清
江
浦
が
拠
点
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
判
断
、
二
階
建
て
の
煉
瓦
造
り
の
家
を
借
り
、
引
っ
越
し
の

準
備
を
す
る
。Rev.W

oods

は
委
員
会
に
清
江
浦
へ
の
移
転
を
要
請
。

一
八
八
七
年
秋

　
　

Rev.W
oods

家
族
と
と
も
に
、
家
族
で
清
江
浦
へ
移
動
す
る
。
周
囲
数
百
マ
イ
ル
に
わ
た
り
、
未
開
拓
の
土
地
に
興
奮
。
県
城

や
鎮
を
調
べ
、
目
標
は
す
べ
て
の
県
城
に
教
会
を
、
す
べ
て
の
鎮
に
チ
ャ
ペ
ル
を
建
設
す
る
こ
と
と
設
定
。
周
り
の
中
国
人
に
珍
し

が
ら
れ
、
訪
問
者
絶
え
ず
。

一
八
八
八
年
春

　
　

従
来
の
よ
う
に
定
期
的
な
江
蘇
省
の
北
部
、
と
り
わ
け
徐
州
府
訪
問
を
す
る
。Rev.W

oods

も
大
運
河
で
十
マ
イ
ル
南
の
淮
安

府
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
る
。

（
注
　
）

 1
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一
九
八
九
年
八
月
、
次
男
の
ア
ー
サ
ー
、
清
江
浦
で
生
ま
れ
る
。

〔
一
八
九
〇
年
代
〕

一
八
九
〇
年
夏　

次
男
の
ア
ー
サ
ー
病
死
。
彼
の
妹
の
側
に
埋
葬
す
べ
く
妻
の
提
案
で
上
海
へ
。
そ
こ
で
、
次
女
エ
デ
ィ
ス
も
コ
レ
ラ

に
感
染
し
死
亡
、
一
緒
に
埋
葬
。

　
　

当
時
、
宣
教
師
は
十
年
に
一
度
、
一
年
の
休
暇
が
と
れ
た
。
当
初
は
関
心
が
な
か
っ
た
が
、
二
人
の
子
供
を
亡
く
し
、
妻
は
ア
メ

リ
カ
へ
の
帰
国
を
熱
望
、
一
時
帰
国
す
る
こ
と
に
。

一
八
九
一
年
十
月　

上
海
を
出
発
、
船
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
。
途
中
、
ネ
パ
ー
ル
、
中
東
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
（
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
母
親

の
出
身
地
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
妻
の
両
親
の
出
身
地
）
な
ど
を
ま
わ
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
家
へ
帰

る
。
両
親
も
健
在
、
十
年
の
中
国
生
活
で
疲
労
困
憊
し
、
十
分
に
休
養
を
と
る
こ
と
に
。

一
八
九
二
年
六
月　

パ
ー
ル
が
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
で
生
ま
れ
る
。
彼
女
が
長
旅
に
耐
え
ら
れ
る
ま
で
数
ヶ
月
待
つ
意
味
も
あ
り
、

　

教
会
を
訪
ね
歩
き
、
中
国
の
状
況
を
話
し
た
。

一
八
九
二
年
十
一
月　

　
　

自
宅
出
発
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
乗
船
、
横
浜
へ
。
初
め
て
地
震
を
体
験
す
る
。
住
民
は
驚
き
も
し
て
い
な
い
。
上
海
着
。

新
し
い
赴
任
地
が
決
ま
る
ま
で
、
鎮
江
に
滞
在
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
、
清
江
浦
を
訪
ね
て
み
て
、
そ
こ
に
戻
る
こ
と
に
。

一
八
九
三
年
春
、
宿
遷
で
拠
点
を
開
設
。
適
当
な
家
を
探
す
こ
と
が
で
き
ず
、
二
年
間
、
何
度
も
通
っ
て
は
長
期
滞
在
し
た
。
そ
の

後
、
二
軒
の
宿
を
借
り
、
一
軒
に
家
族
が
住
ん
だ
。
一
八
九
四
年
九
月
、
ク
ラ
イ
ド
、
こ
の
家
で
生
ま
れ
る
。
妻
は
、
十
代
の
エ
ド

ガ
ー
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
パ
ー
ル
、
乳
幼
児
の
ク
ラ
イ
ド
の
三
人
の
子
供
の
世
話
を
、
土
壁
に
草
葺
き
屋
根
の
家
で
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
か
っ
た
。

一
八
九
六
年
春　

鎮
江
の
拠
点
も
無
人
と
な
り
、
清
江
浦
の
家
も
ほ
か
の
宣
教
師
が
住
ん
で
い
た
の
で
、
鎮
江
に
転
任
す
る
こ
と
に
。

再
び
、
家
財
道
具
を
船
に
、
鎮
江
へ
移
動
。
鎮
江
に
戻
っ
た
直
後
、
宣
教
師
は
鎮
江
に
は
自
分
ら
し
か
い
な
か
っ
た
。
丘
の
上
の
バ

ン
ガ
ロ
ー
は
住
人
が
移
っ
て
い
た
の
で
一
時
、
そ
こ
に
移
動
。
住
人
が
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
市
街
地
に
小
さ
な
部
屋
を
借
り
て
移

動
。
鎮
江
で
教
室
を
開
設
す
る
ほ
か
、
鎮
江
の
領
域
で
も
、
各
鎮
に
伝
道
の
支
局
を
開
設
。
年
に
二
回
は
（
江
蘇
省
北
部
の
）
都
市

や
鎮
を
回
る
よ
う
に
し
た
。

一
八
九
九
年
一
月　

ク
ラ
イ
ド
、
ジ
フ
テ
リ
ア
で
死
亡
、
鎮
江
に
埋
葬
。

一
八
九
九
年
五
月　

グ
レ
ー
ス
、
鎮
江
で
生
ま
れ
る
。
こ
の
時
、
長
男
エ
ド
ガ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
、
パ
ー
ル
は
七
歳
、
七

人
の
子
供
の
う
ち
、
三
人
の
み
生
き
残
っ
た
。

〔
一
九
〇
〇
年
代
〕

一
九
〇
〇
年　

義
和
団
事
件
勃
発
。
大
型
の
竜
巻
の
如
く
、
全
国
を
席
巻
、
国
籍
を
問
わ
ず
外
国
人
を
排
斥
。
宣
教
師
ら
、
上
海
に
避

難
。
上
海
で
は
組
織
は
無
秩
序
化
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
一
人
が
鎮
江
に
残
り
、
家
族
は
上
海
へ
避
難
す
る
も
、
数
週
間
で
鎮
江
に
戻
る
。

一
九
〇
〇
年
秋　

嵐
が
去
り
、
奥
地
を
除
き
、
従
来
の
秩
序
を
回
復
。

一
九
〇
一
年
夏　

二
度
目
の
休
暇
、
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
船
で
帰
国
。Lee U

niv.

で
学
ぶ
息
子
エ
ド
ガ
ー
と
再
会
。

一
九
〇
二
年
七
月　

カ
ナ
ダ
経
由
で
中
国
へ
。
鎮
江
に
戻
る
。

一
九
〇
三
年　

徐
州
府
で
年
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、M

r.Bear
と
徐
州
府
へ
向
か
う
。
途
中
、
清
江
浦
で
発
熱
、
自
分
は
そ

の
ま
ま
清
江
浦
に
残
り
、M

r.Bear

が
一
人
で
徐
州
府
へ
行
く
も
、
そ
こ
で
彼
が
病
死
。
再
び
、
拠
点
（
鎮
江
）
で
唯
一
の
外
国
人
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宣
教
師
と
な
っ
て
し
ま
う
。

一
九
〇
四
年　

南
京
に
「
南
京
神
学
校
」（U

nion T
heological Sem

inary

）
開
設
。

　
　

宣
教
師
ら
は
当
初
、
暑
い
夏
の
過
ご
し
方
に
は
注
意
を
払
わ
ず
、
多
く
は
拠
点
に
留
ま
っ
た
。
上
海
の
ホ
ー
ム
に
行
く
こ
と
も
で

き
た
が
、
夏
は
暑
か
っ
た
。
鎮
江
の
夏
は
ま
あ
ま
あ
だ
っ
た
。
日
本
に
は
避
暑
に
い
い
場
所
が
あ
っ
た
が
、
お
金
が
か
か
っ
た
。
そ

こ
で
中
国
内
で
病
人
の
た
め
の
避
暑
の
場
所
が
求
め
ら
れ
た
。
最
初
の
場
所
は
、
江
西
省
の
廬
山
の
頂
上
に
あ
る
牯
嶺
で
、
九
江
か

ら
南
に
十
五
マ
イ
ル
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
当
時
、
こ
の
場
所
を
利
用
す
る
人
は
殆
ど
い
な
か
っ
た
。
一
九
〇
一

～
二
の
間
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
は
こ
こ
に
小
さ
な
石
造
り
の
家
を
建
て
て
夏
の
間
を
過
ご
し
た
が
、
一
家
は
こ
れ
を
最
初
に
や
っ
た

家
族
の
中
の
一
つ
だ
っ
た
。
や
が
て
チ
ャ
ペ
ル
や
病
院
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
中
国
の
他
の
土
地
や
（
李
氏
）
朝
鮮
や
日
本
で

も
同
様
の
場
所
が
確
保
さ
れ
た
。

〔
一
九
一
〇
年
代
〕

一
九
一
〇
年
六
月　

三
回
目
の
休
暇　

北
京
へ
出
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
。
パ
ー
ル
十
八
歳
、
グ
レ
ー
ス
十
一
歳
だ
っ

た
。
パ
ー
ル
、Randolph M

acon W
om

en ,s College
に
入
学
。

一
九
一
一
年
三
月　

中
国
へ
出
発
。

一
九
一
一
年
春　

鎮
江
に
戻
っ
て
ま
も
な
く
、
清
朝
崩
壊
（
辛
亥
革
命
勃
発
）。
国
内
、
混
乱
に
。
宣
教
師
ら
、
安
全
の
た
め
に
上
海

に
避
難
す
る
。
そ
こ
で
、
あ
ま
っ
た
時
間
を
語
学
研
修
に
当
て
る
こ
と
に
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
、
上
海
か
ら
鎮
江
に
戻
り
、
生
涯
で
初
め

て
家
を
建
て
る
。
そ
の
後
、
こ
の
家
に
最
も
長
く
住
む
こ
と
に
。
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一
九
一
四
年
冬　

パ
ー
ル
、
大
学
を
卒
業
し
、
教
師
へ
の
夢
を
捨
て
、
母
の
看
病
の
為
に
中
国
へ
戻
る
。

一
九
一
五
年
夏　

妻
、
熱
帯
性
鷲
口
瘡
に
感
染
、
船
酔
い
を
恐
れ
、
帰
国
せ
ず
、
冬
ま
で
廬
山
で
療
養
。
翌
年
の
夏
も
そ
こ
で
療
養
。

パ
ー
ル
と
グ
レ
イ
ス
、
廬
山
に
行
き
、
家
を
増
築
し
、
看
病
に
あ
た
る
。
翌
年
の
夏
、
パ
ー
ル
、
牯
嶺
に
て
北
長
老
教
会
宣
教
団
か

ら
農
業
宣
教
師
と
し
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
と
知
り
合
う
。

一
九
一
七
年　

パ
ー
ル
、
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
と
結
婚
、
夫
の
派
遣
先
で
あ
っ
た
宿
州
へ
転
居
。
グ
レ
ー
ス
は
上
海
の
ア
メ
リ
カ
ン

ス
ク
ー
ル
へ
。

一
九
一
八
年
夏　

船
酔
い
を
嫌
う
妻
一
人
を
鎮
江
に
残
し
、
卒
業
し
た
グ
レ
ー
ス
と
二
人
で
ア
メ
リ
カ
へ
、
四
度
目
の
休
暇
。
サ
ウ
ス

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
に
い
る
長
男
と
再
会
、
グ
レ
ー
ス
を
テ
ネ
シ
ー
の　

M
aryvill College

に
入
学
さ
せ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
二
ヶ
月

の
み
滞
在
、
中
国
も
四
ヶ
月
離
れ
た
だ
け
。

一
九
一
八
年
暮
れ
～
一
九
一
九
年
始
め　

中
国
に
戻
る
。
鎮
江
に
戻
る
と
、
電
気
が
通
じ
る
よ
う
に
な
り
、
ラ
ン
プ
生
活
か
ら
一
気
に

便
利
に
。
夏
、
妻
の
病
状
悪
化
、
廬
山
で
療
養
、
秋
に
鎮
江
に
連
れ
戻
す
。

〔
一
九
二
〇
年
代
〕

一
九
二
一
年
十
月
、
妻
病
死
。
そ
の
数
週
間
前
、
グ
レ
ー
ス
、
母
の
看
病
の
た
め
に
大
学
を
三
年
で
卒
業
、
宣
教
師
と
し
て
中
国
に
戻

り
、
看
病
。

　
　

グ
レ
ー
ス
と
共
に
鎮
江
の
家
に
残
り
、
布
教
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
。

一
九
二
二
年
春　

パ
ー
ル
が
南
京
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
強
く
同
居
を
求
め
て
き
た
の
で
移
動
。
し
か
し
、
鎮
江
拠
点
と
の
関
係
は
維

持
し
、
南
京
か
ら
か
よ
う
よ
う
に
し
た
。
グ
レ
ー
ス
は
蘇
州
の
女
学
校
に
教
師
と
し
て
移
動
。
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一
九
二
二
年
秋
、
重
病
に
か
か
り
、
南
京
へ
戻
る
。
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
の
仲
間
な
し
で
、
中
国
を
数
千
マ
イ
ル
旅
し
て
き
た
が
、
こ

の
よ
う
な
病
気
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
九
二
三
年　

南
京
に
て
パ
ー
ル
と
同
居
し
な
が
ら
、
自
伝
を
執
筆
。

〔
一
九
三
〇
年
代
〕

一
九
三
一
年　

療
養
先
の
江
西
に
て
七
十
九
歳
で
亡
く
な
る
。

　
【
図
表
1
】
は
中
国
に
お
け
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
居
住
地
と
家
族
の
動
向
、
布
教
活
動
、
及
び
事
件
な
ど
を
年
譜
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
蘇
北
の
淮
陰
や
宿
遷
に
居
を
構
え
て
布
教
活
動
を
行
っ
た
の
は
、
中
国
に
渡
っ
て
わ
ず
か
七
年
後

の
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
の
地
で
の
活
動
は
、
彼
の
半
世
紀
に
も
及
ぶ
布
教
活
動
の
う
ち
、
前
半
の
十
年
足
ら
ず
に
過
ぎ
ず
、

大
半
は
鎮
江
を
拠
点
に
し
た
こ
と
が
、
改
め
て
明
示
さ
れ
る
。

　
【
図
表
2
】
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
居
住
し
た
場
所
を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
名
は
清
末
当
時
の
も
の
で
、（　

）
内
が
現
在

の
地
名
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
宣
教
師
ら
の
移
動
の
手
段
が
、
水
運
に
頼
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
例
え
ば
、
上
海
か
ら
烟
台
へ
は
汽
船
で
あ
る
し
、
杭
州
─
鎮
江
間
や
揚
州
か
ら
蘇
北
へ
は
大
運
河
、
江
西
省
の
九
江
へ
は

長
江
の
水
運
を
利
用
し
て
い
た
。
辛
亥
革
命
前
夜
の
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
に
は
、
京
滬
鉄
道
が
開
通
し
た
た
め
、
以
降
は
鉄
道
で
の
移

動
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
が
、
大
運
河
か
ら
は
離
れ
た
淮
北
平
原
の
宿
州
に
赴
任
し
た
の
も
、
鉄
道
が
完
成
し
た
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居住地
80

1880 1890 1900 1910 1920 1930

84 86 87 9291 94 96 02 10-11 18 22

上
海
上
陸
、
杭
州
へ

家族
80

結
婚

81

長
男（
エ
ド
ガ
ー
）生

83

長
女
生
・
死

86

次
女
生

王
阿
媽
雇
う

89

次
男
生

90

次
男
・
次
女
死

92

三
女（
パ
ー
ル
）生

94

三
男
生

99

三
男
死
・
四
女（
グ
レ
ー
ス
）生

エ
ド
ガ
ー
米
大
学
へ

10

パ
ー
ル
米
大
学
入
学

14

パ
ー
ル
中
国
に
戻
る

17

パ
ー
ル
結
婚
　
宿
州
へ

18

グ
レ
ー
ス
米
大
学
へ

21

グ
レ
ー
ス
中
国
へ

22

パ
ー
ル
南
京
へ
／
妻
病
死

布教
87

CR

寄
稿

89

漢
語
テ
キ
ス
ト
出
版

99

南
長
老
教
会
宣
教
団

二
分
さ
れ
る

03

徐
州
年
会
／CR
寄
稿

回
民
助
手
を
得
る

04

南
京
神
学
校
開
設

08
CR

寄
稿

09 10

聖
書
官
話
訳
委
員
に

CR

寄
稿

21

彼
へ
の
反
感
強
ま
る

22

通
信
伝
道
部
長
に

23

自
伝
執
筆

26

CR

寄
稿

28

CR

寄
稿

29

CR

寄
稿

事件
〈
留
守
中
一
家
殺
害
さ
れ
そ
う
に
な
る
〉

〈
ボ
ー
ト
か
ら
落
と
さ
れ
る
〉

〈
寝
込
み
を
襲
わ
れ
る
〉

日
清
戦
争

〈
暴
徒
に
カ
ー
ト
ご
と
襲
わ
れ
る
〉

義
和
団
事
件

〈
暴
行
を
受
け
る
　
上
海
へ
避
難
〉

安
徽
・
江
蘇
飢
饉

辛
亥
革
命

京
滬
線
開
通

〈
上
海
へ
避
難
〉

〈
旅
の
途
中
で
瀕
死
の
状
態
に
〉

1876-8 90 94-5 00 05 11 22

北
伐
軍
南
京
入
城

〈
一
家
殺
害
さ
れ
そ
う
に
〉

27

山
東
・
直
隷
飢
饉

蘇
州

上
海

杭
州
芝
罘

鎮
江
清
江
浦

一
時
帰
国

（2）

清
江
浦

宿
遷

鎮
江

一
時
帰
国

（1） （3）

鎮
江

廬
山
避
暑

一
時
帰
国

（4）

鎮
江

一
時
帰
国

鎮
江

南
京

31

廬
山
に
て
没

31

パ
ー
ル
『
大
地
』
出
版

31

長
江
大
洪
水
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【図表 1】　中国におけるアブサラムの住居地と布教活動

居住地
80

1880 1890 1900 1910 1920 1930

84 86 87 9291 94 96 02 10-11 18 22

上
海
上
陸
、
杭
州
へ

家族
80

結
婚

81

長
男（
エ
ド
ガ
ー
）生

83

長
女
生
・
死

86

次
女
生

王
阿
媽
雇
う

89

次
男
生

90

次
男
・
次
女
死

92

三
女（
パ
ー
ル
）生

94

三
男
生

99

三
男
死
・
四
女（
グ
レ
ー
ス
）生

エ
ド
ガ
ー
米
大
学
へ

10

パ
ー
ル
米
大
学
入
学

14

パ
ー
ル
中
国
に
戻
る

17

パ
ー
ル
結
婚
　
宿
州
へ

18

グ
レ
ー
ス
米
大
学
へ

21

グ
レ
ー
ス
中
国
へ

22

パ
ー
ル
南
京
へ
／
妻
病
死

布教
87

CR

寄
稿

89

漢
語
テ
キ
ス
ト
出
版

99

南
長
老
教
会
宣
教
団

二
分
さ
れ
る

03

徐
州
年
会
／CR

寄
稿

回
民
助
手
を
得
る

04

南
京
神
学
校
開
設

08

CR

寄
稿

09 10

聖
書
官
話
訳
委
員
に

CR

寄
稿

21

彼
へ
の
反
感
強
ま
る

22

通
信
伝
道
部
長
に

23

自
伝
執
筆

26

CR

寄
稿

28

CR

寄
稿

29

CR

寄
稿

事件
〈
留
守
中
一
家
殺
害
さ
れ
そ
う
に
な
る
〉

〈
ボ
ー
ト
か
ら
落
と
さ
れ
る
〉

〈
寝
込
み
を
襲
わ
れ
る
〉

日
清
戦
争

〈
暴
徒
に
カ
ー
ト
ご
と
襲
わ
れ
る
〉

義
和
団
事
件

〈
暴
行
を
受
け
る
　
上
海
へ
避
難
〉

安
徽
・
江
蘇
飢
饉

辛
亥
革
命

京
滬
線
開
通

〈
上
海
へ
避
難
〉

〈
旅
の
途
中
で
瀕
死
の
状
態
に
〉

1876-8 90 94-5 00 05 11 22

北
伐
軍
南
京
入
城

〈
一
家
殺
害
さ
れ
そ
う
に
〉

27

山
東
・
直
隷
飢
饉

蘇
州

上
海

杭
州
芝
罘

鎮
江
清
江
浦

一
時
帰
国

（2）

清
江
浦

宿
遷

鎮
江

一
時
帰
国

（1） （3）

鎮
江

廬
山
避
暑

一
時
帰
国

（4）

鎮
江

一
時
帰
国

鎮
江

南
京

31

廬
山
に
て
没

31

パ
ー
ル
『
大
地
』
出
版

31

長
江
大
洪
水



36

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 2 号

黄河黄河

淮河

大運河（北京～杭州）
京滬鉄道（北京～上海）

天津

青州府
（益都）済南府

北京

芝罘
（烟台）

山東省

徐州
官湖

宿遷

揚州

安徽省

長江
九江

牯嶺

南京 鎮江
蘇州 上海

廬山

江西省

杭州
紹興

新江省

天津

青州府
（益都）済南府

北京

登州（蓬莱）

芝罘
（烟台）

山東省

徐州
官湖

洪澤湖洪澤湖

宿遷

清江浦
　（淮陰）
清江浦
　（淮陰）

揚州

宿州

安徽省

長江
九江

牯嶺

南京 鎮江
蘇州 上海

廬山

江西省

杭州
紹興

浙江省

【図表 2】　アブサラムの居住した場所
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結
果
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
場
合
、
淮
陰
や
宿
遷
と
い
っ
た
拠
点
か
ら
は
、
ロ
バ
に
カ
ー
ト
を
引
か
せ
て
徒
歩
で

農
村
部
の
鎮
を
回
っ
た
。
鎮
江
に
移
動
し
て
か
ら
は
、
江
南
の
ク
リ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
船
で
移
動
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
布
教
活
動

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
で
の
年
譜
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
、
続
い
て
彼
の
布
教
活
動
の
側
面
を
み
て
い
き

た
い
。
こ
の
分
野
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、Jost O

liver Zetzsche

のA
bsalom

 Sydenstricker

（1852-1931

）: a ruling 

m
inority of one

が
あ
る
。
以
下
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
や
彼
がT

he Chinese R
ecorders

に
寄
稿
し
た
文
章
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ

ク
に
よ
る
両
親
の
伝
記
、
お
よ
びZetzschea

ら
の
先
行
研
究
を
も
と
に
、
彼
の
蘇
北
で
の
布
教
活
動
を
よ
り
大
き
な
布
教
の
歴
史
の

中
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
意
味
す
る
も
の
を
み
て
い
き
た
い
。

前
史
─
中
国
入
国
ま
で
　
一
八
五
二
〜
一
八
八
〇
　
一
〜
二
十
八
歳

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
や
伝
記
だ
け
を
読
む
と
、
情
熱
的
な
一
宣
教
師
の
壮
絶
な
人
生
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
浮
か
ば
な
い
が
、
佐

伯
に
よ
る
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
特
徴
や
、
清
末
以
降
に
お
け
る
布
教
活
動
の
歴
史
を
読
む
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
生
き
た
時
代
の
空
気

が
よ
く
理
解
で
き
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
が
勝
手
に
各
地
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
状
況
、
聖
書
の
重
視
と
そ
の
漢
訳
を
め
ぐ

る
軋
轢
、
内
地
会
の
影
響
力
、
義
和
団
事
件
と
そ
の
後
の
布
教
活
動
の
展
開
な
ど
は
、
ま
さ
に
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
な
ど
が
伝
え
る
通

り
で
あ
る
。
従
来
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
と
っ
た
「
個
人
主
義
的
」
な
行
動
は
、
彼
の
強
烈
な
使
命
感
と
個
性
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
と

さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
、
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
。

　

年
若
い
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
中
国
で
の
布
教
を
思
い
立
ち
、
教
団
組
織
に
よ
っ
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
が
現
実
の
も
の
に
な
る
の
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も
、
佐
伯
が
指
摘
し
た
通
り
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
但
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
場
合
は
、
単
な
る
思
い
つ
き
で
中
国
に
渡
っ
た
の
で
は

な
く
、
神
学
を
学
ぶ
な
ど
周
到
な
準
備
と
、
宣
教
師
と
し
て
の
高
い
自
覚
を
持
っ
て
い
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
書
き
出
し
に
お
い
て
、
若
い
時
に
、
自
分
は
中
国
に
行
っ
て
福
音
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
神

の
召
命
を
感
じ
た
と
告
白
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
に
は
、
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
家
庭
環
境
の
中
で
育
っ
た
こ
と
も
大

き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
一
家
は
、
祖
父
母
の
代
の
時
に
、
宗
教
的
な
迫
害
を
逃
れ
て
ド
イ
ツ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

Grrnbrier County
（
現
在
のW

est V
irginia

）
に
落
ち
着
い
た
。
子
供
の
こ
ろ
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
地
元
の
サ
ン
デ
ー
・
ス
ク
ー

ル
に
通
い
、
ド
イ
ツ
語
し
か
話
せ
な
い
祖
母
が
毎
晩
、
ド
イ
ツ
語
の
聖
書
を
読
み
、
跪
い
て
お
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
。

成
長
す
る
に
従
い
、
彼
は
宣
教
師
に
な
る
決
意
を
か
た
め
、
そ
の
た
め
の
準
備
を
し
て
い
く
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る

W
ashington

お
よ
びLee U

niversity

を
卒
業
し
た
あ
と
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
あ
るU

nion T
heological Sem

inary

に
進
ん
で

神
学
を
学
び
、
一
八
八
〇
年
、
二
十
七
歳
の
時
に
修
了
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
若
い
こ
ろ
の
神
の
召
命
が
蘇
り
、
宣
教
師
と
し
て
中
国

に
渡
る
決
意
を
新
た
に
す
る
。

　

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
に
よ
る
父
の
伝
記
に
は
、
父
が
若
い
頃
を
回
顧
し
て
、
十
六
歳
の
時
に
、
一
家
で
中
国
帰
り
の
宣
教
師
の
話
を
聞

き
に
行
っ
た
際
に
、
彼
か
彼
の
兄
弟
が
中
国
に
行
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
さ
れ
た
と
い
う
。
彼
は
恐
れ
お
の
の
い
た
が
、
葛
藤

の
末
、
自
分
が
行
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
こ
と
を
、
娘
に
告
白
し
て
い
る
。

　

Zetzschea

に
よ
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
一
家
は
決
し
て
裕
福
で
は
な
か
っ
た
が
、
極
め
て
南
部
的
な
文
化
に
根
ざ
し
て
お
り
、
二

人
の
奴
隷
を
も
ち
、
六
人
の
兄
弟
の
う
ち
四
人
は
ア
メ
リ
カ
南
部
連
合
軍
に
参
加
し
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
自
身
も
、
北
軍
や
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
に
対
し
て
反
感
を
抱
い
て
い
た
。
従
っ
て
、
彼
が
後
に
南
長
老
教
会
に
加
わ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
南
長
老
教
会
が
ア
ブ
サ
ラ
ム
を
中
国
に
派
遣
す
る
と
決
定
し
た
の
が
一
八
七
九
年
の
こ
と
で
、
そ
の
決
定
後
に
、
彼
は
中
国
行

（
注
　
）

 2
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き
を
両
親
に
告
げ
る
。
四
人
の
子
供
が
兵
士
に
な
っ
て
い
る
両
親
に
、
遠
い
中
国
へ
行
く
こ
と
は
さ
す
が
に
口
に
し
に
く
か
っ
た
。
母

の
、
妻
を
娶
る
な
ら
ば
、
と
い
う
条
件
を
満
た
す
た
め
、
急
遽
、
オ
ラ
ン
ダ
系
の
移
民
の
娘
で
あ
り
、
同
じ
く
海
外
伝
道
に
関
心
の

あ
っ
たCaroline M

aud Stulting

と
一
八
八
〇
年
の
七
月
に
結
婚
、
翌
八
月
に
は
慌
た
だ
し
く
中
国
へ
出
発
す
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム

が
二
十
八
歳
、
妻
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
が
二
十
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
中
国
入
り
し
た
の
は
、
佐
伯
の
分
類
に
よ
る
布
教
の
歴
史
で
い
う
と
、
第
二
期
か
ら
第
三
期
に
か
け
て
に
相
当
す

る
。
即
ち
、
第
一
期
の
開
拓
期
を
経
て
、
第
二
期
は
大
い
な
る
発
展
と
そ
の
反
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
続
く
第
三
期
は
、

中
華
民
国
の
成
立
と
い
う
大
事
件
が
起
こ
る
な
か
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
が
社
会
の
混
乱
を
超
え
て
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
時
期

に
あ
た
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
目
前
に
広
が
る
広
大
な
「
処
女
地
」
を
前
に
、
は
や
る
気
持
ち
を
押
さ
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
十

分
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
長
老
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
で
あ
る
が
、
正
確
に
言
う
と
、
南
長
老
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
、
米
国
長
老
教
会
（A

m
erican Presbyterian Church

）
と
南
長
老
教
会
（T

he Southern Presbyterian Church

）
の
関

係
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

A
m

erican Presbyterian Church

は
一
八
六
一
年
の
南
北
戦
争
の
際
に
、
南
北
に
分
裂
し
、
南
部
の
長
老
派
は
、
以
降
、T

he 

Presbyterian Church in the U
nited States

（
略
し
てPCU

S

、
合
衆
国
長
老
教
会
）、
も
し
く
はT

he Southern 

Presbyterian Church

（
南
長
老
教
会
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
長
老
派
は
中
国
に
宣
教
師
を
派
遣
し

て
い
る
間
に
、
本
国
に
お
い
て
組
織
が
南
北
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
分
裂
し
た
一
八
六
一
年
以
降
の
記
述
に
際

し
て
は
、
適
宜
、
北
長
老
教
会
（T

he N
orthern Presbyterian Church

）
と
南
長
老
教
会
（T

he Southern Presbyterian 
（
注
　
）

 3
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Church

）
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　

南
部
の
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
で
生
ま
れ
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
は
、
厳
密
に
言
う
と
、
南
長
老
教
会
伝
道

団
所
属
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
南
長
老
教
会
伝
道
団
と
し
て
中
国
で
布
教
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
分
裂
前
の
米
国
長
老
教
会
の
伝
道

か
ら
遅
れ
る
こ
と
二
十
九
年
後
の
一
八
六
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

杭
州
、
蘇
州
で
の
語
学
研
修
時
代
　
一
八
八
〇
〜
一
八
八
四
　
二
十
八
〜
三
十
二
歳

　

さ
て
、
米
国
長
老
教
会
の
布
教
活
動
は
、
先
述
の
如
く
、
早
く
も
一
八
三
八
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
宣
教
師
を
派
遣
し
、
一
八
四
〇

年
代
の
広
東
で
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
一
八
五
〇
年
以
降
は
上
海
に
拠
点
を
移
し
て
、
布
教
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
。
杭
州
で
は
一
八

五
九
年
、
芝
罘
（
烟
台
）
で
は
一
八
六
二
年
、
南
京
で
は
一
八
七
〇
年
、
蘇
州
で
は
一
八
七
一
年
、
済
南
で
は
一
八
七
二
年
に
、
そ
れ

ぞ
れ
布
教
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
八
五
四
年
に
来
華
し
、
山
東
の
芝
罘
を
本
拠
に
華
北
一
帯
の
布
教
活
動
に
従
事
し

た
ネ
ビ
ウ
ス
（John N

evius

）
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
南
長
老
教
会
と
し
て
は
、
一
八
六
七
年
に
イ
ン
ス
リ
ー
（Elias Inslee

）
が
上
海
に
上
陸
し
、
鎮
江
や
杭
州
に
て
布
教
活

動
を
開
始
す
る
ほ
か
、H

.C. D
uBose

が
蘇
州
に
て
布
教
し
よ
う
と
し
た
が
、
た
び
た
び
妨
害
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

一
八
八
〇
年
、
上
海
に
上
陸
し
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
、
教
団
の
先
輩
ら
が
い
る
杭
州
に
向
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
あ
っ

た
。
彼
は
自
伝
の
中
で
、
南
長
老
教
会
と
し
て
六
年
ぶ
り
の
新
し
い
宣
教
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
同
教
団
の
宣
教
師
の
総
数
は
十
二
人

に
な
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
数
は
当
時
のT

he London M
issionary Society

やA
m

erican Board of Com
m

issioners 

for Foreign M
issions

な
ど
と
比
べ
て
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
米
国
（
北
）
長

老
教
会
と
比
べ
て
も
少
な
か
っ
た
。
南
長
老
教
会
は
一
八
六
一
年
に
分
離
独
立
し
、
そ
の
五
年
後
の
一
八
六
七
年
に
初
め
て
宣
教
師
を
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中
国
に
派
遣
し
た
後
発
組
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
組
織
や
人
員
が
貧
弱
な
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
翌
一
八
八
一
年
、
人
員
の
移
動
に
と
も
な
い
杭
州
か
ら
蘇
州
へ
転
勤
と
な
る
。
な
お
、
自
伝
に
は
、
年
会
に
参
加
す

る
た
め
に
行
っ
た
杭
州
で
科
挙
試
験
に
遭
遇
す
る
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宣
教
師
ら
は
夏
の
間
、
避
暑
の
た
め
杭
州
の
山
頂
の
寺
へ
移

動
し
て
い
た
が
、
こ
の
年
、
科
挙
試
験
が
行
わ
れ
た
た
め
、
別
な
寺
へ
の
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。

　

一
八
八
三
年
に
な
る
と
、
南
京
に
新
し
い
拠
点
を
作
る
た
め
の
人
事
異
動
が
あ
り
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
再
び
杭
州
に
転
勤
に
な
り
、
こ

こ
で
彼
は
中
国
人
協
力
者M

r.Y
u

を
得
る
。
し
か
し
夫
婦
で
マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
み
、
長
女
も
病
で
失
っ
た
た
め
、
季
候
の
よ
い
北
中

国
に
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
一
八
八
四
年
末
に
山
東
の
芝
罘
へ
行
く
が
、
家
を
見
つ
け
る
ま
で
宿
泊
し
た
の
は
内
地
会
の
宿
舎
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
彼
は
初
め
て
北
方
語
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
語
学
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
山
東
行
き
は
、
そ
の
後
、
彼
が
蘇

北
で
布
教
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
上
で
重
要
な
転
機
と
な
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
語
学
の
習
得
に
関
し
て
、Zetzsche

は
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
彼
の
中
国
で
の
滞
在
は
、
南
は
蘇

州
、
北
は
芝
罘
、
東
は
徐
州
と
、
二
十
個
所
に
の
ぼ
る
が
、
最
初
の
数
年
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
言
が
話
さ
れ
る
地
域
に
滞
在
し
た
た

め
、
口
語
に
対
す
る
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
杭
州
方
言
を
七
ヶ
月
学
ん
だ
後
は
、
蘇
州
方
言
を
学
び
な
が
ら
二
年
間
滞
在

し
、
山
東
行
き
が
決
ま
る
と
、
今
度
は
北
方
官
話
の
勉
強
を
開
始
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
彼
が
後
に
布
教
活
動
の
一
環
と
し
て
漢
語
の

研
究
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
る
上
で
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
宣
教
師
ら
は
、
一
八
〇
七
年
か
ら
半
世
紀
も
経
っ
た
一
八
六
〇
年
代
に
な
っ
て
、
布
教
に
お
け
る
北
方
官
話
の
重
要
性
を
認
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
内
陸
部
に
入
っ
て
初
め
て
、
北
方
官
話
が
中
国
の
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
と
し
て
の
機
能
を

も
っ
て
い
る
こ
と
を
「
発
見
」
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
聖
書
な
ど
も
限
ら
れ
た
人
し
か
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
文
語
で

漢
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
以
降
、
口
語
（
北
方
官
話
）
に
よ
る
漢
訳
聖
書
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
生
涯
を
か
け
た
も
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う
一
つ
の
仕
事
が
、
聖
書
の
官
話
訳
で
あ
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
、
一
八
八
〇
年
か
ら
一
八
八
四
年
ま
で
の
布
教
状
況
を
以
下
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
自
分
が
入
華

し
た
一
八
八
〇
年
当
時
、
南
長
老
教
会
伝
道
団
が
布
教
活
動
を
初
め
て
十
三
年
目
で
、
全
中
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
改
宗
者
は
一
万
五

千
人
ほ
ど
で
、
宣
教
師
の
数
も
少
な
か
っ
た
（
佐
伯
は
、
一
八
八
一
年
当
時
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
組
織
を
二
十
九
、
宣
教
師
の

総
数
を
六
百
十
八
人
と
し
て
い
る
）。
浙
江
省
の
布
教
拠
点
が
四
～
五
個
所
、
江
蘇
省
が
四
個
所
、
山
東
省
が
四
個
所
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
、
南
長
老
教
会
伝
道
団
の
拠
点
は
杭
州
と
蘇
州
の
二
カ
所
だ
け
で
、
宣
教
師
の
数
は
自
分
を
含
め
十
二
人
、
教
会
の
メ
ン
バ
ー

も
五
十
人
以
下
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
、
山
東
で
は
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
数
年
前
に
華
北
一
帯
で
飢
饉
が

発
生
し
、
宣
教
師
も
積
極
的
な
救
済
活
動
を
行
い
、
こ
れ
を
機
に
布
教
活
動
が
広
ま
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

　

数
年
前
の
飢
饉
と
は
、
先
述
の
如
く
、
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
七
八
年
に
か
け
て
山
東
や
直
隷
で
発
生
し
た
飢
饉
を
指
す
。
こ
の
時

に
は
英
米
の
複
数
の
教
団
が
救
済
活
動
を
展
開
す
る
。
長
老
教
会
と
し
て
は
、
米
国
北
長
老
教
会
伝
道
団
の
ネ
ビ
ウ
ス
な
ど
が
活
躍
す

る
が
、
当
時
、
南
長
老
教
会
伝
道
団
は
山
東
に
は
拠
点
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
救
済
活
動
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ア
ブ
サ

ラ
ム
と
し
て
は
歯
が
ゆ
い
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
後
に
、
山
東
を
経
由
し
て
蘇
北
で
の
布
教
活
動
の
開
拓
に
情
熱
を
も
や

す
契
機
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

芝
罘
（
烟
台
）
で
の
布
教
方
法
の
学
習
時
代
　
一
八
八
四
〜
一
八
八
六
　
三
十
二
〜
三
十
四
歳

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
自
伝
の
中
で
一
八
八
四
年
を
区
切
り
の
年
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の
山
東
の
行
き
は
、
彼
に
と
っ
て
も
大
き
な
転

換
点
と
な
っ
た
。

　
『
母
の
肖
像
』
に
よ
る
と
、
こ
の
芝
罘
へ
の
移
動
は
、
妻
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
の
提
言
に
よ
る
と
あ
る
。
夫
婦
で
マ
ラ
リ
ア
に
感
染
し
、
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長
女
を
病
気
で
失
っ
た
彼
女
で
あ
っ
た
が
、
道
半
ば
で
の
帰
国
を
選
ぶ
よ
り
は
、
自
分
は
気
候
の
い
い
北
で
療
養
し
、
夫
の
伝
道
事
業

を
継
続
さ
せ
た
か
っ
た
、
と
あ
る
。
夫
婦
は
、
王
阿
媽
を
伴
い
、
上
海
か
ら
汽
船
に
乗
っ
て
芝
罘
へ
移
動
す
る
。

　

芝
罘
に
滞
在
し
な
が
ら
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
山
東
各
地
の
拠
点
を
訪
問
す
る
。
ロ
バ
で
十
二
日
か
け
て
済
南
府
へ
旅
行
し
た
の
ち
、
青

州
府
（
益
都
）、
登
州
府
（
蓬
莱
）
経
由
で
芝
罘
へ
戻
っ
て
い
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
芝
罘
に
滞
在
中
、
山
東
で
の
宣
教
師
ら
の
活
動
経
験
か
ら
、
華
中
で
は
知
り
得
な
か
っ
た
多
く
を
学
ん
だ
と
自
伝

に
記
し
て
い
る
。
彼
が
具
体
的
に
何
を
学
ん
だ
か
は
、W

hat I Learned in Shantung

と
い
う
一
文
を
一
八
八
七
年
のT

he 

Chinese R
ecorder

に
投
稿
し
て
い
る
。
山
東
に
滞
在
し
た
二
年
間
は
山
東
で
の
布
教
を
管
轄
す
る
組
織
の
束
縛
を
受
け
な
か
っ
た

た
め
、
各
地
を
自
由
に
旅
し
て
ま
わ
り
、
省
内
で
活
動
し
て
い
る
殆
ど
全
て
の
宣
教
師
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
第

三
者
的
な
視
点
か
ら
、
彼
は
以
下
の
教
訓
を
得
る
。（
一
）
中
国
人
信
者
を
金
銭
の
面
で
信
用
し
て
は
な
ら
な
い
、（
二
）
説
教
を
す
る

の
た
め
に
金
を
払
っ
て
は
い
け
な
い
、（
三
）
説
明
な
し
に
キ
リ
ス
ト
教
の
小
冊
子
な
ど
を
配
布
す
る
の
は
効
果
が
無
い
。
山
東
は
配

布
物
が
飽
和
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
人
々
は
外
国
人
を
見
る
と
、
ま
た
本
を
ば
ら
ま
き
に
き
た
、
と
言
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、（
四
）

街
中
で
の
説
教
も
効
果
が
無
い
。
烟
台
で
は
二
十
年
も
布
教
活
動
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
地
元
住
民
の
改
宗
者
は
少
な
い
、（
五
）
伝
道

事
業
は
都
市
部
よ
り
も
農
村
部
の
方
が
効
果
が
あ
り
、
信
者
の
質
も
高
い
、（
六
）
説
教
は
群
衆
に
向
か
っ
て
す
る
よ
り
も
個
人
に
向

け
て
し
た
方
が
効
果
が
高
い
、（
七
）
自
分
一
人
で
全
て
を
こ
な
そ
う
と
せ
ず
、
中
国
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
活
用
し
た
方
が
効
果
的

で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
な
ら
、
布
教
の
際
に
金
銭
の
関
与
を
避
け
る
、
小
冊
子
を
配
布
す
る
際
の
留
意
点
、
農
村
部
で
の
伝
道
の

重
要
性
、
中
国
人
信
者
や
助
手
の
活
用
、
と
な
ろ
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
山
東
で
得
た
教
訓
に
関
し
て
は
、Zetzschea

も
そ
の
背
景
を
含
め
て
論
じ
て
い
る
。
当
時
、
芝
罘
は
、
宣
教
師
ら

に
と
っ
て
著
名
な
避
暑
地
の
一
つ
で
、
と
り
わ
け
内
地
会
が
一
八
七
九
年
に
療
養
所
を
設
立
し
た
こ
と
か
ら
、
同
教
団
所
属
の
宣
教
師

（
注
　
）

 4

（
注
　
）

 5
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ら
が
よ
く
滞
在
し
た
。
芝
罘
は
ま
た
、
米
国
（
北
）
長
老
教
会
の
二
人
の
宣
教
師
、
ネ
ビ
ウ
ス
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
（Corbett

）
の
活
動

拠
点
で
も
あ
っ
た
。
二
年
間
の
芝
罘
滞
在
中
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
こ
の
二
人
か
ら
中
国
に
お
け
る
布
教
活
動
の
方
法
に
関
し
て
、
決
定
的

な
影
響
を
受
け
る
。
ネ
ビ
ウ
ス
は
一
八
五
三
年
か
ら
中
国
に
お
り
、
山
東
へ
は
一
八
六
一
年
に
移
動
し
て
い
る
。
山
東
で
の
布
教
活
動

の
経
験
は
、
後
に
ネ
ビ
ウ
ス
・
プ
ラ
ン
（N

evius Plan

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
結
実
す
る
。
彼
の
主
張
は
、
宣
教

師
ら
は
中
国
の
教
会
や
教
会
で
働
く
者
に
対
す
る
経
済
的
な
支
援
に
頼
り
す
ぎ
る
こ
と
、
有
給
の
牧
師
と
長
老
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
西

洋
的
な
教
会
組
織
に
固
執
し
す
ぎ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
教
区
内
に
あ
る
六
十
の
教
会
に
は
、
有
給
の
牧
師
が
お
ら
ず
、

長
老
の
数
も
少
な
く
、
そ
の
代
わ
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
お
い
た
。
ネ
ビ
ウ
ス
に
は
二
人
の
有
給
の
助
手
が
お
り
、
彼
ら
が
二
ヶ
月
に
一
回

の
頻
度
で
各
教
会
を
ま
わ
り
、
各
リ
ー
ダ
ー
と
連
絡
を
と
り
あ
っ
た
。
教
会
の
有
力
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
は
、
芝
罘
に
て
聖
書
の
学
習

機
会
を
与
え
た
ほ
か
、
ネ
ビ
ウ
ス
自
身
も
各
教
会
を
春
秋
の
年
二
回
、
巡
回
し
た
。
彼
は
、
外
国
の
資
金
は
、
有
給
の
牧
師
に
な
り
た

い
と
い
う
、
信
仰
と
は
無
関
係
な
動
機
を
起
こ
さ
せ
る
し
、
教
会
の
外
来
性
を
強
調
し
て
し
ま
う
の
で
、
結
果
的
に
教
会
組
織
を
弱
体

化
さ
せ
る
と
考
え
た
。
但
し
、
ネ
ビ
ウ
ス
・
プ
ラ
ン
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
訓
練
不
足
が
生
じ
て
し
ま
う
、
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。

　

コ
ル
ベ
ッ
ト
の
方
法
も
多
く
の
点
で
ネ
ビ
ウ
ス
と
共
通
し
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
は
二
十
～
三
十
人
の
有
給
の
中
国
人
助
手
が
お

り
、
そ
の
う
ち
の
何
人
か
は
彼
の
山
東
巡
回
に
随
行
し
た
。
ま
た
、
ネ
ビ
ウ
ス
以
上
に
教
育
を
重
視
し
、
教
会
員
の
子
弟
の
た
め
に
小

学
校
を
設
立
し
、
一
八
八
七
年
に
は
芝
罘
に
高
校
を
開
設
す
る
。

　

自
伝
を
校
訂
し
た
グ
レ
ー
ス
も
、
補
遺
の
中
で
、
父
が
如
何
に
こ
の
二
人
か
ら
刺
激
を
受
け
、
自
分
自
身
の
前
途
に
夢
を
抱
い
た
か

を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
幼
い
頃
、
父
が
ネ
ビ
ウ
ス
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
名
を
唱
え
て
は
、
勇
気
を
奮
い
立
た
せ
て
い
た
、
と
回
顧
し
て

い
る
。
実
際
、
彼
の
そ
の
後
の
蘇
北
に
お
け
る
布
教
の
方
法
は
、
ま
さ
に
こ
の
ネ
ビ
ウ
ス
・
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
注
　
）

 6
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鎮
江
、
清
江
浦
、
宿
遷
を
拠
点
と
し
た
蘇
北
で
の
布
教
活
動
　
一
八
八
六
〜
一
八
九
六
　
三
十
四
〜
四
十
四
歳

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
こ
の
芝
罘
に
二
年
間
滞
在
し
た
後
、
鎮
江
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
初
、
一
家
は
家
族
の
健
康
上
の
理
由
か

ら
、
華
北
に
残
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
宣
教
師
の
多
く
が
、
夏
の
間
は
芝
罘
で
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
芝
罘
に
避
暑
用

に
部
屋
を
借
り
て
い
る
。
結
核
に
感
染
し
た
妻
の
療
養
の
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
次
女
も
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

に
く
わ
え
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
は
、
山
東
の
東
側
へ
の
拠
点
作
り
も
準
備
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
教
団
の
委
員

会
も
芝
罘
に
残
る
よ
う
に
決
定
す
る
。
し
か
し
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
芝
罘
に
は
す
で
に
多
く
の
宣
教
師
が
い
た
こ
と
か
ら
、
同
居
の
宣
教

師
（M

r.A
bbey

）
と
相
談
し
、
南
に
戻
っ
て
揚
子
江
北
側
で
新
た
な
布
教
活
動
を
す
べ
き
と
判
断
す
る
。
折
し
も
、
委
員
会
も
大
運

河
沿
い
の
広
大
で
未
開
拓
な
土
地
に
調
査
員
を
派
遣
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
鎮
江
へ
移
動
し
て
揚
子
江
の
北
側
で
の
活
動
を
準
備
を
し

た
い
と
委
員
会
に
要
請
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
、
目
前
に
広
が
る
大
き
な
夢
に
興
奮
し
た
こ
と
を
吐

露
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
一
家
は
一
八
八
六
年
、
新
た
な
布
教
の
場
を
求
め
て
、
揚
子
江
沿
い
の
鎮
江
へ
と
移
動
す
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の

中
で
、
江
蘇
省
内
の
布
教
情
況
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
当
時
、
江
蘇
省
内
で
は
、
蘇
州
か
ら
山
東
や
河
南
省
境
ま
で
の
地

域
は
、
殆
ど
手
つ
か
ず
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
改
宗
者
は
十
二
人
未
満
で
、
活
動
拠
点
も
、
鎮
江
と
、
内
地
会
が
訓
練
拠
点
を

設
け
て
い
た
揚
州
を
除
い
て
な
か
っ
た
。
た
だ
、
内
地
会
に
よ
っ
て
、
清
江
浦
（
淮
陰
）
に
小
さ
な
拠
点
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
四
～

五
人
の
改
宗
者
が
い
た
。
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
も
山
東
か
ら
江
蘇
省
北
部
へ
活
動
を
広
げ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
山
東
の
青
州
府

（
益
都
）
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
の
リ
ー
ダ
ー
的
なRev.Jones

も
、
江
蘇
省
北
部
の
布
教
の
必
要
性
を
深
く
認

識
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
活
動
す
る
よ
う
勧
め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
揚
州
に
お
け
る
内
地
会
の
拠
点
と
い
う
と
、
内
地
会
の
創
設
者
で
あ
る
テ
ー
ラ
ー
が
一
八
六
八
年
に
こ
の
地
で
教
案
事
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件
を
起
こ
し
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
後
に
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
拠
点
を
構
え
る
こ
と
と
な
る
清
江
浦
（
淮
陰
）
に
も
、
内
地
会
が
小

さ
な
拠
点
を
設
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
厳
密
に
い
う
と
蘇
北
に
お
け
る
最
初
の
開
拓
者
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
で
は
な
い
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
に
し
て
も
内
地
会
の
精
力
的
な
活
動
が
窺
い
知
れ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
に
よ
る
と
、
鎮
江
に
は
南
長
老
教
会
伝
道
団
の
宣
教
師
が
二
家
族
い
た
ほ
か
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
伝
道
団
が
二
家

族
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
伝
道
団
が
一
家
族
い
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
新
着
で
、
活
動
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ア
ブ

サ
ラ
ム
は
鎮
江
に
つ
く
な
り
、
二
回
、
蘇
北
を
訪
問
し
、
二
回
目
は
徐
州
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
冬
に
再
び
、Rev.W

oods

と

と
も
に
清
江
浦
ま
で
行
き
、
清
江
浦
が
拠
点
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
、
二
階
建
て
の
煉
瓦
造
り
の
家
を
借
り
、
引
っ
越
し
の
準

備
を
す
る
。Rev.W

oods
は
教
団
の
委
員
会
に
清
江
浦
へ
の
移
転
を
要
請
す
る
。

　

そ
し
て
一
八
八
七
年
秋
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
はRev.W

oods

家
族
と
と
も
に
、
家
族
で
清
江
浦
へ
移
動
す
る
。
翌
一
八
八
八
年
春
、
清

江
浦
を
拠
点
に
、
江
蘇
省
の
北
部
、
と
り
わ
け
徐
州
府
を
定
期
的
に
訪
問
す
る
。
山
東
に
拠
点
を
か
ま
え
て
い
た
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト

よ
り
も
、
清
江
浦
に
住
む
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
方
が
江
蘇
省
北
端
へ
の
布
教
に
適
し
て
い
た
め
、
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
が
徐
州
府
に
設
け
て

い
た
小
さ
な
拠
点
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
足
が
か
り
と
す
る
。
同
僚
のRev.W

oods

も
、
大
運
河
で
十
マ
イ
ル
南
の
淮
安
府
を

訪
問
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
ネ
ビ
ウ
ス
同
様
、
教
会
の
経
済
的
自
立
を
訴
え
、
外
国
か
ら
の
資
金
を
受
け
て
い
る
限
り
、
外
国
の
教
会
と
い
う
不

名
誉
は
ぬ
ぐ
え
な
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
信
者
ら
が
寺
院
や
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
神
に
対
し
て
使
っ
て
い
る
投
資
よ
り
も
少
な
い
額

で
、
教
会
を
立
派
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
は
ず
で
あ
る
、
と
見
積
も
っ
て
い
た
。
ま
た
、
中
国
人
助
手
の
活
用
の
仕
方
も
ネ
ビ
ウ
ス
と
同

様
で
、
広
大
な
地
域
の
監
督
を
、
自
ら
が
教
育
し
た
彼
ら
に
任
せ
た
。
こ
の
た
め
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
ネ
ビ
ウ
ス
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
に
倣

い
、
拠
点
に
中
国
人
宣
教
師
を
養
成
す
る
セ
ミ
ナ
リ
ー
を
開
設
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
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宗
派
を
超
え
た
教
育
組
織
の
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
〇
四
年
に
南
京
に
南
京
神
学
校
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
。

　

一
八
九
〇
年
、
次
男
と
次
女
を
相
次
い
で
病
気
で
失
っ
た
一
家
は
、
十
年
間
の
中
国
滞
在
で
疲
労
困
憊
し
た
心
身
を
休
め
る
べ
く
、

翌
一
八
九
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
で
最
初
の
一
次
帰
国
を
す
る
。
一
八
九
二
年
六
月
に
パ
ー
ル
が
生
ま
れ
る
と
、
彼
女
が
長
旅
に
耐

え
ら
れ
る
ま
で
数
ヶ
月
待
つ
意
味
も
あ
り
、
教
会
を
訪
ね
歩
い
て
中
国
の
状
況
を
話
し
た
。
同
年
十
一
月
、
中
国
に
戻
っ
た
一
家
は
、

新
し
い
赴
任
地
が
決
ま
る
ま
で
、
鎮
江
に
滞
在
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
清
江
浦
を
訪
ね
て
み
て
、
そ
こ
に
戻
る
こ
と
に
す
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
中
国
に
戻
っ
て
早
々
、
大
運
河
沿
い
に
北
に
あ
る
宿
遷
に
、
新
た
に
拠
点
を
作
る
こ
と
に
す
る
。
教
団
の
委
員
会
か

ら
も
正
式
に
認
可
さ
れ
、
こ
の
為
に
若
い
二
人
の
新
会
員
、M

r.Patterson

とM
r. Grier

を
あ
て
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
八
九
三
年

春
、
宿
遷
に
拠
点
を
開
設
す
る
。
仲
間
に
加
わ
っ
た
新
任
の
宣
教
師
の
う
ち
、M

r. Grier

とM
r. W

hite

が
徐
州
府
に
拠
点
を
作
ろ

う
と
す
る
が
、
現
地
の
反
対
が
非
常
に
強
く
、
宿
遷
に
撤
退
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
徐
州
府
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
十
年
来
、

通
っ
て
い
た
重
要
な
都
市
で
あ
っ
た
が
、
布
教
活
動
は
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
鎮
江
、
清
江
浦
（
淮
陰
）、
宿
遷
な
ど
を
拠
点
に
蘇
北
で
の
布
教
活
動
を
行
っ
た
一
八
八
六
年
か
ら
一
八
九
六
年

ま
で
の
十
年
間
を
以
下
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
江
蘇
省
北
端
で
十
年
間
、
忙
し
く
開
拓
の
活
動
に
従
事
し
て
き
た
が
、
当
初
、
こ

の
一
帯
に
は
他
の
宣
教
師
も
い
な
か
っ
た
。
中
国
人
の
伝
道
師
は
一
人
も
お
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
一
帯
で
や
っ
と
十
二
名
を
超
え

る
程
度
で
あ
っ
た
。
今
や
、
五
つ
の
大
き
な
拠
点
が
で
き
、
出
張
地
も
多
数
あ
り
、
多
く
の
伝
道
師
と
数
千
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
い

る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
蘇
省
北
端
に
い
る
間
、
こ
れ
ら
の
出
張
地
を
定
期
的
に
ま
わ
っ
た
。
し
か
し
中
国
人
の
伝
道
師
は
少
な
か
っ
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た
。
中
国
で
は
、
収
穫
の
前
に
多
く
の
基
礎
的
な
作
業
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

実
際
、
華
中
（
こ
の
場
合
、
江
蘇
省
）
で
の
伝
道
は
僅
か
な
進
展
し
か
な
か
っ
た
。
私
自
身
、
十
六
年
間
で
、
二
十
人
の
改
宗
者
し

か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
清
江
浦
や
蘇
州
で
の
布
教
は
も
っ
と
遅
れ
て
い
た
。
宿
遷
で
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
中
国
に
来
て

か
ら
、
三
つ
の
新
ら
し
い
拠
点
（
既
存
の
杭
州
、
蘇
州
に
対
し
、
鎮
江
、
清
江
浦
、
宿
遷
の
こ
と
か
）
が
で
き
、
四
つ
目
が
徐
州
府
に

で
き
よ
う
と
し
て
い
た
。
南
長
老
教
会
伝
道
団
は
他
の
教
団
と
比
べ
、
少
な
い
人
員
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
規
模
も
拡
大
し
、
布
教
活

動
の
前
線
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
い
う
布
教
活
動
の
前
線
と
は
、
自
分
自
身
が
開
拓
し
た
蘇
北
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
な
お
、
こ
の
頃
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー

プ
内
で
、
自
分
が
個
人
主
義
的
に
活
動
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
こ
と
を
、
彼
も
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
の
同
僚
宣
教

師
ら
と
の
対
立
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

宿
遷
で
の
布
教
活
動
は
、
清
江
浦
ほ
ど
う
ま
く
は
行
か
な
か
っ
た
上
に
、
宿
遷
の
宿
は
住
む
に
不
向
き
で
、
冬
の
間
、
一
家
は
病
に

苦
し
ん
だ
。
鎮
江
の
拠
点
もBears

が
休
暇
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、
閉
鎖
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
し
、
清
江
浦
の
家
も
ほ
か
の
宣

教
師
が
住
ん
で
い
た
の
で
、
鎮
江
に
転
任
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
八
九
六
年
春
再
び
、
家
財
道
具
を
船
に
、
鎮
江
へ
移
動
す
る
。

　

こ
の
間
の
事
情
を
、Zetzschea

は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
鎮
江
に
戻
っ
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
同
僚
ら
か
ら

疎
ん
じ
ら
れ
、
彼
を
避
け
る
た
め
に
好
き
な
と
こ
ろ
に
拠
点
を
作
っ
て
か
ま
わ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
一
時
、
清
江
浦
に
滞
在
し

た
の
ち
、
宿
遷
に
転
居
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
宿
遷
で
は
人
々
や
地
元
政
府
の
反
感
が
強
く
、
撤
去
を
求
め
ら
れ
た
。

結
局
、
三
個
所
の
出
張
所
と
ご
く
僅
か
の
改
宗
者
を
得
た
と
こ
ろ
で
、
三
年
半
後
に
は
こ
こ
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

宿
遷
か
ら
の
撤
退
に
は
、
妻
の
強
い
要
望
も
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
過
酷
な
生
活
条
件
の
も
と
、
こ
れ
以
上
、
子
供
を
中
国
で
失
い
た
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く
な
い
と
願
っ
た
妻
が
、
離
婚
を
た
て
に
、
彼
に
撤
退
を
迫
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
鎮
江
に
戻
っ
て
以
降
で
は
あ
る
が
、
三
男
を

亡
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
鎮
江
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
こ
に
い
た
宣
教
師
ら
が
移
動
し
て
無
人
と
な
り
、
反
対
者
も
消
え
た

か
ら
、
と
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
ま
で
鎮
江
に
い
た
の
は
、
南
長
老
教
会
伝
道
団
の
中
で
も
唯
一
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
高
く
評
価
し
て
い
たBears

で
あ
っ
た
。
彼
と
は
考
え
方
も
近
く
、
蘇
北
の
地
を
十
六
年
に
渡
っ
て
一
緒
に
回
っ
た
仲
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
〇
三

年
、
徐
州
府
で
の
年
会
に
参
加
す
べ
く
、
二
人
で
向
か
う
途
中
、Bear

は
病
死
し
て
し
ま
い
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
彼
の
た
め
に
追
悼
文

を
書
い
て
い
る
。
鎮
江
に
戻
っ
た
の
は
、
鎮
江
拠
点
の
閉
鎖
の
危
機
を
救
う
た
め
も
あ
っ
た
、
と
す
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
説
明
は
、
本
心

か
ら
で
あ
っ
た
と
思
う
。

鎮
江
で
の
活
動
─
義
和
団
事
件
ま
で
　
一
八
九
六
〜
一
九
〇
〇
　
四
十
四
〜
四
十
八
歳

　

一
八
九
六
年
、
鎮
江
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
活
動
の
中
心
は
鎮
江
に
シ
フ
ト
す
る
。
鎮
江
に
戻
っ
た
直
後
、
宣
教
師
は
鎮
江
に
は
ア
ブ

サ
ラ
ム
の
一
家
し
か
い
な
か
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
鎮
江
で
教
室
を
開
設
す
る
が
、
こ
の
学
校
は
南
京
に
南
京
神
学
校
が
開
設
さ
れ
る

ま
で
継
続
し
た
。
夫
婦
で
三
十
五
人
の
中
国
人
の
若
者
を
育
成
し
、
南
京
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
に
送
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
鎮
江
で
も
、
域

内
の
各
郷
鎮
に
伝
道
の
拠
点
を
開
設
し
、
年
に
二
回
は
郷
鎮
を
回
る
よ
う
に
し
た
。

　

一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
中
国
は
激
動
の
時
代
を
迎
え
、
布
教
活
動
も
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
。
即
ち
、
一
九
〇
〇
年
、
山

東
省
を
皮
切
り
に
、
義
和
団
事
件
が
勃
発
し
、
全
国
を
席
巻
し
て
い
く
。
外
国
人
は
国
籍
を
問
わ
ず
排
斥
さ
れ
、
内
陸
部
に
分
散
し
て

住
ん
で
い
た
宣
教
師
ら
は
格
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
内
地
会
の
宣
教
師
ら
が
多
く
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
は
先
述
の
通

（
注
　
）

 7
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り
で
あ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
義
和
団
事
件
の
発
生
に
関
し
て
、
列
強
は
、
西
太
后
が
ま
だ
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
見
誤
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
評
し
て
い
る
。
各
地
の
宣
教
師
ら
は
、
上
海
に
避
難
し
、
上
海
の
教
団
組
織
は
無
秩
序
状
態
に
陥
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
鎮

江
か
ら
上
海
へ
避
難
す
る
も
、
数
週
間
で
鎮
江
に
戻
る
。
一
九
〇
〇
年
の
秋
に
な
る
と
嵐
が
去
り
、
奥
地
を
除
き
、
従
来
の
秩
序
を
回

復
し
て
い
く
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
こ
の
間
、
数
千
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
受
難
、
殉
教
し
た
が
、
逆
に
こ
れ
ま
で
の
我
々
の
仕
事
が
表

面
的
な
も
の
で
は
な
く
、
厳
し
い
テ
ス
ト
に
耐
え
た
本
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
こ
の
記
述
に
は
、
具
体
的
な
事
件
が
あ
っ
た
。Stirling

に
よ
る
パ
ー
ル
の
伝
記
に
よ
る
と
、
義
和
団
事
件
の
暴
動

は
、
鎮
江
で
は
北
部
と
西
部
に
集
中
し
て
い
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
説
教
に
出
か
け
る
と
石
を
投
げ
ら
れ
た
り
、
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
た

り
し
た
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
中
国
人
婦
人
が
柱
に
縛
り
付
け
ら
れ
、
暴
徒
に
よ
っ
て
死
ぬ
ま
で
拷
問

し
続
け
る
の
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
自
身
、
義
和
団
事
件
の
際
、
鎮
江
で
あ
っ
た
危
険
な
経
験
は
あ
ま
り
語
ろ
う

と
は
し
な
か
っ
た
が
、
何
度
も
暴
行
さ
れ
、
生
命
が
脅
か
さ
れ
た
こ
と
も
再
三
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
時
（
一
八
九
九
年
）、
南
長
老
教
会
宣
教
団
の
組
織
が
再
編
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
一
つ
の
組
織
で
あ
っ
た
が
、
拠
点
や
宣
教

師
ら
は
杭
州
か
ら
江
蘇
省
北
端
ま
で
各
地
に
分
散
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
二
つ
の
組
織
に
分
け
る
こ
と
に
し
、
杭
州
か
ら

江
陰
ま
で
を
担
当
す
る
中
部
中
国
宣
教
団
（M

id-China M
ission

）
と
、
鎮
江
か
ら
徐
州
府
ま
で
を
担
当
す
る
北
部
江
蘇
宣
教
団

（N
orth K

iangsu M
ission

）
と
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
二
つ
に
分
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
意
向
に
よ
り
、

北
部
江
蘇
宣
教
団
が
分
離
独
立
し
た
よ
う
に
み
え
る
）
最
初
の
北
部
江
蘇
宣
教
団
の
年
会
合
は
、
皆
が
上
海
を
離
れ
る
前
に
そ
こ
で
開

催
さ
れ
た
。
義
和
団
事
件
の
影
響
は
鎮
江
で
は
僅
か
で
、
す
ぐ
に
従
来
の
活
動
に
復
帰
し
、
翌
年
の
秋
ま
で
に
、
徐
州
府
が
北
部
江
蘇

宣
教
団
の
永
続
的
な
中
心
地
に
な
っ
た
。

（
注
　
）

 8

（
注
　
）

 9
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鎮
江
で
の
活
動
─
義
和
団
事
件
以
降
か
ら
辛
亥
革
命
前
　
一
九
〇
〇
〜
一
九
一
〇
　
四
十
八
〜
五
十
八
歳

　

一
九
〇
一
年
夏
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
は
二
度
目
の
休
暇
帰
国
を
し
、
翌
一
九
〇
二
年
秋
、
中
国
の
鎮
江
に
戻
る
。
北
部
江
蘇
宣
教
団

の
年
会
が
宿
遷
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
中
国
に
戻
っ
て
数
日
で
こ
れ
に
参
加
す
べ
く
、
清
江
浦
ま
で
船
で
行
き
、
そ
の
後
、
徒

歩
や
船
で
会
場
に
向
か
う
。
北
部
江
蘇
宣
教
団
は
結
成
さ
れ
て
二
年
を
経
て
、
教
会
メ
ン
バ
ー
は
百
人
に
な
っ
て
い
た
。
中
心
的
拠
点

は
、
三
十
人
の
教
会
メ
ン
バ
ー
が
い
た
鎮
江
、
宿
遷
、
徐
州
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
帰
国
中
、M

r.W
oodbrige

が
中

国
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
向
け
に
週
刊
誌
を
発
行
す
べ
く
、
鎮
江
か
ら
上
海
に
転
勤
し
た
た
め
、
鎮
江
に
はBears

と
ア
ブ
サ
ラ
ム
一

家
だ
け
と
な
る
。

　

一
九
〇
三
年
、（
北
部
江
蘇
宣
教
団
の
）
徐
州
府
で
年
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、M

r.Bear

と
徐
州
府
へ
向
か
う
。
途
中
、

清
江
浦
で
発
熱
し
た
た
め
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
そ
の
ま
ま
清
江
浦
に
残
っ
た
。M

r.Bear

が
一
人
で
徐
州
府
へ
行
く
も
、
そ
こ
で
彼
が
病

死
し
て
し
ま
う
。

　

徐
州
府
で
の
年
会
で
、
適
当
な
と
こ
ろ
に
新
し
い
セ
ミ
ナ
リ
ー
を
開
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
る
。
杭
州
で
はRev.H

udson

が
、
鎮
江

で
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
、
蘇
州
で
はD

r.D
avis

が
若
者
の
説
教
師
を
養
成
し
て
い
た
が
、
需
要
に
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
南
長
老
教
会
宣
教
団
内
の
反
対
を
押
し
切
り
、
合
同
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
設
立
の
た
め
の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
中
部
中
国

宣
教
団
や
北
部
江
蘇
宣
教
団
か
ら
の
委
員
を
束
ね
る
チ
ェ
ア
ー
マ
ン
に
指
名
さ
れ
る
。
北
長
老
教
会
宣
教
団
も
同
様
の
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
お
り
、
両
者
が
協
力
し
て
一
九
〇
四
年
に
南
京
に
南
京
神
学
院
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

D
r.D

avis

が
蘇
州
か
ら
移
動
し
、
建
物
の
管
理
に
当
た
っ
た
。
彼
は
蘇
州
か
ら
何
人
か
の
学
生
を
引
き
連
れ
て
き
た
が
、
当
初
は

少
人
数
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
直
に
百
人
を
超
え
る
数
に
な
っ
た
。
合
同
組
織
な
た
め
、
複
数
の
宣
教
組
織
が
参
加
、
宗
派
間
の
ト
ラ
ブ
ル

（
注
　
）
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は
な
か
っ
た
。（
自
伝
を
校
訂
し
た
グ
レ
ー
ス
の
補
足
に
よ
る
と
、
実
際
に
は
、
落
ち
着
く
ま
で
に
長
い
間
の
論
争
が
あ
っ
た
。
最
終

的
に
彼
の
宣
教
団
（
北
部
江
蘇
宣
教
団
の
こ
と
か
）
は
こ
こ
か
ら
撤
退
。
し
か
し
彼
は
意
に
介
せ
ず
、
常
に
信
じ
た
我
が
道
を
い
っ
て

い
た
、
と
し
て
い
る
。）
セ
ミ
ナ
ー
は
そ
の
後
、
発
展
、
通
信
教
育
コ
ー
ス
を
開
設
し
、
二
十
ヶ
月
後
に
は
、
二
百
人
以
上
の
学
生
が

中
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ほ
か
、
中
に
は
中
国
外
か
ら
の
参
加
者
も
い
た
。

　

鎮
江
に
移
動
し
て
か
ら
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
鎮
江
で
の
巡
回
旅
行
に
加
え
、
各
種
委
員
会
で
の
活
動
を
活
発
に
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。Zetzschea

は
、
南
京
神
学
院
の
開
設
に
至
る
委
員
会
の
他
、
彼
が
加
わ
っ
た
委
員
会
と
し
て
、
一
九
〇
六
年
の
北
部
江
蘇
・
安

徽
飢
饉
救
済
委
員
会
（N

orth K
iangsu-A

nhui Fam
ine Relief Com

m
ittee

）
や
、
宣
教
活
動
者
に
対
す
る
聖
書
研
究
推
進
委
員

会
（Com

m
ittee for the Prom

otion of Bible Study am
ong Christian W

orkers

）
の
ほ
か
、
一
九
〇
九
年
に
はEvangelical 

A
ssociation

の
設
立
に
関
わ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
委
員
会
活
動
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
の
が
一
九
〇
九
年
の
聖
書
官
話
訳
委

員
会
（T

ranslation Com
m

ittee for the Bible into M
andarin

）
へ
の
参
加
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

　

M
r.Bear

の
死
後
、M

rs.Bearh

は
子
供
と
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
た
め
、
鎮
江
に
残
っ
た
宣
教
師
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
だ
け
と
な
る
。

当
時
、
三
～
四
の
拠
点
が
あ
り
、
中
国
人
の
説
教
者
も
増
え
た
。
翌
春
、Paxton

夫
妻
が
蘇
州
か
ら
鎮
江
へ
移
転
し
て
き
て
共
同
で

働
い
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
鎮
江
に
二
十
ほ
ど
の
拠
点
を
開
設
し
、
こ
れ
ら
を
何
年
に
も
わ
た
っ
て
管
理
し
た
。

　

一
九
〇
八
年
当
時
の
江
蘇
省
に
お
け
る
宣
教
師
の
分
布
と
活
動
状
況
に
関
し
て
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
がT

he Chinese R
ecorder

に

寄
稿
し
た
一
文
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
はD

uBose
が
以
前
に
同
誌
に
投
稿
し
たT

he Indoor and O
utdoor Staff 

in the K
iangnsn

と
い
う
記
事
へ
の
、
訂
正
と
賛
同
の
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、D

uBose

が
江
蘇
省
内
の
揚
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子
江
以
南
の
地
に
は
宣
教
師
が
三
百
六
十
名
お
り
、
そ
の
う
ち
の
十
二
分
の
一
（
三
十
名
の
計
算
に
な
る
）
が
鎮
江
に
い
る
と
い
う
数

値
に
対
し
、
実
際
に
は
十
八
名
し
か
い
な
い
と
訂
正
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
男
子
は
七
名
、
そ
の
う
ち
フ
ル
タ
イ
ム
で
鎮
江
で
の
伝
道

の
仕
事
に
つ
い
て
い
る
の
は
二
名
し
か
お
ら
ず
、
三
分
の
一
は
鎮
江
や
揚
州
、
蕪
湖
（
安
徽
省
）
な
ど
と
掛
け
持
ち
で
あ
る
。
同
様

に
、
南
京
に
は
六
十
名
の
宣
教
師
が
い
る
が
、
男
子
の
う
ち
フ
ル
タ
イ
ム
で
伝
道
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
は
四
名
し
か
い
な
い
。
そ
の

上
で
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
伝
道
に
従
事
す
る
者
が
絶
望
的
に
少
な
く
、
多
く
の
者
は
組
織
の
た
め
に
働
い
て
い
る
。
中
国
に
い
る
宣
教
師

は
、
近
年
、
こ
の
よ
う
に
室
内
で
の
仕
事
に
つ
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
理
由
を
私
は
敢
え
て
書
か
な
い
が
、
こ
う
し
た
情
況
は
改
善
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

　

同
様
の
主
張
は
、
一
九
一
〇
年
に
もT
he Chinese R

ecorder

誌
上
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
はT

he Im
portance 

of the D
irect Phase of M

ission W
ork

と
題
す
る
文
章
の
中
で
、
我
々
宣
教
師
は
は
主
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
中
国
に
送
り
込
ま
れ
た

の
で
あ
り
、
我
々
が
こ
こ
に
い
る
の
は
、
未
だ
福
音
を
聞
い
て
い
な
い
多
く
の
人
々
に
、
直
接
、
福
音
を
届
け
る
た
め
で
あ
る
、
と
明

確
に
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
や
中
国
に
い
る
宣
教
師
の
三
分
の
一
し
か
、
こ
の
伝
道
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
我
々
は
「
負
け
戦
」
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
寺
院
や
宗
廟
は
継
続
的
に
建
設
、
修
繕
さ
れ
て
お
り
、
異
教
文
明
は

未
だ
に
生
き
て
い
る
し
、
活
発
で
あ
る
。
も
っ
と
効
果
的
に
、
そ
し
て
大
規
模
に
伝
道
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
中
国
を
キ

リ
ス
ト
教
国
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
に
は
、
未
だ
に
宣
教
師
が
常
駐
し
て
い
な
い
地
域
が
存
在
す
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

江
蘇
省
の
沿
海
部
の
諸
都
市
が
そ
う
で
あ
る
。
長
年
、
こ
の
仕
事
に
従
事
し
て
き
た
経
験
か
ら
い
っ
て
、
こ
の
仕
事
に
は
よ
き
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
、
質
の
高
い
中
国
人
の
牧
師
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
普
及
し
て
い

る
よ
う
に
、
バ
イ
ブ
ル
・
ス
ク
ー
ル
を
設
立
し
、
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
偉
大
な
帝
国
に
福
音
を
も
た
ら

す
と
い
う
意
義
の
あ
る
仕
事
は
、
外
国
人
で
あ
れ
中
国
人
で
あ
れ
、
能
力
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
そ
れ
を
生
か
す
べ
き
で
あ
る
、
と
結
ん

（
注
　
）
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で
い
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
憂
慮
し
た
当
時
の
こ
う
し
た
傾
向
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
〇
〇
年
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
の
浸
透
に
よ
る
も
の
で
、
個
人
へ
の
伝
道
よ
り
も
、
社
会
の
改
革
運
動
を
重
視
す
る
動
き
と
連
動
し
て
い
る
。
フ
ァ
ン
ダ
メ

ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
容
認
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
辛
亥
革
命
を
経

て
、
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
で
も
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
本
気
で
中
国
を
キ
リ
ス
ト
教
国
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
翌
年
、
福
音
を
待
っ
て
い
る
「
偉
大
な
帝
国
」
は
崩
壊
す
る
。

　

な
お
、Zetzschea

に
よ
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
ら
の
信
条
に
従
っ
て
独
自
の
行
動
を
と
り
は
し
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
団

の
統
合
に
対
し
て
は
強
い
支
持
を
表
明
し
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
の
総
会
に
お
け
る
聖
書
の
漢
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
は
そ
の
た
め

の
第
一
歩
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
七
年
の
総
会
で
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
統
合
が
議
題
と
な
り
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
華
北

で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
宣
教
師
ら
も
、
統
合
に
向
け
て
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

鎮
江
で
の
活
動
─
辛
亥
革
命
以
降
　
一
九
一
〇
〜
一
九
二
一
　
五
十
八
〜
六
十
九
歳

　

一
九
一
〇
年
六
月
、
三
回
目
の
休
暇
帰
国
の
た
め
、
北
京
か
ら
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
内
地
会
の

本
部
に
一
週
間
滞
在
す
る
。
中
国
に
渡
っ
て
三
十
年
が
経
過
し
た
が
、
家
族
は
皆
元
気
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
三
月
、
中
国
へ
出
発
。

　

こ
の
時
期
の
活
動
と
し
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
、
自
身
の
著
作
作
り
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
一
つ
は
漢
語
の
テ
キ
ス
ト

の
編
纂
で
、
中
国
で
布
教
活
動
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
漢
語
テ
キ
ス
ト
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
最
初
の
十
年

で
、
語
学
教
材
の
小
冊
子A

n E
xposition of the Construction and Idiom

s of the M
andarin

を
編
纂
す
る
。
初
版
は
数
年
で

（
注
　
）
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な
く
な
り
、
二
刷
り
は
自
伝
執
筆
時
点
で
印
刷
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
の
最
大
の
関
心
事
は
、
聖
書
の
中
国
語
訳
で
、
ア

ブ
サ
ラ
ム
は
、Scofield Bible

の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
た
訳
を
作
り
た
か
っ
た
。
一
八
九
〇
年
春
、
上
海
で
のGeneral 

M
issionary Conference

で
、
委
員
会
は
聖
書
の
新
し
い
中
国
語
訳
を
作
る
こ
と
を
決
定
し
、
三
つ
の
委
員
会
が
作
ら
れ
、（
一
）

既
存
の
北
京
官
話
訳
を
推
敲
す
る
、（
二
）
新
た
に
平
易
な
文
学
的
訳
を
つ
く
る
、（
三
）
新
た
に
高
度
な
文
学
的
訳
を
つ
く
る
、
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
年
を
か
け
る
も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
言
わ
せ
る
と
、
失
望
的
な
結
果
に
な
っ
て
し

ま
う
。
二
つ
の
文
学
的
訳
は
、
間
違
い
が
多
か
っ
た
。
既
訳
の
リ
バ
イ
ズ
版
は
ま
あ
ま
あ
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
表
現
が
曖
昧
だ
っ
た

り
、
理
解
し
に
く
い
表
現
な
ど
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
読
ん
で
も
理
解
で
き
ず
、
普
通
の
中
国
人
信
者
の
使
用
に
は
適
し
て
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
帰
国
の
際
に
持
ち
帰
り
、
推
敲
を
重
ね
た
。
中
国
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
中
国
人
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
手
直
し
し
、

つ
い
に
は
全
く
新
し
い
訳
を
完
成
さ
せ
た
。

　

さ
て
、
聖
書
の
漢
訳
は
佐
伯
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
単
に
漢
語
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
聖
書
の
解
釈
ま
で
関
わ
る
神
学
的
な
問

題
で
も
あ
り
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
語
学
力
を
買
わ
れ
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
一
九
〇
九
年
に
聖
書
官
話
訳
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
こ
と
は
彼
に
と
っ
て
も
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ま
た
最
大
の
ト
ラ
ブ
ル
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
聖
書
の
漢
訳
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
るZetzschea

が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
中
国
に
来

る
一
八
八
〇
年
ま
で
に
は
、
十
数
種
類
の
（
主
に
新
約
）
聖
書
の
部
分
漢
訳
が
あ
っ
た
が
、
用
語
と
翻
訳
方
法
を
巡
っ
て
意
見
が
分
か

れ
て
い
た
。General M

issionary Conference

が
開
か
れ
た
一
八
九
〇
年
ま
で
は
、
北
京
官
話
に
よ
る
漢
訳
は
文
語
に
よ
る
漢
訳

よ
り
も
一
段
低
く
見
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
述
べ
て
い
る
如
く
、
三
種
類
の
漢
訳
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
二
つ
の
文
語
訳
は
頓
挫
し
て
し
ま
う
。
官
話
訳
は
十
七
年
後
の
一
九
〇
七
年
に
な
っ
て
完
成
す
る
が
、
委
員
会
は
翻
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訳
を
巡
っ
て
対
立
す
る
。
山
東
に
い
た
北
長
老
教
会
宣
教
団
の
宣
教
師
、C.W

.M
ateer

の
行
っ
た
口
語
訳
に
対
し
、
内
地
会
所
属
の

バ
プ
テ
ィ
ス
ト
、F.W

.Baller

が
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
にM

ateer

が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
ア
ブ
サ
ラ

ム
が
後
任
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
〇
九
年
に
芝
罘
で
開
か
れ
た
会
合
で
紛
糾
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
退
席
し
、
委
員
も

辞
任
す
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
聖
書
協
会
（A

m
erican Bible Society

）
に
手
紙
を
書
き
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
か
ら
の
訳
で
は
な
く
英
語

か
ら
の
漢
訳
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
漢
語
も
口
語
で
な
い
う
え
に
正
確
で
は
な
い
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
のBaller

に
よ
っ
て
委
員
会
が
牛

耳
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。
と
り
わ
け
彼
はGod

を
「
上
帝
」
と
訳
す
こ
と
に
疑
義
を
提
起
し
て
い
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が

自
力
で
聖
書
の
口
語
訳
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
。

　

漢
訳
聖
書
の
問
題
点
に
対
し
て
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
一
九
一
二
年
十
一
月
号
のT

he Chinese R
ecorder

に
自
ら
の
見
解
を
主
張

し
て
い
る
。Chinese Christuians and Bible Study

と
題
す
る
一
文
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
漢
訳
に
対
す
る

批
判
の
み
な
ら
ず
、
漢
訳
聖
書
の
意
義
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
部
分
が
興
味
深
い
の
で
紹
介
し
た
い
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、
中
国

人
は
、
何
世
代
に
も
渡
っ
て
、
三
つ
の
宗
教
を
信
仰
し
て
き
た
。
一
つ
は
想
像
上
の
神
々
の
像
（
門
神
、
竃
神
な
ど
の
民
間
信
仰
、
道

教
的
な
も
の
も
含
ま
れ
よ
う
）、
二
つ
は
聖
人
（
聖
人
を
複
数
型
に
し
て
い
る
の
で
、
孔
子
や
釈
迦
の
こ
と
で
、
儒
教
や
仏
教
を
指
し

て
い
よ
う
）、
三
つ
は
天
と
地
の
神
で
あ
る
。
教
育
を
受
け
て
い
な
い
普
通
の
中
国
人
の
多
く
は
、
自
ら
が
信
仰
し
て
い
る
対
象
物
を

知
性
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
国
人
信
者
の
多
く
が
、
な
か
な
か
知
的
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
れ
な
い
最
大
の
原
因
の
一

つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
彼
ら
は
、
一
般
に
現
世
的
な
利
益
の
た
め
に
、
慣
習
と
し
て
こ
う
し
た
神
々
を
信
仰
し
て
い
る
だ
け
で
、
同
じ
よ

う
な
理
由
で
今
度
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
る
。
な
っ
た
後
も
、
新
し
い
信
仰
を
知
的
に
深
め
よ
う
と
い
う
願
望
も
な
い
。
残
念
な
こ
と

に
、
通
常
の
一
般
信
徒
は
僅
か
し
か
聖
書
を
読
ま
な
い
し
、
中
に
は
全
く
文
字
が
読
め
な
い
者
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
人
の

責
任
で
は
な
く
、
我
々
宣
教
師
の
側
の
責
任
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
我
々
が
、
中
国
人
に
読
み
や
す
い
漢
語
の
聖
書
を
提
供
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し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
仏
教
が
中
国
人
の
間
で
広
ま
っ
た
一
つ
の
理
由
は
、
仏
典
が
美
し
い
漢
語
で
書

か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
し
、
漢
訳
聖
書
の
問
題
点
を
喚
起
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
読
む
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
読
み
や
す
い
漢
訳
聖
書
に
こ
だ
わ
る
理
由
も
よ
く
分
か
る
。
ま
た
、
彼
が
中
国
人
の
宗
教
を
、
神

像
の
あ
る
諸
々
の
神
々
、（
神
像
の
な
い
）
天
と
地
の
神
、
そ
し
て
創
始
者
の
存
在
す
る
儒
教
や
仏
教
と
い
う
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
の

は
、
あ
る
意
味
、
理
論
的
な
分
類
で
は
あ
る
。
ま
た
中
国
人
が
世
俗
の
利
益
の
た
め
に
気
ま
ぐ
れ
に
信
仰
を
変
え
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト

教
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
鋭
い
。
し
か
し
、
民
間
信
仰
を
想
像
上
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
知
性
的
で
は
な
い
と
す
る
の

は
、
一
神
教
的
な
偏
見
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
イ
エ
ス
は
聖
人
で
は
な
く
、
神
の
啓
示
を
受
け
た
使
者
と
定
義

し
よ
う
が
、
キ
リ
ス
ト
教
自
体
も
あ
る
意
味
で
は
創
始
者
が
存
在
す
る
宗
教
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
中
国
人
が
信
仰
し
て
き
た
三
つ
の

宗
教
の
全
て
に
代
わ
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
の
部
分
に
「
代
替
物
」
を
も
っ
て
き
た
だ
け
と
な
る
。
こ
の
交

換
が
う
ま
く
い
っ
た
と
し
て
も
、
残
り
の
民
間
信
仰
や
天
と
地
の
神
へ
の
信
仰
の
問
題
を
ど
う
す
べ
き
か
へ
の
言
及
は
な
い
。
彼
と
し

て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
も
消
滅
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
彼
が
分
析
し
た
中
国
人
の
宗
教

観
は
、
自
分
の
漢
訳
聖
書
の
意
義
を
強
調
す
る
た
め
の
導
入
部
分
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
深
く
追
求
す
る
意
思
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

Zetzschea

に
よ
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
こ
の
一
文
が
掲
載
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
一
三
年
に
、
中
国
人
協
力
者
の
朱
（Zhu 

baohui

）
と
共
に
最
初
の
口
語
訳
を
完
成
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、U

nionV
ersion

やBaller

に
対
す
る
熱
狂
的
夢
想
家
の
如
き

挑
戦
で
あ
っ
た
。
彼
の
漢
訳
は
口
語
的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
が
、
大
胆
な
意
訳
を
し
、
注
釈
も
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
漢

訳
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
出
版
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
聖
協
会
は
彼
の
漢
訳
聖
書
の
出
版
を
認
め
な
か
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
そ
の
後
も
漢
訳
の

推
敲
を
繰
り
返
し
、
そ
の
作
業
は
亡
く
な
る
一
九
三
一
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
な
お
、
彼
の
死
後
、
協
力
者
で
あ
っ
た
朱
は
ギ
リ
シ
ア

（
注
　
）

 13
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語
の
教
師
と
な
り
、
独
自
に
漢
訳
を
行
い
、
一
九
三
六
年
に
こ
れ
を
出
版
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
に
忠
実
な
彼
の
訳
は
、
ア
ブ
サ
ラ

ム
の
訳
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
二
人
の
漢
訳
作
業
に
お
け
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
主
導
権
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
な
り
の
評
価
を
得
た
漢
語
テ
キ
ス
ト
と
違
い
、
彼
の
も
う
一
つ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
聖
書
の
口
語
訳
は
、
こ
う
し
て
つ

い
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
パ
ー
ル
が
一
九
六
三
年
に
な
っ
て
、
最
終
版
の
漢
訳
聖
書
を
ア
メ
リ
カ
聖
書
協
会
に
寄

贈
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
父
の
気
持
を
思
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

三
回
目
の
帰
国
か
ら
戻
っ
た
中
国
は
激
動
の
中
に
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
春
、
戻
っ
て
ま
も
な
く
、
辛
亥
革
命
が
勃
発
し
、
国
内
は

混
乱
状
態
に
陥
る
。
宣
教
師
ら
は
、
安
全
の
た
め
に
上
海
に
避
難
す
る
。
そ
こ
で
、
宣
教
師
ら
は
、
余
っ
た
時
間
を
語
学
研
修
に
当
て

る
こ
と
に
す
る
。
但
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
は
領
事
の
勧
告
に
従
わ
ず
、
鎮
江
に
留
ま
る
。
そ
の
後
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
数
週
間
の
語
学

教
育
の
為
に
上
海
へ
出
る
。
こ
れ
を
期
に
、
南
京
に
正
式
に
語
学
学
校
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
北
京
、
蘇
州
に
も
開
設

さ
れ
、
以
降
の
新
任
宣
教
師
の
語
学
研
修
の
場
に
な
る
。
自
伝
を
校
訂
し
た
グ
レ
ー
ス
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
漢
語
テ
キ
ス
ト
の
小
冊
子

が
こ
こ
ま
で
発
展
し
、
そ
の
語
学
力
か
ら
彼
が
中
国
語
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。　

　

上
海
か
ら
鎮
江
に
戻
る
と
、
生
涯
で
初
め
て
家
を
建
て
、
そ
の
後
、
こ
の
家
に
最
も
長
く
住
む
こ
と
に
な
る
（『
母
の
肖
像
』
に
よ

る
と
、
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
家
を
丘
の
上
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
と
し
て
い
る
の
で
、
新
地
し
た
の
は
他
の
場
所
と
推
測
さ
れ
る
）。
一
九

一
四
年
冬
、
パ
ー
ル
が
大
学
を
卒
業
し
、
母
の
看
病
の
為
に
中
国
へ
戻
っ
た
。
一
九
一
五
年
夏
、
妻
が
熱
帯
性
鷲
口
瘡
に
感
染
し
、
船

酔
い
を
恐
れ
て
帰
国
せ
ず
、
廬
山
に
療
養
へ
。
翌
年
の
夏
も
そ
こ
で
療
養
し
、
パ
ー
ル
と
グ
レ
イ
ス
が
牯
嶺
に
行
き
、
家
を
増
築
し
、

看
病
に
あ
た
る
。
一
九
一
七
年
、
パ
ー
ル
は
北
長
老
教
会
宣
教
団
関
係
者
の
青
年
、
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
と
結
婚
し
、
宿
州
へ
移
り

住
む
。
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一
九
一
八
年
夏
、
船
酔
い
を
嫌
う
妻
一
人
を
鎮
江
に
残
し
、
上
海
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
た
グ
レ
ー
ス
と
二
人
で
ア
メ

リ
カ
へ
、
四
度
目
の
休
暇
帰
国
す
る
。
中
国
か
ら
は
四
ヶ
月
離
れ
た
だ
け
で
、
一
九
一
九
年
始
め
に
中
国
に
戻
る
。
夏
、
妻
の
病
状
が

悪
化
し
、
廬
山
で
療
養
、
秋
に
鎮
江
に
連
れ
戻
す
。
一
九
二
一
年
十
月
、
妻
が
病
死
す
る
。
そ
の
数
週
間
前
、
グ
レ
ー
ス
が
母
の
看
病

の
た
め
に
大
学
を
三
年
で
卒
業
、
宣
教
師
と
し
て
中
国
に
戻
り
、
看
病
し
た
。
グ
レ
ー
ス
と
共
に
鎮
江
の
家
に
残
り
、
布
教
活
動
を
続

け
る
こ
と
に
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
、
鎮
江
時
代
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
布
教
の
前
線
に

立
つ
宣
教
師
と
し
て
は
、
清
江
浦
や
宿
遷
を
拠
点
に
蘇
北
で
の
布
教
活
動
に
奔
走
し
た
一
八
八
六
年
か
ら
一
八
九
六
年
ま
で
の
十
年
間

が
、
最
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
年
齢
も
三
十
四
歳
か
ら
四
十
四
歳
ま
で
と
若
く
、
困
難
な
仕
事
に
立
ち
向
か
う
だ

け
の
体
力
や
気
力
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
は
中
国
側
の
社
会
の
大
き
な
変
化
も
あ
っ
た
。
義
和
団
事
件
や
辛
亥
革
命
、
そ
れ
に
続
く
北
伐
と
、
情
況
は
十
九
世
紀
末
と

は
大
き
く
違
っ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
情
熱
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
南
京
に
南
京
神
学
院
を
開
設
し
た
り
、
語
学
教
育

に
携
わ
っ
た
り
、
聖
書
の
官
話
訳
を
試
み
た
り
し
て
い
る
。

　

Zetzschea

は
、
こ
の
時
期
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
活
動
を
以
下
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。
妻
を
亡
く
す
一
九
二
一
年
ご
ろ
ま
で
に
は
、

北
部
江
蘇
宣
教
団
内
に
お
け
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
対
す
る
反
感
は
最
高
潮
に
達
し
、
鎮
江
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
若
い
二
人
の
宣
教
師
ら

に
よ
っ
て
リ
タ
イ
ア
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
実
際
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
七
十
歳
近
く
に
な
っ
て
は
い
た
。
彼
ら
の
前
任
者
同
様
、
彼
ら

も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
長
年
行
っ
て
き
た
広
域
を
定
期
的
に
巡
回
し
て
ま
わ
る
布
教
方
法
に
反
対
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
の
事
情
を
、
コ
ー
ン
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
七
十
歳
を
迎
え
た
頃
、
彼
は
教
会
か
ら
「
新
し
い
規
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則
に
従
っ
て
、
今
後
は
伝
道
師
は
全
て
七
十
歳
で
退
任
す
べ
し
」
と
の
通
告
を
受
け
る
。
彼
が
例
外
を
認
め
る
よ
う
申
し
出
る
も
、
却
下

さ
れ
る
。
彼
は
伝
道
理
事
会
の
支
援
な
し
に
伝
道
を
続
け
よ
う
と
す
る
も
、
当
地
（
鎮
江
）
の
教
会
を
ま
わ
っ
て
み
る
と
、
教
会
は
す
で

に
改
組
さ
れ
、
彼
の
助
手
た
ち
は
解
雇
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
鎮
江
で
の
最
後
の
巡
回
説
教
の
際
、
軽
い
心
臓
発
作
を
起
こ
し
、
体
力
の

低
下
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
妻
の
死
の
翌
年
、
長
年
の
拠
点
で
あ
っ
た
鎮
江
を
去
っ
た
の
に
は
、
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
た
。

南
京
時
代
　
一
九
二
二
〜
一
九
三
一
　
七
十
〜
七
十
九
歳

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
敗
北
を
救
お
う
と
、
パ
ー
ル
は
南
京
神
学
校
に
彼
の
た
め
に
教
職
を
確
保
し
よ
う
と
奔
走
し
、
交
渉
の
末
に
、
ア
ブ

サ
ラ
ム
は
通
信
伝
道
過
程
の
学
部
長
の
職
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
上
で
、
パ
ー
ル
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
を
南
京
大
学
の
官
舎
に
移
り

住
む
よ
う
強
く
求
め
た
。
し
か
し
、
鎮
江
の
拠
点
と
の
関
係
は
維
持
し
、
南
京
か
ら
通
う
よ
う
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二
二
年
の
秋
、

最
初
の
鎮
江
行
き
の
際
に
重
病
に
か
か
り
、
南
京
へ
戻
る
。
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
の
仲
間
な
し
で
、
中
国
を
数
千
マ
イ
ル
旅
し
て
き
た

が
、
生
死
を
さ
ま
よ
う
大
病
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
時
の
こ
と
は
、
パ
ー
ル
に
よ
る
父
の
伝
記
に
詳
し
い
。
旅
の
途
中
で
赤
痢
に
感
染
し
て
衰
弱
し
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
ジ
ャ
ン
ク

に
戻
る
も
、
船
頭
が
金
を
出
さ
な
け
れ
ば
船
を
出
さ
な
い
と
い
い
、
三
日
三
晩
、
ほ
っ
て
置
か
れ
る
。
最
後
に
、
船
頭
は
ア
ブ
サ
ラ
ム

の
時
計
や
ペ
ン
な
ど
全
て
の
所
持
品
を
取
り
、
ど
う
な
っ
て
も
彼
を
責
め
な
い
と
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
約
束
さ
せ
た
う
え
で
、
渋
々
船
を
出

し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
船
頭
が
彼
を
殺
害
し
て
河
に
投
げ
捨
て
な
か
っ
た
だ
け
で
も
幸
い
で
あ
っ
た
。
瀕
死
の
状
態
で
南
京
の
家

に
た
ど
り
着
い
た
彼
は
、
そ
の
後
、
体
調
を
崩
し
、
こ
の
時
の
恐
怖
も
あ
っ
て
、
二
度
と
旅
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
あ
る
。
こ

の
時
の
恐
怖
か
ら
、
鎮
江
行
き
は
こ
れ
が
最
後
と
な
っ
た
。

　

南
京
に
引
っ
越
し
て
す
ぐ
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
パ
ー
ル
の
促
さ
れ
て
し
ぶ
し
ぶ
と
自
伝
を
執
筆
す
る
。
こ
れ
を
執
筆
す
る
際
に
、
彼
は

（
注
　
）

 14

（
注
　
）

 15

（
注
　
）

 16
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パ
ー
ル
に
多
く
の
こ
と
を
語
っ
て
お
り
、
手
書
き
の
自
伝
と
と
も
に
、
パ
ー
ル
が
後
に
父
の
伝
記
で
あ
るFighting A

ngel

を
執
筆

す
る
際
に
参
考
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
自
伝
が
公
開
出
版
さ
れ
た
の
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
死
後
、
半
世
紀
を
経
た
一

九
七
八
年
の
こ
と
で
、
パ
ー
ル
の
死
（
一
九
七
三
年
）
か
ら
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ル
の
妹
で
あ
る
グ
レ
ー
ス
に
よ
っ
て
、

手
書
の
原
稿
に
校
訂
が
施
さ
れ
、
五
十
五
頁
の
小
冊
子
と
し
て
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
生
誕
基
金
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

　

な
お
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
二
七
年
に
北
伐
軍
が
南
京
に
入
城
し
た
時
に
も
、
混
乱
の
中
で
一

家
は
あ
や
う
く
殺
害
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
先
述
の
如
く
、
佐
伯
好
郎
は
「
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
、
一
九
二
七
年
に
国
民
党
軍
が
南
京

を
占
領
す
る
と
、
政
府
軍
は
南
京
大
学
副
総
長
ウ
イ
リ
ア
ム
を
校
庭
で
射
殺
し
、
対
外
強
行
姿
勢
を
示
し
、
宣
教
師
宅
に
侵
入
し
略
奪

を
行
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
そ
れ
ま
で
の
暴
徒
と
違
っ
て
、
命
を
受
け
た
軍
隊
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、
規
模
も
真

剣
さ
も
違
っ
た
。

　

こ
の
事
件
を
、
鶴
見
和
子
は
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
』
の
中
で
、
バ
ッ
ク
のW

hat A
m

erica M
eans to M

e 

（
一
九
四
二
）
を
引
い

て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
パ
ー
ル
に
と
っ
て
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
恐
怖
の
日
々
で
あ
っ
た
。
国
民
軍
が
南
京
に
攻

め
入
っ
た
時
、
七
名
の
外
国
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
バ
ッ
ク
一
家
（
バ
ッ
ク
夫
婦
と
七
十
五
歳
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
）
は
、
危
険
を
聞
き
つ
け

て
駆
け
つ
け
て
き
て
く
れ
た
一
人
の
中
国
人
婦
人
に
よ
っ
て
命
拾
い
を
す
る
。
彼
女
の
小
屋
の
一
室
に
か
く
ま
わ
れ
た
が
、
着
の
身
着

の
ま
ま
で
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
、
四
十
八
時
間
を
過
ご
し
た
。
こ
の
間
、
外
で
は
近
所
の
人
間
が
、
白
人
を
か
く
ま
っ
た
り
す
る
と
隣
近

所
が
皆
殺
し
と
な
る
の
で
、
早
く
出
し
て
し
ま
え
と
、
詰
め
寄
る
怒
号
を
聞
い
て
い
る
。
彼
女
の
命
が
け
の
行
為
に
よ
っ
て
、
な
ん
と

か
一
家
は
殺
害
を
免
れ
る
も
、
家
は
焼
か
れ
、
持
っ
て
い
る
も
の
全
て
を
失
っ
た
。
そ
し
て
三
日
後
に
は
、
大
学
の
構
内
に
百
人
ほ
ど

の
外
国
人
と
と
も
に
収
容
さ
れ
た
。（
こ
の
後
、
外
国
人
ら
は
上
海
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。）
こ
の
時
に
体
を
張
っ
て
一
家
を
助
け
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て
く
れ
た
女
性
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
バ
ッ
ク
が
雇
っ
て
い
た
庭
師
の
妻
で
、
数
年
前
に
蘇
北
の
農
村
か
ら
飢
饉
の
た
め
に
南
京
に
逃

れ
て
き
て
い
た
女
性
だ
っ
た
。
バ
ッ
ク
の
家
の
戸
口
に
立
っ
て
助
け
を
求
め
る
彼
女
を
招
き
入
れ
、
世
話
を
し
た
。
彼
女
は
バ
ッ
ク
の

家
で
子
供
を
産
み
、
そ
の
子
も
バ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
命
拾
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
出
来
事
は
、
パ
ー
ル
も
自
ら
の
自
伝
の
中
で
、

人
生
を
変
え
た
決
定
的
な
日
の
一
つ
で
あ
る
と
、
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
女
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
る
こ
の
女
性
と
の
出
会
い
に
つ

い
て
、
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

　

晩
年
の
南
京
時
代
の
活
動
に
関
し
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
南
京
を
拠
点
に
布
教
活
動
を
継
続
し
た
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
と

し
て
は
、
通
信
伝
道
学
部
（Correspondence D

epartm
ent

）
で
の
仕
事
、
通
信
伝
道
学
部
の
仕
事
と
関
連
す
る
文
献
業
務
、
お

よ
び
南
京
の
四
カ
所
で
バ
イ
ブ
ル
教
室
を
開
く
な
ど
の
説
教
活
動
を
あ
げ
て
い
る
。　

　

Zetzschea

に
よ
る
と
、
通
信
伝
道
学
部
で
の
仕
事
と
は
、
南
京
神
学
校
（U

nion T
heological Sem

inary

）
が
一
九
二
二
年
に

始
め
た
聖
書
研
究
の
為
の
通
信
教
育
課
程
（Correspondence Course of Bible Study

）
の
こ
と
で
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
主
導
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
八
十
人
ほ
ど
の
生
徒
に
聖
書
の
講
義
を
す
る
も
の
で
、
彼
に
と
っ
て
は

う
っ
て
つ
け
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
文
献
業
務
と
は
、
関
連
す
る
教
材
の
準
備
を
指
し
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
で
あ
っ

た
彼
の
意
に
反
す
る
教
材
は
排
除
さ
れ
た
。

　

彼
が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
当
時
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
団
の
新
し
い
潮
流
が
あ
っ
た
。

十
九
世
紀
末
、
ア
メ
リ
カ
で
起
っ
た
、
リ
ベ
ラ
ル
な
神
学
と
社
会
的
な
義
務
と
し
て
の
伝
道
へ
の
移
行
と
い
う,,social gospel ,,

の
運

動
は
二
十
世
紀
に
入
る
と
中
国
に
も
押
し
寄
せ
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
一
一
年
の
革
命
以
降
、
信
者
の
増
加
も
あ
っ
て
、
宣
教
師
ら
は

自
分
ら
の
使
命
が
中
国
の
近
代
国
家
建
設
を
手
助
け
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
教
育
を
重
視
す
る
よ

（
注
　
）

 17

（
注
　
）
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う
に
な
っ
た
。T

he Chinese R
ecorder

を
は
じ
め
と
す
る
刊
行
物
も
、
新
し
い
潮
流
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
絶
対
的
な
優
位
性
を
信
じ
て
い
て
、
仏
教
や
道
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
上
に
儒
教
を
悪
と
見
な
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
も
、

儒
教
を
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
橋
渡
し
と
み
な
し
て
い
た
初
期
の
宣
教
師
や
新
し
い
潮
流
と
は
正
反
対
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
同
僚
に

対
し
て
優
越
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
皆
か
ら
疎
ん
じ
ら
る
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、
中
国
人
に
対
し
て
は
、
優
越
感
と
い
う

よ
り
も
父
の
よ
う
に
接
し
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
も
裏
返
せ
ば
、
優
越
感
の
一
つ
の
表
れ
で
は
あ
っ
た
。
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト

ら
も
団
結
し
て
対
抗
は
す
る
も
の
の
、
中
国
在
住
の
宣
教
師
ら
の
主
流
は
リ
ベ
ラ
ル
派
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
潮
流
に
対
し
、

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
真
っ
向
か
ら
戦
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
自
ら
の
五
十
年
に
及
ぶ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
否
定
さ
れ
る
思
い
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　

自
伝
を
締
め
く
く
る
に
際
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
中
国
に
お
け
る
自
分
の
半
生
を
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
総
括
す
る
な
ら
、
中
国
に
お
け
る
活
動
は
多
岐
に
富
み
、
病
院
活
動
以
外
は
す
べ
て
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
や
は
り
中
心
は
説
教

活
動
だ
っ
た
。
全
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
私
は
開
拓
者
と
し
て
、
巡
回
説
教
や
新
た
な
拠
点
の
開
設
を
義
務

と
し
て
き
た
し
、
揚
子
江
下
流
域
で
私
以
上
に
こ
の
仕
事
を
し
て
き
た
人
間
は
い
な
い
。
二
十
以
上
の
場
所
を
家
と
し
て
過
ご
し
て
き

た
。
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
き
た
活
動
を
列
挙
す
る
な
ら
、（
一
）
杭
州
で
の
説
教
活
動
に
新
た
な
活
力
を
注
入
し
た
こ
と
、（
二
）
山
東

で
の
活
動
もD

r.Corbett

に
先
行
し
た
こ
と
（
徐
州
で
の
布
教
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）、（
三
）
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
手

を
着
け
て
い
な
か
っ
た
江
蘇
省
の
揚
子
江
以
北
で
の
仕
事
を
始
め
た
こ
と
、（
四
）
語
学
学
校
で
教
え
た
最
初
の
人
間
の
一
人
で
あ
っ

た
こ
と
、（
五
）
南
京
に
て
南
京
神
学
院
を
開
設
す
る
際
の
リ
ー
ダ
ー
に
選
ば
れ
た
こ
と
、（
六
）
そ
こ
で
初
め
て
通
信
教
育
コ
ー
ス
を

始
め
た
こ
と
、（
七
）
北
部
江
蘇
宣
教
団
と
し
て
四
つ
の
中
心
的
な
支
局
を
開
設
す
る
う
え
で
支
援
に
関
わ
っ
た
こ
と
、（
八
）
鎮
江
支
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局
に
て
、
外
国
人
宣
教
師
と
し
て
は
一
人
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
国
人
の
説
教
者
を
拡
大
し
た
り
、
支
局
を
開
く
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
説
教
活
動
に
関
す
る
仕
事
を
始
め
た
こ
と
、
の
八
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
四
十
八
年
間
働
い
て
き
た
が
、
体
調

も
よ
く
、
こ
れ
か
ら
も
体
力
が
続
く
限
り
働
い
て
い
き
た
い
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
三
女
の
パ
ー
ル
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
も
、
四
女
の
グ
レ
ー
ス
夫
婦
と
江
西
省
の
廬
山
で
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

一
九
三
一
年
の
七
月
、
今
度
は
長
江
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
。
春
の
間
、
降
り
続
い
た
豪
雨
が
武
漢
で
合
流
し
、
長
江
が
増

水
、
つ
い
に
決
壊
し
て
長
江
下
流
の
全
域
に
氾
濫
し
た
。
二
ヶ
月
間
も
水
が
引
か
ず
、
千
四
百
万
の
人
が
家
を
失
い
、
二
百
万
の
人
が

命
を
落
と
し
た
。
水
死
し
た
者
も
い
く
ら
か
は
い
た
が
、
そ
の
殆
ど
は
伝
染
病
や
飢
餓
で
死
亡
し
た
。
都
市
周
辺
の
低
地
は
水
深
六
十

～
九
十
セ
ン
チ
浸
水
し
、
人
々
は
急
ご
し
ら
え
の
足
場
や
通
路
で
暮
ら
し
て
い
た
。
死
体
は
比
較
的
高
い
地
面
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま

か
、
川
や
運
河
で
腐
乱
し
て
い
た
。
パ
ー
ル
は
洪
水
と
そ
の
犠
牲
者
の
目
撃
証
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
八
月
の
終
り
、
長
江
の
水
位
が

ま
だ
高
い
頃
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
避
暑
地
で
あ
っ
た
江
西
省
の
廬
山
の
別
荘
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
七
十
九
年
の
生
涯
だ
っ
た
。
パ
ー
ル

は
洪
水
の
た
め
、
臨
終
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
グ
レ
ー
ス
が
看
取
り
、
廬
山
の
キ
リ
ス
ト
教
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

注（1
） 

原
文
のT

singkiangpu

は
清
江
浦
、
即
ち
現
在
の
淮
陰
を
指
し
て
い
る
。
清
江
の
旧
名
は
清
江
浦
で
あ
り
、T

singkiangpu 

と
も
対
応
し
て
い
る

（『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
八
冊
「
清
時
期
」
に
は
清
江
浦
の
地
名
が
み
え
る
。
上
海
辞
書
出
版
社
の
『
中
国
地
名
詞
典
』
に
よ
る
と
、
清
江
浦
は
旧

市
名
で
、
一
九
五
一
年
に
淮
陰
県
城
か
ら
分
離
、
設
置
さ
れ
た
が
、
原
名
の
清
江
浦
か
ら
そ
の
名
を
と
っ
た
と
あ
る
。
な
お
、
一
九
五
八
年
に
淮
陰

市
に
、
一
九
六
四
年
に
清
江
市
に
、
一
九
八
三
年
に
再
び
淮
陰
市
に
改
名
さ
れ
て
い
る
）。

（
2
） Pearl Fighting A

ngel （T
he Spirit and the Flesh 

合
冊
版
）pp31-34

（
注
　
）

 19
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（
3
） 

な
お
、
そ
の
後
の
展
開
を
紹
介
し
て
お
く
と
、T

he Southern Presbyterian Church

は
公
民
権
運
動
の
際
に
三
派
に
分
裂
し
、
一
九
七
三
年
に

は
保
守
派
がPCU

S

か
ら
分
離
し
、Presbyterian Church in A

m
erica

を
設
立
す
る
。T

he Southern Presbyterian Church

は
、
一
九
八

三
年
に
な
っ
て
、
現
在
のPresbyterian Church

（U
.S.A

.

）
に
合
流
す
る
。
こ
の
結
果
、T

he Southern Presbyterian Church

と
い
う
名

称
は
一
九
八
三
年
を
も
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
4
）
パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

一
一
七
～
一
二
〇
頁

（
5
）T

he Chinese R
ecorder　

V
ol.X

V
III N

o.7 1887

（
6
）
ネ
ビ
ウ
ス
、
及
び
コ
ル
ベ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
参
考
ま
で
にEverett N

. H
unt

、
及
びG. T

hom
pson Brow

n

の
評
伝
を
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

 

　

John Livingston N
evius 

（1829-1893

）
は
一
八
二
九
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
、U

nion College

やPrinceton Sem
inary

で
学
ん

だ
。
一
八
五
三
年
に
妻
のH

elen

と
共
に
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
寧
波
に
渡
っ
た
。
二
人
と
も
中
国
語
に
長
け
、
一
年
後
に
は
説
教
を
し
、
教
壇
に
立
っ

た
。
二
人
は
多
く
の
時
間
を
山
東
省
で
過
ご
し
た
。
巡
回
説
教
が
彼
の
宣
教
方
法
の
核
と
な
り
、
毎
年
の
よ
う
に
馬
に
乗
っ
て
各
地
の
教
会
を
巡
回

し
、
説
教
し
て
回
っ
た
。
但
し
、
夏
の
間
だ
け
は
三
十
～
四
十
名
が
彼
の
家
に
集
ま
り
、
聖
書
研
究
を
行
っ
た
。
彼
が
特
に
重
視
し
た
の
は
、（
中
国

人
自
ら
に
よ
る
）
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
と
（
組
織
の
）
管
理
、
教
会
の
（
経
済
的
）
自
立
で
、
加
え
て
、
聖
書
研
究
、
信
者
に
よ
る
自
己
管
理
、
他

の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団
と
の
協
調
な
ど
も
重
視
し
た
。
一
八
九
〇
年
、
ネ
ビ
ウ
ス
は
朝
鮮
の
長
老
教
会
宣
教
団
に
招
か
れ
、
彼
の
宣
教
方
法
を
説
明

し
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
教
会
も
彼
の
方
法
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ネ
ビ
ウ
ス
は
英
語
でSan-

Po

（
一
八
六
九
）、China and the Chinese
（
一
八
六
九
）、M

ethods of M
ission W

ork

（
一
八
八
六
）、D

em
on Possession and A

llied 
T

hem
es

（
一
八
九
四
）
な
ど
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
一
八
九
三
年
に
芝
罘
（
烟
台
）
で
亡
く
な
っ
た
（Everett N

. H
unt

著, ,John 
Livingston N

evius ,, Biographical D
ictionary of Chinese Christianity, http://w

w
w

.bdcconline.net/en/stories/

よ
り
）。

 

　

H
unter Corbett

（1835-1920

）
は
、
一
八
三
五
年
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
に
生
ま
れ
、W

ashington

及
びJefferson College

、Princeton 
T

heological Sem
inary

を
卒
業
し
た
後
、
一
八
六
五
年
に
妻
のLizzie

を
伴
っ
て
、
山
東
省
の
登
州
府
（
蓬
莱
）
に
到
着
、
以
来
、
長
年
に
わ

た
っ
て
芝
罘
（
烟
台
）
に
居
を
構
え
、
布
教
活
動
を
行
っ
た
。
同
僚
のCalvin M

ateer

やJohn N
evius

ら
と
共
に
、
独
自
の
宣
教
方
法
を
発
展

さ
せ
、
華
北
の
地
に
福
音
を
も
た
ら
し
、
と
り
わ
け
山
東
省
を
中
国
有
数
の
長
老
教
会
の
宣
教
地
と
し
た
。
都
市
部
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
農

村
部
を
く
ま
な
く
巡
回
説
教
す
る
と
い
う
の
が
、「
山
東
プ
ラ
ン
（the Shandong plan

）」
の
主
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
疲
れ
を
知
ら
ぬ
巡
回

説
教
者
」
と
呼
ば
れ
、
省
内
を
馬
や
ロ
バ
に
引
か
せ
た
カ
ー
ト
、
徒
歩
で
く
ま
な
く
回
っ
た
。
彼
の
旅
を
さ
ら
に
困
難
に
し
た
の
は
、
の
の
し
ら
れ
、

石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
は
従
来
の
方
法
に
と
ら
わ
れ
ず
、
劇
場
を
借
り
て
奥
の
部
屋
に
世
界
各
地
の
面
白
い
物
を
展
示

し
、
説
教
が
終
わ
る
と
そ
の
部
屋
を
見
せ
た
。
一
九
〇
〇
年
の
一
年
間
で
、
七
万
二
千
人
も
の
人
が
彼
の
説
教
を
聞
き
、
博
物
室
を
見
学
し
た
。
彼
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の
名
誉
あ
る
業
績
は
「
山
東
省
長
老
教
会
」
を
組
織
化
し
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
一
九
二
〇
年
ま
で
に
、
山
東
省
内
に
は
三
百
四

十
三
の
組
織
さ
れ
た
教
会
や
チ
ャ
ペ
ル
が
存
在
し
、
一
万
五
千
人
以
上
の
信
者
が
い
た
。
一
九
〇
六
年
に
彼
は
、T

he General A
ssem

bly of the 
Presbyterian Church, U

.S.A
.

の
総
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
彼
は
通
算
で
五
十
六
年
間
、
中
国
で
の
宣
教
活
動
に
仕
え
た
（G. T

hom
pson 

Brow
n

著　

'H
unter Corbett , Biographical D

ictionary of Chinese Christianity, http://w
w

w
.bdcconline.net/en/stories/

よ
り
）。

（
7
）
パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

百
八
十
二
頁

（
8
） Stirling 1983 p12

（
9
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
八
十
頁

（
10
） 

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、M

r.Bear

が
亡
く
な
っ
て
直
ぐ
の
一
九
〇
三
年
の
秋
、T

he Chinese R
ecorder

に
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
。M

r.Bear

と
は
彼

が
米
国
か
ら
上
海
に
や
っ
て
き
た
時
か
ら
、
十
六
年
来
の
つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
。M

r.Bear

は
長
ら
く
鎮
江
で
仕
事
を
し
た
あ
と
、
亡
く
な
る
七
、

八
年
前
か
ら
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
。M

r.Bear

は
書
い
た
も
の
は
少
な
い
が
、
聖
書
に
精
通
し
、
考
え
方
も
ア
ブ
サ
ラ
ム
と

同
じ
で
あ
り
、
よ
き
仲
間
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
体
が
弱
か
っ
た
が
、
使
命
感
に
燃
え
て
い
た
。
最
後
と
な
っ
た
旅
も
、
発
熱
し
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
を

清
江
浦
に
残
し
、
一
人
で
徐
州
に
出
か
け
た
た
め
に
、
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
同
行
し
て
い

れ
ば
、
と
い
う
心
残
り
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
、
数
少
な
い
彼
の
理
解
者
を
失
っ
た
こ
と
が
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
ろ
う
。
い
つ
も
は

簡
潔
で
気
取
っ
て
い
る
よ
う
な
文
章
を
書
く
彼
も
、
こ
の
追
悼
文
だ
け
は
素
直
で
、
情
感
の
こ
も
っ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
（V

ol.X
X

X
IV

 N
o.11 

1903

）。

（
11
） T

he Chinese R
ecorder V

ol.X
X

X
IV

 N
o.5 1908

（
12
） T

he Chinese R
ecorder V

ol.X
LI June 1910 pp387-394

（
13
） T

he Chinese R
ecorder V

ol.X
LIII O

ctober 1912 pp591-596

（
14
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
百
三
十
九
～
六
十
頁

（
15
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
百
六
十
～
一
頁

（
16
） Pearl Fighting A

ngel （T
he Spirit and the Flesh

合
冊
版
）pp164-166

（
17
） 

鶴
見
和
子
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
』
三
十
九
頁

（
18
） Pearl M

y several w
orld pp220-224

（
19
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
二
百
六
十
二
～
三
頁
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4　

宣
教
師
の
目
を
通
し
て
み
た
当
時
の
蘇
北
社
会

　

さ
て
、
筆
者
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
、
宣
教
師
の
目
を
通
し
て
み
た
当
時
の
蘇
北
社
会
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
ア
ブ
サ
ラ
ム

は
、
当
時
の
社
会
に
対
す
る
観
察
を
あ
ま
り
残
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
断
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
彼
がT

he Chinese R
ecorder 

誌
上
に
投
稿
し
た
文
章
、
お
よ
び
パ
ー
ル
の
書
い
た
両
親
の
伝
記
な
ど
か
ら
も
補
足
し
つ
つ
、
当
時
の
蘇
北
社
会
の
一
側
面
を
描
き
出

し
て
み
た
い
。

清
江
浦
（
一
八
八
七
～
一
八
九
一
）
及
び
宿
遷
（
一
八
九
二
～
一
八
九
六
）
の
情
況

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
蘇
北
の
地
に
拠
点
を
移
す
の
は
、
山
東
の
芝
罘
（
烟
台
）
か
ら
鎮
江
に
移
動
し
た
一
八
八
六
年
の
こ
と
で
、
翌
一
八

八
七
年
の
秋
に
、Rev.W

oods

家
族
と
と
も
に
、
家
族
で
清
江
浦
（
淮
陰
）
へ
移
動
す
る
。
清
江
浦
で
は
煉
瓦
造
り
の
し
っ
か
り
と

し
た
二
階
建
て
の
家
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
時
の
こ
と
を
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
、
誇
ら
し
げ
に
書
い
て
い
る
。
我
々
の
到
着
は
土
地
の
人
々
を
大
い
に
興
奮
さ

せ
、
多
く
の
人
々
が
訪
ね
て
き
た
。
自
分
ら
も
中
国
式
に
彼
ら
を
も
て
な
し
、
な
ぜ
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
か
を
話
し
て
聞
か
せ
た
。

訪
問
者
は
礼
儀
正
し
く
、
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
そ
の
秋
は
徐
州
府
ま
で
の
伝
道
に

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
。

　

ま
た
、
一
八
八
七
年
七
月
号
のT

he Chninese R
ecorder 

に
も
、
清
江
浦
に
不
動
産
を
借
り
て
拠
点
を
開
く
準
備
を
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
土
地
の
人
々
が
自
分
ら
に
友
好
的
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
清
江
浦
が
鎮
江
か
ら
船
で
数
日
で
来

ら
れ
る
距
離
に
あ
る
こ
と
、
こ
こ
か
ら
北
に
向
け
て
、
カ
ー
ト
で
移
動
で
き
る
陸
路
が
い
く
つ
も
伸
び
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
こ
の



68

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 2 号

拠
点
が
山
東
と
華
中
と
の
接
点
に
な
り
う
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

翌
一
八
八
八
年
春
に
な
る
と
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
、
清
江
浦
を
拠
点
に
、
江
蘇
省
の
北
部
、
と
り
わ
け
徐
州
府
を
定
期
的
に
訪
問

す
る
よ
う
に
な
る
。
先
述
の
如
く
、
山
東
に
拠
点
を
か
ま
え
て
い
た
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
よ
り
も
、
清
江
浦
に
住
む
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
方

が
江
蘇
省
北
端
へ
の
布
教
に
適
し
て
い
た
め
、
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
が
徐
州
府
に
設
け
て
い
た
小
さ
な
拠
点
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ

を
足
が
か
り
と
し
た
。
同
僚
のRev. W

oods

も
、
大
運
河
で
十
マ
イ
ル
南
に
あ
る
淮
安
府
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
る
。
鎮
江
と
清
江

浦
の
間
に
は
大
運
河
沿
い
に
四
つ
の
大
き
な
都
市
が
あ
り
、
大
運
河
か
ら
海
ま
で
は
長
江
沿
い
に
八
つ
の
都
市
が
あ
っ
た
。
中
国
の
人

口
密
度
は
概
し
て
高
く
、
目
前
に
は
無
限
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
清
江
浦
で
の
伝
道
に
つ
い
て
、
中
国
の
人
々
は
い
つ
も
の
よ
う
に
無
関
心
で
あ
っ
た
が
、
我
々
の
話
は
聞
い
て
く
れ

友
好
的
で
あ
っ
た
。
清
江
浦
で
は
宣
教
師
の
数
も
少
し
ず
つ
増
え
、
山
東
省
か
ら
一
、
二
名
の
中
国
人
の
助
手
が
加
わ
っ
た
が
、
そ
れ

か
ら
数
年
の
間
、
ご
く
僅
か
な
人
数
し
か
教
会
に
足
を
運
ん
で
（
改
宗
し
て
）
く
れ
な
か
っ
た
、
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
は
、
清
江
浦
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
は
書
い
て
い
な
い
が
、
清
江
浦
に
移
っ
て
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
ル
の
書
い
た
『
母
の
肖
像
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
当
初
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
以
外
に
は
白
人
は
住
ん
で
い
な
か
っ
た
（
自
伝
に
よ

れ
ば
、Rev. W
oods

家
族
も
い
た
こ
と
に
な
る
）。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
市
内
各
地
に
伝
道
所
を
設
け
、
市
の
周
囲
の
地
方
に
も
伝
道
網

を
張
っ
て
、
そ
の
間
を
往
復
し
た
。
母
は
子
供
も
い
た
の
で
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
同
行
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
市
内
の
伝
道
所
に
は

よ
く
出
か
け
、
ベ
ビ
イ
・
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
、
賛
美
歌
を
リ
ー
ド
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
説
教
の
後
に
寄
っ
て
き
た
婦
人
達
と
話
を
し
、

彼
女
ら
の
身
の
上
話
を
聞
い
て
あ
げ
た
、
と
あ
る
。

　

ま
た
、
パ
ー
ル
は
父
の
伝
記
の
中
で
、
清
江
浦
の
記
述
の
部
分
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
回
民
の
馬
氏
に
つ

（
注
　
）

 1

（
注
　
）

 2

（
注
　
）

 3
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い
て
書
い
て
い
る
。
馬
姓
の
彼
は
、
改
宗
し
た
が
た
め
に
家
族
も
離
れ
て
い
き
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
一
生
、
つ
い
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

ア
ブ
サ
ラ
ム
も
彼
を
立
派
な
説
教
者
に
育
て
、
助
手
と
し
た
。
彼
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
同
様
に
背
が
高
く
、
ア
ラ
ブ
の
血
の
混
ざ
っ
た
彼
の

顔
立
ち
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
並
ぶ
と
兄
弟
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
馬
氏
に
対
し
て
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
を
校
訂

し
た
グ
レ
ー
ス
も
、
清
江
浦
か
ら
鎮
江
に
戻
っ
て
開
設
し
た
教
室
の
生
徒
に
中
に
い
た
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
。
背
が
高
く
痩
せ
た
彼

の
顔
に
は
ア
ラ
ブ
の
血
が
混
じ
っ
て
い
た
。
父
の
弟
子
と
な
っ
た
彼
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
た
め
、
家
族
か
ら
は
絶
縁

さ
れ
、
時
が
経
つ
に
従
っ
て
、
彼
は
ま
す
ま
す
父
の
書
斎
で
共
に
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
グ
レ
ー
ス
は
彼
の
こ
と
を
、
背
が

高
く
ハ
ン
サ
ム
で
無
口
な
男
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。　

　

だ
が
、
清
江
浦
で
の
生
活
は
そ
れ
ほ
ど
楽
観
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
一
家
は
清
江
浦
で
あ
や
う
く
殺
害
さ
れ
そ

う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
清
江
浦
で
の
生
活
も
三
年
目
に
入
っ
た
一
八
九
〇
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
ア
ブ
サ

ラ
ム
は
自
伝
に
一
切
、
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
こ
の
危
機
的
な
状
況
の
な
か
、
彼
は
地
方
の
伝
道
の
旅
に
出
か
け
て

い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
パ
ー
ル
の
『
母
の
肖
像
』
に
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
、
パ
ー
ル
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
後
日
、
母
か
ら
聞
い
た
話
を
書
い
て
い
る
の
で
多
少
の
脚
色
は
あ
ろ
う
が
、
こ
と
の
あ
ら
ま
し
は
こ
の
通
り
で

あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
年
の
夏
、
清
江
浦
一
帯
は
猛
烈
な
旱
魃
に
襲
わ
れ
た
。
農
民
ら
は
粟
を
少
し
ず
つ
蒔
い
て
応
急
の
策
と
し
た

が
、
情
況
は
悪
化
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
伝
道
所
に
来
る
人
も
減
り
、
最
後
に
は
誰
も
来
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
街
中
で
キ
リ
ス
ト
教
の

小
冊
子
を
配
布
し
た
際
に
、
目
の
前
で
破
り
捨
て
ら
れ
、
彼
を
見
る
目
が
敵
意
に
満
ち
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
で
も
彼
は
数

週
間
の
予
定
で
伝
道
の
旅
に
出
て
し
ま
う
。
農
民
ら
の
間
で
、
旱
魃
は
外
国
人
が
や
っ
て
き
て
神
が
お
怒
り
に
な
っ
た
か
ら
だ
、
と
い

う
噂
が
広
ま
り
、
そ
の
死
骸
を
神
々
に
お
供
え
す
れ
ば
雨
が
降
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
あ
る
時
、
母
は
、
武
器
を

持
っ
た
農
民
ら
が
家
を
襲
い
、
一
家
を
皆
殺
し
に
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
不
在
で
、
逃
げ
場
の
な
い
母
と
三

（
注
　
）
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人
の
子
供
は
、
家
に
留
ま
り
な
が
ら
そ
の
時
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。
肝
の
据
わ
っ
た
母
は
、
お
茶
と
ケ
ー
キ
の
用
意
を
し
、
家
の
前

に
集
ま
っ
た
数
人
の
暴
徒
を
招
き
入
れ
、
お
茶
を
振
る
舞
う
。
あ
っ
け
に
取
ら
れ
た
農
民
ら
は
、
目
的
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
一
人
ま

た
一
人
を
家
を
立
ち
去
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
母
の
機
転
で
難
を
逃
れ
る
も
、
こ
の
時
に
命
拾
い
し
た
次
男
と
次
女
も
、
そ
の
年
の
秋

に
病
で
失
っ
て
し
ま
う
。

　

蘇
北
の
地
に
意
気
揚
々
と
乗
り
込
ん
だ
ア
ブ
サ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
思
う
よ
う
な
成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
山

東
に
お
け
る
ネ
ビ
ウ
ス
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
ら
の
成
功
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
彼
に
と
っ
て
は
、
焦
り
の
気
持
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
両
地

域
の
成
果
の
違
い
は
、
人
々
の
外
来
文
化
に
対
す
る
開
放
度
の
差
に
加
え
て
、
布
教
活
動
の
ス
タ
ー
ト
の
時
期
や
宣
教
師
の
数
の
ほ

か
、
山
東
の
場
合
、
飢
饉
救
済
を
契
機
と
し
た
布
教
の
浸
透
が
考
え
ら
れ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
最
初
の
一
次
帰
国
を
す
る
一
八
九
一

年
の
時
点
で
、
宣
教
師
の
数
（
南
長
老
教
会
宣
教
団
の
こ
と
か
）
は
百
人
に
満
た
ず
、
自
分
も
十
年
間
、
活
動
し
て
、
十
人
の
改
宗
者

し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
回
顧
し
て
い
る
。

　

一
八
九
〇
年
に
二
人
の
子
供
を
相
次
い
で
病
気
で
失
っ
た
一
家
は
、
十
年
間
の
中
国
滞
在
で
疲
労
困
憊
し
た
心
身
を
休
め
る
べ
く
、

一
八
九
一
年
に
最
初
の
一
時
帰
国
を
す
る
。
そ
し
て
一
八
九
二
年
に
中
国
に
戻
っ
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
鎮
江
で
の
滞
在
を
許
さ
れ
る

も
、
清
江
浦
を
訪
ね
て
み
て
、
そ
こ
に
戻
る
こ
と
に
す
る
。
お
そ
ら
く
休
暇
を
経
て
、
体
力
、
気
力
も
回
復
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
清
江
浦
に
戻
っ
て
早
々
、
大
運
河
沿
い
に
北
に
あ
る
宿
遷
に
、
新
た
に
拠
点
を
作
る
こ
と
に
す
る
。
教
団
の
委
員
会

か
ら
も
正
式
に
認
可
さ
れ
、
こ
の
為
に
若
い
二
人
の
新
会
員
、M

r. Patterson

とM
r.Grier

を
あ
て
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
八
九
三

年
春
、
宿
遷
に
拠
点
を
開
設
す
る
。
し
か
し
小
さ
な
町
で
適
当
な
場
所
を
探
す
の
に
苦
労
す
る
。
家
は
み
な
平
屋
で
土
壁
に
草
葺
き
の

（
注
　
）
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屋
根
だ
っ
た
。
二
年
以
上
を
経
て
も
、
適
当
な
家
を
探
す
こ
と
が
で
き
ず
、
仕
方
な
く
、
何
度
も
通
っ
て
は
長
期
滞
在
し
た
。
そ
し
て

な
ん
と
か
二
軒
の
宿
を
借
り
、
一
軒
に
家
族
が
住
ん
だ
。
人
々
は
白
人
宣
教
師
を
恐
れ
、
役
人
も
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
仲
間
に
加
わ
っ

た
新
任
の
宣
教
師
の
う
ち
、M

r. Grier

とM
r. W

hite

が
徐
州
府
に
拠
点
を
作
ろ
う
と
す
る
が
、
現
地
の
反
対
が
非
常
に
強
く
、
宿

遷
に
撤
退
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
は
、
宿
遷
を
拠
点
と
し
た
蘇
北
一
帯
で
の
伝
道
活
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
書
い
て
い
な
い

が
、
パ
ー
ル
の
書
い
た
父
の
伝
記
に
、
当
時
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
清
江
浦
と
違
っ
て
、
宿
遷
で
は
部
屋
を
借
り
る
の
に
苦
労
し

た
が
、
そ
れ
は
こ
の
土
地
の
誰
も
が
外
国
人
に
部
屋
を
貸
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
や
っ
と
借
り
ら
れ
た
の
は
鴉
片
漬

け
に
な
っ
て
い
る
地
主
が
経
営
す
る
み
す
ぼ
ら
し
い
宿
の
三
部
屋
で
、
地
面
は
土
を
踏
み
固
め
た
も
の
で
、
窗
は
小
さ
く
土
壁
に
あ
い

た
穴
の
よ
う
で
あ
っ
た
。　

　

し
か
し
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
は
、
心
躍
る
場
所
で
あ
っ
た
。
テ
キ
サ
ス
と
同
じ
面
積
の
土
地
に
、
彼
の
福
音
を
待
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
。

周
囲
数
百
マ
イ
ル
に
わ
た
っ
て
、
彼
が
唯
一
の
宣
教
師
で
あ
り
、
唯
一
の
白
人
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
数
名
の
中
国
人
の
助
手
が
い
た
が
、

中
で
も
頼
り
に
し
た
の
は
（
清
江
浦
時
代
か
ら
の
助
手
で
あ
っ
た
）
回
民
の
馬
氏
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
伝
道
す
べ
き
地
域
を

地
図
に
描
い
て
い
っ
た
。
城
壁
の
あ
る
県
城
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
、
城
内
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
住
み
、
ど
れ
ほ
ど
の
寺
院
が
あ
り
、

人
々
は
何
を
信
仰
し
て
い
る
の
か
。
県
城
の
主
な
産
業
は
何
か
、
人
々
は
豊
か
な
の
か
貧
し
い
の
か
。
続
い
て
、
定
期
市
の
開
か
れ
る

郷
鎮
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
、
大
き
な
茶
館
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
の
周
辺
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
村
落
が
あ
る
の
か
、
な
ど
も
地
図
に
描
い

て
い
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
目
標
は
、
各
県
城
に
一
つ
の
教
会
を
建
て
、
各
郷
鎮
に
一
つ
の
チ
ャ
ペ
ル
を
建
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
伝
道
の
際
に
土
地
の
農
民
が
背
の
高
い
、
外
国
人
の
顔
を
し
た
彼
を
怖
が
ら
な
い
よ
う
、
中
国
の
衣
服
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を
着
て
、
髪
を
伸
ば
し
、
後
ろ
で
束
ね
て
弁
髪
の
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
で
も
彼
が
村
に
入
る
と
、
彼
に
向
か
っ
て
く
る
犬
を
除
い
て
、

村
人
の
全
員
が
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
彼
は
家
で
は
中
国
服
を
着
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
長
い
髪

に
も
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
短
く
切
っ
て
作
り
物
の
弁
髪
を
着
け
る
こ
と
に
し
た
。
帽
子
を
被
っ
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
本
物
ら
し
く

見
え
た
と
い
う
。

　

こ
の
新
し
い
土
地
で
は
、
ま
る
で
鶏
が
巣
に
帰
る
か
の
よ
う
に
改
宗
者
が
や
っ
て
き
た
。
こ
の
一
帯
は
非
常
に
貧
し
い
と
こ
ろ
で
、

常
に
飢
饉
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
平
原
を
流
れ
る
黄
河
は
、
気
ま
ま
に
流
れ
を
変
え
、
河
床
が
移
動
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
あ
る
所
に
旱
魃
を
も
た
ら
し
、
あ
る
所
に
洪
水
を
も
た
ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
人
々
は
土
地
の
神
々
に
怒
り
を
覚

え
、
外
国
の
神
に
頼
っ
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
多
く
の
者
が
教
会
に
支
援
を
求
め
に
来
た

が
、
希
望
が
叶
わ
な
い
と
分
か
る
と
去
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
中
に
は
教
会
に
残
る
者
も
い
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
を
勇
気
づ
け
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
常
に
、
説
教
や
教
育
の
た
め
に
家
を
留
守
に
し
た
。
彼
に
は
数
名
の
中
国
人
の
助
手
が
お
り
、
彼
と
行
動
を
共
に
し

た
。
伝
道
の
出
張
所
が
作
ら
れ
る
と
、
彼
は
訓
練
を
積
ん
だ
人
間
を
配
置
し
、
説
教
を
さ
せ
、
学
校
の
運
営
に
あ
た
ら
せ
た
。
ア
ブ
サ

ラ
ム
は
教
育
を
重
視
し
、
教
会
を
つ
く
る
と
必
ず
学
校
を
付
設
し
た
。
そ
こ
で
教
会
員
の
子
供
に
読
み
書
き
を
教
え
、
キ
リ
ス
ト
に
つ

い
て
学
ば
せ
た
。
た
と
え
読
み
書
き
の
教
材
に
『
論
語
』
が
使
わ
れ
よ
う
が
、
彼
は
気
に
と
め
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
宿
遷
で
の
伝
道
活
動
も
、
あ
る
日
突
然
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
理
由
で

終
止
符
が
打
た
れ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
で
は
、
宿
遷
の
宿
は
住
む
に
不
向
き
で
、
冬
の
間
、
一
家
は
病
に
苦
し
ん
だ
上
に
、
鎮
江
の
拠
点
もBears 

が
休
暇
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、
閉
鎖
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
し
、
清
江
浦
の
家
も
ほ
か
の
宣
教
師
が
住
ん
で
い
た
の
で
、
鎮
江
に
転

（
注
　
）
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任
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
鎮
江
へ
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ル
の
『
母
の
肖
像
』
や
父
の
伝
記
に
詳
し
い
。
母
は
、
す
で
に
三
人
の
子
供
を
失
い
、
疫

病
と
不
潔
が
充
満
す
る
中
、
民
衆
か
ら
は
得
体
の
知
れ
な
い
敵
意
で
睨
ま
れ
な
が
ら
の
生
活
に
耐
え
か
ね
て
い
た
。
お
ま
け
に
ア
ブ
サ

ラ
ム
は
新
し
い
天
地
に
胸
躍
ら
せ
、
長
期
の
伝
道
の
旅
に
出
て
家
族
を
顧
み
な
い
。
そ
し
て
宿
遷
で
生
ま
れ
た
三
男
が
肺
炎
に
か
か
っ

た
の
を
期
に
、
こ
れ
以
上
、
子
供
達
を
犠
牲
に
で
き
な
い
と
、
荷
物
を
ま
と
め
、
ジ
ャ
ン
ク
を
雇
っ
て
夫
が
旅
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
を

待
っ
た
。
そ
し
て
鎮
江
に
行
く
こ
と
を
認
め
な
い
な
ら
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
と
宣
告
し
、
そ
の
ま
ま
有
無
を
言
わ
せ
ず
、
鎮
江
へ
一

家
を
つ
れ
て
戻
っ
た
と
い
う
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
と
は
、
大
き
く
か
け
は
な
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
ち
ら
の
方
が
事
実
に
近

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

パ
ー
ル
は
、
父
の
伝
記
に
て
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
に
い
た
る
ま
で
の
八
年
間
が
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
は
最
も
危
険
に

さ
ら
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
義
和
団
事
件
か
ら
八
年
前
の
一
八
九
二
年
と
い
う
の
は
、
彼
が
最
初
の
一
時
帰
国
か
ら

戻
り
、
清
江
浦
か
ら
さ
ら
に
北
の
宿
遷
に
拠
点
を
開
設
し
よ
う
と
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
一
八
九
四
年
に
徐
州
と
宿

遷
に
て
暴
徒
に
襲
わ
れ
、
命
拾
い
を
し
て
い
る
。
彼
が
こ
の
時
期
に
数
多
く
の
危
険
な
目
に
遭
っ
た
の
は
、
中
国
社
会
の
側
の
理
由
も

あ
ろ
う
が
、
彼
自
身
の
伝
道
活
動
の
ス
タ
イ
ル
に
も
あ
っ
た
。
即
ち
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
安
全
が
確
立
さ
れ
た
場
所
に
留
ま
る
の
で
は

な
く
、
次
々
と
未
開
拓
の
知
ら
な
い
土
地
へ
と
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
中
国
人
は
、
外
国
人
に
対
し
て
だ
け
で
な

く
、
異
郷
か
ら
き
た
中
国
人
に
対
し
て
も
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
各
郷
鎮
や
村
落
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
鎖
的
な
社
会
を
形

成
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
、
パ
ー
ル
は
説
明
し
て
い
る
。
上
部
や
外
部
か
ら
の
統
治
は
な
く
、
宗
族
意
識
が
強
固
で
あ
っ
た
。
外

来
者
は
常
に
殺
害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
野
生
化
し
た
犬
も
襲
っ
て
き
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
こ
う
し
た
犬
を
追
い
払
う
た
め
の
杖
を
持

（
注
　
）
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ち
歩
い
て
い
た
。
し
か
し
彼
は
こ
う
し
た
危
険
な
体
験
を
家
族
に
詳
し
く
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
に
ど
ん
な
目
に
遭
っ
た

か
は
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。

　

あ
る
時
、
宿
に
泊
ま
っ
て
い
る
と
、
寝
て
い
る
深
夜
に
宿
の
管
理
人
が
ラ
ン
プ
と
ナ
イ
フ
を
も
っ
て
枕
元
に
立
っ
て
い
た
。
目
を
あ

け
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
男
を
に
ら
み
つ
け
た
ま
ま
英
語
で
神
の
助
け
を
求
め
た
。
ナ
イ
フ
を
振
り
か
ざ
す
男
に
、
自
分
を
殺
し
た
ら
神
の

裁
き
を
得
る
だ
ろ
う
と
答
え
る
と
、
男
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
、
立
ち
去
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
あ
る
時
、
混
み
合
っ
た
フ
ェ
リ
ー

に
乗
っ
て
い
る
と
、
乱
暴
な
男
に
押
さ
れ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
動
か
な
い
と
み
る
と
、
男
は
彼
を
河
の
中
に
突
き
落
と
し
た
。
ア
ブ
サ

ラ
ム
は
ジ
ャ
ン
ク
の
舵
に
必
死
に
つ
か
ま
っ
た
が
、
他
の
乗
客
ら
は
彼
を
見
下
ろ
し
て
は
い
た
が
、
誰
一
人
手
を
さ
し
の
べ
よ
う
と
す

る
者
は
い
な
か
っ
た
。
彼
も
助
け
を
求
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
足
が
立
つ
浅
瀬
ま
で
舵
に
つ
か
ま
っ
て
い
て
、
命
拾
い
を
す
る
。

そ
し
て
船
に
お
い
て
い
た
箱
を
探
す
も
、
す
で
に
盗
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
こ
れ
以
外
に
も
、
知
ら
な
い
町
に
入
る
と
、
何
度
か
殴

り
か
か
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
た
だ
彼
の
よ
う
な
外
国
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
彼
に
殴
り
か

か
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
、
最
後
に
蘇
北
一
帯
を
訪
問
し
た
の
は
、
日
中
戦
争
の
時
期
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
彼
は
何
年

の
出
来
事
と
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
～
九
五
）
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
清
江
浦
か
ら
カ
ー
ト
（
中
国
製
に
ま
ね
て
自
作
し
た
も
の
で
、
軽
量
化
し
ラ
バ
が
引
け
る
よ
う
に
し
た
）
に
乗
っ

て
陸
路
、
宿
遷
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
ば
か
り
のRev.W

hite

を
乗
せ
、
数
日
間
づ
つ
各
地
を
転
々
と
す
る
伝

道
の
旅
に
出
た
。
最
初
に
官
湖
（
宿
遷
と
徐
州
の
中
間
に
あ
る
大
運
河
沿
い
の
鎮
）
へ
行
き
、
い
つ
も
の
ル
ー
ト
で
あ
る
徐
州
府
へ
向

か
っ
た
。
そ
こ
で
不
穏
な
空
気
と
敵
対
的
な
態
度
に
気
が
つ
く
。
徐
州
近
く
で
宿
に
泊
め
て
も
ら
う
が
、
興
奮
し
た
群
衆
に
取
り
囲
ま

（
注
　
）
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れ
、
暴
行
を
受
け
る
寸
前
に
衙
門
（
役
所
）
へ
逃
げ
込
む
。
運
良
く
傅
衙
門
が
い
て
保
護
し
て
も
ら
い
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
に
護
衛

付
き
で
宿
ま
で
戻
る
。
自
分
ら
が
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
衙
門
で
保
護
さ
れ
る
が
、
翌
朝
に
こ
こ
か
ら
離
れ
る
よ
う
に

告
げ
ら
れ
る
。

　

カ
ー
ト
に
乗
り
、
徐
州
か
ら
宿
遷
に
戻
る
と
、
清
江
浦
か
ら
の
通
達
で
、
女
性
ら
は
安
全
の
た
め
上
海
に
避
難
す
る
準
備
を
し
て
い

た
。
宿
遷
か
ら
二
日
か
け
て
清
江
浦
に
戻
る
。
途
中
、
日
本
軍
と
戦
う
た
め
、
数
百
人
の
兵
士
ら
が
無
秩
序
に
北
方
に
移
動
し
て
い
る
の

と
す
れ
違
う
。
そ
し
て
二
人
の
兵
士
に
旅
道
具
を
要
求
さ
れ
る
。
彼
ら
は
火
器
を
持
っ
て
は
な
か
っ
た
が
、
拒
否
す
る
と
、
刀
で
切
り
つ

け
て
き
た
。
刀
の
歯
が
鈍
か
っ
た
の
と
、
着
て
い
た
中
国
服
が
厚
手
で
あ
っ
た
の
で
、
よ
け
た
腕
で
何
と
か
頭
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
る
と
も
う
一
人
が
荷
担
ぎ
の
竹
で
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
運
良
く
、
近
く
に
い
た
警
官
が
き
て
く
れ
難
を
逃
れ
る
が
、
ラ
バ
と
カ
ー
ト

を
略
奪
さ
れ
て
し
ま
う
。
布
靴
を
脱
ぎ
捨
て
、
裸
足
に
な
っ
て
清
江
浦
ま
で
早
足
で
歩
い
て
帰
っ
た
。
軽
い
怪
我
で
済
ん
だ
が
、
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
病
気
に
な
る
。
盗
品
は
数
日
後
に
な
っ
て
返
却
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
金
銭
を
求
め
ら
れ
、
仕
方
な
く
支
払
っ
た
。

　

翌
朝
、
女
性
と
子
供
ら
は
、
上
海
へ
避
難
す
る
こ
と
に
。
宿
遷
の
宣
教
師
ら
も
安
全
の
た
め
に
清
江
浦
に
戻
っ
て
き
た
が
、
男
性
宣

教
師
ら
は
婦
人
を
清
江
浦
に
残
し
て
数
日
で
ま
た
宿
遷
に
戻
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
人
の
婦
人
が
宿
遷
に
戻
り
た
い
と
い
う
の
で
、
婦
人

の
付
き
添
い
の
中
国
人
女
性
、
自
分
の
召
使
い
の
少
年
と
を
連
れ
て
、
送
り
届
け
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
出
発
し
て
か
ら
天
候
が
急

変
、
雪
が
降
り
、
運
河
も
凍
っ
て
し
ま
い
、
途
中
で
船
を
下
り
て
雪
の
中
を
徒
歩
で
い
く
。
纏
足
し
て
い
る
中
国
人
女
性
の
た
め
に
途

中
で
ロ
バ
を
雇
い
、
な
ん
と
か
宿
遷
に
着
き
、
婦
人
を
送
り
届
け
る
。
そ
の
日
の
う
ち
に
清
江
浦
へ
帰
る
小
舟
を
見
つ
け
、
付
き
添
い

の
中
国
人
婦
人
、
少
年
、
自
分
の
三
人
で
乗
船
す
る
が
、
運
河
に
浮
か
ぶ
氷
の
塊
と
戦
い
な
が
ら
進
み
、
翌
朝
ま
た
途
中
で
下
船
し

て
、
徒
歩
で
清
江
浦
に
戻
り
着
い
た
。

　

数
日
後
、
旧
正
月
も
近
づ
い
て
い
た
の
で
、
同
僚
のM

r. Graham

と
共
に
、
や
は
り
家
族
が
避
難
し
て
い
る
上
海
に
戻
る
こ
と
に
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す
る
。
し
か
し
運
河
が
ま
た
凍
結
し
て
し
ま
い
、
徒
歩
や
乗
船
を
繰
り
返
し
て
、
な
ん
と
か
鎮
江
に
戻
り
、
そ
こ
か
ら
上
海
へ
出
た
。

　
『
母
の
肖
像
』
で
も
、
宿
遷
で
の
出
来
事
と
し
て
、
こ
の
事
件
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
日
清
戦
役
の
最
中
だ
っ
た
た
め
、
こ
う
い

う
僻
地
へ
来
る
と
、
外
国
人
の
顔
を
見
さ
え
す
れ
ば
、
誰
で
も
日
本
人
と
思
わ
れ
た
ら
し
く
、
父
が
伝
道
の
旅
に
出
た
際
、
兵
士
に
襲

わ
れ
、
ラ
バ
と
旅
行
用
の
車
と
荷
物
を
取
ら
れ
、
シ
ャ
ツ
一
枚
で
靴
も
履
か
ず
、
負
傷
し
た
背
中
か
ら
血
を
流
し
な
が
ら
帰
っ
て
き

た
、
と
あ
る
。

　

ま
た
、
パ
ー
ル
が
書
い
た
父
の
伝
記
に
も
、
こ
の
事
件
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
カ
ー
ト
を
奪
わ
れ
そ
う
に

な
っ
た
時
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
反
撃
を
試
み
て
い
る
。
彼
は
カ
ー
ト
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ
る
ま
で
暴
徒
を
鞭
で
叩
き
、
降
ろ
さ
れ
て

か
ら
も
そ
う
し
続
け
た
が
、
多
勢
に
は
か
な
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
事
件
後
、
彼
は
衙
門
を
訪
ね
、
カ
ー
ト
と
ラ
バ
の
返
却
を
求
め

た
。
知
県
は
金
銭
で
の
補
償
を
提
案
す
る
も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
い
つ
も
そ
う
し
て
い
た
よ
う
に
、
国
際
条
約
と
治
外
法
権
を
盾
に
、
返

却
を
迫
っ
た
。
結
局
、
ラ
バ
は
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
カ
ー
ト
が
帰
っ
て
き
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　

降
雪
や
運
河
の
凍
結
も
加
わ
り
、
何
と
も
過
酷
な
旅
で
あ
る
が
、
当
時
の
布
教
旅
行
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
逸
話

で
は
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
混
乱
し
た
状
況
下
で
も
、
婦
人
を
含
む
数
名
の
宣
教
師
ら
が
宿
遷
に
残
っ
た
と
い
う
こ
と
も

驚
き
で
あ
る
。
治
安
上
の
問
題
に
加
え
、
こ
の
時
の
体
験
も
あ
っ
て
か
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
よ
う
と
し
た
蘇
北
一
帯

で
の
巡
回
伝
道
旅
行
は
こ
れ
が
最
後
と
な
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
一
八
九
四
年
の
事
件
後
、
蘇
北
の
伝
道
の
旅
を
し
な
く
な
り
、
宿
遷
か
ら
鎮
江
に
戻
っ
て
以
降
は
、
活
動
の
拠
点
を

鎮
江
に
移
し
、
清
江
浦
や
宿
遷
、
徐
州
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国
滞
在
も
十
六
年
目
を
迎
え
た

一
八
九
六
年
当
時
を
回
顧
し
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
物
質
的
な
生
活
は
た
い
し
た
変
化
な
い
も
な
い
が
、
電
報
が
打
て
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
と
記
し
て
い
る
。
蒸
気
鉄
道
も
汽
船
も
運
航
し
て
い
た
が
、
ま
だ
完
全
で
は
な
か
っ
た
、
と
も
回
顧
し
て
い
る
。

（
注
　
）
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注
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蘇
北
で
の
伝
道
戦
略
─
都
市
農
村
関
係
の
把
握

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
清
江
浦
や
宿
遷
で
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
、
自
伝
の
中
で
は
詳
し
く
述
べ
て
い
な
い
が
、
晩
年
の
一
九
二
六
年
に

な
っ
て
、T

he Chinese R
ecorder

誌
上
に
、Country Evangelistic W

ork

と
い
う
一
文
を
寄
稿
し
、
自
ら
の
伝
道
を
回
顧
し
、

体
験
者
と
し
て
そ
の
方
法
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
彼
は
、
一
九
二
八
年
に
も
、Indigenous Country Evangelism

お
よ
び

Evangelistic W
ork in the Cities

と
い
う
文
章
を
寄
稿
し
、
再
度
、
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
一
九
二
八
年
と
い
う
と
、
七
十
六

歳
の
時
で
、
亡
く
な
る
三
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
伝
道
活
動
が
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
中
華
民
国
期
の
情
況
を

批
判
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
八
八
七
～
一
八
九
六
年
当
時
の
蘇
北
に
お
け
る
伝
道
の
方
法
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
農
村
部
の
階
層
構
造
を
分
析
し
、
把
握
し
て
い
た
か
を
知
る
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
論

文
の
要
点
を
整
理
し
て
紹
介
し
た
い
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
伝
道
方
法
に
関
す
る
最
初
の
レ
ッ
ス
ン
は
山
東
で
学
ん
だ
と
し
た
う
え
で
、
以
降
は
伝
道
す
る
地
域
を
江
蘇
省
内

で
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
当
時
、
江
蘇
省
の
蘇
州
以
北
の
地
は
ほ
と
ん
ど
手
が
着
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
中
国
人
改
宗
者
も
数
名
し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

農
村
部
の
人
々
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
人
口
が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
知
る
必
要

が
あ
る
。
最
上
部
に
あ
る
の
が
県
城
レ
ベ
ル
で
、
県
城
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
城
壁
が
あ
る
。
県
城
は
勿
論
の
こ
と
、
行
政
組
織
が

置
か
れ
て
い
る
府
、
省
都
な
ど
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
城
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
内
で
、
私
は
五
十
ほ
ど
の
都
市
を
見
て
回
っ
た

が
、
城
壁
が
な
い
の
は
一
、
二
し
か
な
か
っ
た
。
県
城
レ
ベ
ル
の
人
口
は
数
千
人
か
ら
二
十
万
人
以
上
（hundreds of thousands

）

ま
で
の
幅
が
あ
る
。

（
注
　
）
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そ
の
下
位
に
あ
る
の
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
（
郷
鎮
に
相
当
）
で
、
人
口
は
数
百
人
か
ら
数
千
人
ま
で
の
幅
が
あ
る
。
郷
鎮
に
は

城
壁
が
な
く
、
舗
装
さ
れ
た
大
通
り
が
あ
り
、
商
店
の
ほ
か
、
華
中
や
華
南
で
は
茶
館
も
あ
る
。
郷
鎮
で
は
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
日

に
市
が
開
か
れ
、
農
民
ら
が
や
っ
て
き
て
は
物
々
交
換
や
売
買
を
し
、
茶
館
で
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
く
。
郷
鎮
で
開
か
れ
る
定
期

市
の
日
程
は
、
回
り
の
郷
鎮
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
農
民
は
必
要
と
あ
れ
ば
、
市
が
開
か
れ
て
い
る
郷
鎮
を
探
し
て
、

（
一
ヶ
月
の
間
に
）
複
数
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
（
郷
鎮
レ
ベ
ル
の
）
慣
習
は
、
地
域
に
よ
っ
て
多
少
の

差
異
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
茶
館
で
、
こ
こ
で
男
た
ち
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
商
取
引
を
行
っ

た
り
、
喧
嘩
の
仲
裁
を
行
っ
た
り
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
茶
館
は
、
賭
博
や
他
の
悪
徳
（
鴉
片
や
売
春
な
ど
）
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。

伝
統
的
な
語
り
物
の
芸
人
に
と
っ
て
も
、
茶
館
は
格
好
の
上
演
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
は
農
村
の
社

会
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
下
位
に
く
る
の
が
村
落
で
、
通
常
、
村
落
に
は
大
通
り
も
商
店
も
な
く
、
家
々
が
不
規
則
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

西
洋
と
違
っ
て
、
中
国
で
は
農
民
は
農
場
に
住
む
こ
と
は
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
や
村
落
に
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
る
。

　

中
国
人
の
全
人
口
の
十
分
の
八
が
農
村
部
に
住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
八
割
の
人
間
が
城
壁
外
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
人
は
農
民
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
に
な
る
。
概
し
て
、
農
村
の
人
々
は
都

市
の
住
民
よ
り
も
悪
徳
に
染
ま
っ
て
お
ら
ず
、
福
音
も
届
き
や
す
い
。
受
け
た
親
切
に
対
し
て
も
素
直
に
感
謝
す
る
。
中
国
人
は
農
民

と
し
て
優
秀
で
、
土
地
の
肥
や
し
方
や
収
穫
高
は
ア
メ
リ
カ
人
以
上
で
、
二
期
作
も
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
西
洋
と
異
な
り
、
中
国
で
は
農
村
部
の
住
民
と
都
市
部
の
住
民
と
の
間
に
大
き
な
差
異
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
多
く

の
都
市
住
民
は
農
村
部
の
住
民
と
同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
生
活
を
し
て
い
る
。
実
際
、
都
市
部
に
住
む
人
々
の
多
く
は
地
主
で
も
あ

（
注
　
）
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る
。
華
中
や
華
南
に
あ
る
茶
館
に
は
、
都
市
部
か
ら
と
農
村
部
か
ら
の
男
た
ち
が
集
ま
り
、
社
会
的
、
経
済
的
な
交
流
を
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
交
流
が
西
洋
社
会
と
比
べ
て
盛
ん
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
は
こ
う
し
た
農
村
の
人
々
が
自
然
と
集
ま
る
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
我
々
（
私
と

中
国
人
の
助
手
）
が
新
し
い
土
地
に
行
っ
て
伝
道
す
る
際
に
は
、
茶
館
に
て
伝
道
を
す
る
よ
う
に
し
た
。
何
年
も
の
間
、
い
く
つ
も
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
の
茶
館
に
て
伝
道
を
行
っ
て
き
た
が
、
茶
館
の
経
営
者
か
ら
伝
道
の
場
と
し
て
断
ら
れ
た
の
は
二
回
だ
け
で
、

そ
れ
は
彼
ら
が
容
認
で
き
る
以
上
の
長
い
時
間
、
伝
道
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
茶
館
は
、
語
り
物
の
芸
人
も
上
演
の
場
と
し
て
い

た
た
め
、
我
々
も
伝
道
の
場
と
し
て
茶
館
を
使
う
「
面
子
」
が
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
、
郷
鎮
に
あ
る
茶
館
を
拠
点
に
各
地
を
伝
道
し
て
ま
わ
っ
た
こ
と
は
、
パ
ー
ル
の
書
い
た
父
の
伝
記
に
も
具
体
的
に

書
か
れ
て
い
る
。
や
や
小
説
的
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
父
か
ら
聞
い
た
話
に
基
づ
い
て
再
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
ア

ブ
サ
ラ
ム
は
目
指
す
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
に
到
着
す
る
と
、
一
番
大
き
な
茶
館
を
探
し
、
ロ
バ
を
つ
な
ぐ
と
、
道
に
面
し
た
席
に

座
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
お
茶
の
飲
み
な
が
ら
、
茶
館
の
店
主
に
郷
鎮
の
情
報
を
聞
き
出
す
。
彼
の
高
い
背
、
高
い
鼻
、
青
い
目
と

い
っ
た
外
国
人
ら
し
い
風
貌
に
、
じ
き
に
人
だ
か
り
が
で
き
る
。
そ
こ
で
彼
は
自
分
が
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
キ
リ

ス
ト
教
の
話
を
し
て
い
く
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
小
冊
子
を
取
り
出
し
、
関
心
の
あ
る
人
間
に
安
価
で
販
売
す
る
。
こ
う

し
て
茶
館
に
一
、
二
時
間
、
滞
在
す
る
と
、
ま
た
他
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
を
目
指
し
た
。
数
日
後
、
同
じ
所
の
同
じ
茶
館
に
戻
っ

て
く
る
と
、
ま
た
人
だ
か
り
が
で
き
る
が
、
今
度
は
人
数
も
少
な
く
、
関
心
の
あ
る
人
だ
け
と
な
る
。
そ
こ
で
彼
は
立
ち
上
が
り
、
福

音
を
説
く
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
場
所
に
何
度
も
何
度
も
か
よ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
や
が
て
顔
見
知
り
に
な
る
。
そ
こ
で
通
り
に
面
し
た

部
屋
を
借
り
、
室
内
を
小
綺
麗
に
し
て
、
ベ
ン
チ
と
机
を
置
い
た
。
そ
し
て
一
週
間
に
二
、
三
度
、
こ
の
部
屋
の
机
の
後
ろ
で
彼
は
定
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期
的
に
福
音
を
説
い
た
。
人
々
は
集
ま
っ
て
話
を
聞
い
て
い
き
、
終
わ
る
と
ま
た
去
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
集
ま
る
人
々
の
中
で
、
ア

ブ
サ
ラ
ム
は
中
国
人
の
女
性
を
男
性
よ
り
も
一
段
、
低
く
み
て
い
た
。
彼
は
パ
ー
ル
に
、「
連
れ
添
っ
て
立
ち
寄
る
女
性
ら
は
ち
ゃ
ん

と
話
も
聞
か
ず
、
料
理
や
子
供
の
こ
と
な
ど
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
を
質
問
し
て
く
る
だ
け
で
、（
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
な
ど
）
何
一
つ

理
解
で
き
な
い
。
な
の
で
彼
女
ら
の
相
手
を
す
る
の
は
時
間
の
無
駄
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
逸
話
は
、
彼
の
女
性
観
の
み
な
ら
ず
、
彼
に
と
っ
て
茶
館
は
あ
く
ま
で
と
っ
か
か
り
で
あ
っ
て
、
親
し
く
な
る
と
表
通
り
に
部

屋
を
借
り
、
そ
こ
で
定
期
的
な
伝
道
を
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
出
張
所
（outstation

）
と
呼
ん
で

い
る
の
は
、
こ
う
し
た
部
屋
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
出
張
所
が
で
き
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
小
学
校
（
実
態
は
教
室
）
を
付
設
し
、
小
さ

な
図
書
館
を
設
け
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
図
書
を
置
い
た
。
さ
ら
に
成
人
教
室
を
開
い
て
千
ほ
ど
の
常
用
漢
字
を
教
え
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
対
象
地
域
を
、
県
城
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
（
郷
鎮
）、
そ
し
て
村
落
と
い
う
よ
う
に
階
層
的
に
分
類
し
た
の
は

的
確
で
あ
る
。
彼
が
行
政
組
織
の
分
類
を
試
み
た
の
は
、
伝
道
の
対
象
と
な
る
人
々
を
区
分
け
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
た

ど
り
着
い
た
戦
略
は
、
村
落
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
人
々
の
生
活
の
中
心
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
こ
な
ら
、
郷
鎮
の
住
む
人
々
と
村
落
に
住
む
農
民
と
を
同
時
に
伝
道
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
、
郷
鎮
の
茶
館
を

と
っ
か
か
り
に
し
て
伝
道
し
て
い
く
、
と
い
う
の
も
合
理
的
な
選
択
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
語
り
物
の
芸
人
を
引
き
合
い
に
、
自
分
ら

が
茶
館
で
伝
道
を
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
説
い
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
当
然
、
彼
は
芸
人
の
上
演
を
幾
度
と
な
く
目
に
し
、
時
に
は

鉢
合
わ
せ
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
農
村
部
の
構
造
の
分
析
は
当
を
得
て
い
る
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
定
期
市
の
問
題
や
、

そ
こ
で
の
茶
館
の
社
会
的
役
割
の
指
摘
、
そ
し
て
（
村
落
で
は
な
く
て
）
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
こ
そ
が
農
村
部
の
社
会
生
活
の

（
注
　
）
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中
心
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
は
な
か
な
か
の
卓
見
で
あ
り
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
キ
ナ
ー
の
市
場
圏
に
関
す
る
論
文
よ
り
も
、
半
世
紀
ほ

ど
早
く
見
抜
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
農
村
部
を
歩
き
、
効
果
的
な
伝
道
方
法
を
探
っ
た
経
験
か
ら
導
か
れ
た
知
見

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
都
市
と
農
村
人
口
の
連
続
性
の
指
摘
も
的
確
で
あ
る
。
今
で
こ
そ
、
戸
籍
制
度
に
よ
っ
て
中
国
の
都
市
と
農
村
は

断
絶
し
た
世
界
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
一
九
四
九
年
以
前
ま
で
、
不
在
地
主
は
郷
鎮
や
県
城
に
住
ん
で
お
り
、
農
民
と
都
市
民

と
の
間
に
生
活
上
の
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
。

鎮
江
・
南
京
で
の
伝
道
方
法　
（
一
八
九
六
～
一
九
三
一
）

　

宿
遷
か
ら
鎮
江
に
移
動
し
て
か
ら
も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
蘇
北
と
同
じ
伝
道
の
方
法
を
踏
襲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た

Country Evangelistic W
ork

（
一
九
二
六
）
に
、
鎮
江
に
移
動
し
て
以
降
の
活
動
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
鎮
江
は
早
く
か
ら

布
教
が
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
る
が
、
事
業
は
困
難
で
、
あ
ま
り
進
展
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
自
分
が
転
任
し
た
当
時
、
教
会
員
は
十
名

ほ
ど
で
、
市
に
は
チ
ャ
ペ
ル
が
二
つ
し
か
な
く
、
デ
イ
ス
ク
ー
ル
も
一
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。（
農
村
部
に
は
）
出
張
所
は
一
つ
も
な

か
っ
た
。
自
分
は
す
ぐ
に
青
年
向
け
の
教
室
を
開
い
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
進
展
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
出
張
所
作
り
に
着
手
し

た
。
鎮
江
地
区
に
は
、
四
十
五
ほ
ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
郷
鎮
を
年
に
二
回
、
巡
回
す
る
計
画
を
立
て
た
。

徐
々
に
関
心
を
持
つ
者
が
現
れ
、
中
国
人
か
ら
部
屋
の
提
供
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
自
ら
チ
ャ
ペ
ル
を
建
設
し

た
し
、
あ
る
茶
館
で
は
経
営
者
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
、
茶
館
を
会
合
の
場
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
提
供
し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
、

三
十
ほ
ど
の
出
張
所
を
作
っ
た
。
こ
れ
ら
の
出
張
所
は
、
三
つ
の
例
外
を
除
き
、
全
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
に
設
け
ら
れ
た
。

　

農
村
部
に
お
け
る
伝
道
の
必
要
性
を
説
く
ア
ブ
サ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
都
市
部
で
の
伝
道
を
決
し
て
軽
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

（
注
　
）
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た
。
彼
は
一
九
二
八
年
に
書
い
たEvangelistic W

ork in the Cities

の
中
で
、
都
市
部
に
お
け
る
伝
道
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

　

一
八
八
四
～
一
八
八
六
年
の
間
、
山
東
の
芝
罘
に
滞
在
し
た
際
、
三
名
の
宣
教
師
が
い
た
が
、
い
ず
れ
も
数
ヶ
月
に
も
お
よ
ぶ
地
方

へ
の
伝
道
の
旅
に
出
て
い
て
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。
し
か
し
芝
罘
で
は
ほ
と
ん
ど
伝
道
が
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
北
方
語
を
習
得
す
る
と
、
す
ぐ
に
芝
罘
付
近
の
都
市
や
郷
鎮
を
回
る
よ
う
に
し
た
。
昨
年
（
一
九
二
七
年
）
に
朝
鮮
に
滞
在
し
た

際
、
済
南
府
か
ら
来
た
宣
教
師
と
会
っ
た
が
、
そ
こ
に
も
百
五
十
名
の
宣
教
師
が
い
る
も
の
の
、
そ
の
う
ち
の
二
～
三
名
し
か
伝
道
に

従
事
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
主
な
地
域
も
農
村
部
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
後
、
南
京
で
も
百
五
十
名
の
宣
教
師
が
い
る
が
、
農
村
も
含
め

て
伝
道
に
従
事
し
て
い
る
の
は
十
五
名
し
か
い
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
を
挙
げ
た
の
は
、
都
市
部
に
お
け
る
伝

道
活
動
が
非
常
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
都
市
は
人
口
や
商
業
、
教
育
、
影
響
力
の
中
心

で
あ
り
、
ま
た
堕
落
の
中
心
で
も
あ
る
。
概
し
て
、
十
分
の
八
の
人
口
は
農
村
部
に
住
ん
で
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
る
と
さ
ら
に

農
村
部
に
多
い
。
大
き
な
都
市
の
外
に
住
む
人
々
は
、
福
音
を
聞
く
機
会
も
多
く
、
福
音
も
よ
り
受
け
入
れ
や
す
く
、
信
仰
熱
心
で
、

都
市
に
蔓
延
す
る
堕
落
に
も
あ
ま
り
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
村
部
の
住
民
は
都
市
住
民
に
比
べ
、
影
響
力
も
な

く
、
権
威
に
も
欠
け
る
。
従
っ
て
、
都
市
部
が
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
な
い
限
り
、
中
国
を
キ
リ
ス
ト
教
国
に
す
る
と
い
う
問
題
は
解
決

さ
れ
な
い
。
私
自
身
、
農
村
部
を
伝
道
し
て
回
っ
た
際
に
も
、
都
市
部
の
中
に
拠
点
を
持
つ
よ
う
に
し
た
。
と
い
う
の
も
、
農
村
部
を

回
る
に
し
て
も
、
我
々
の
生
活
の
拠
点
は
都
市
に
あ
り
、
余
っ
た
時
間
を
活
用
し
て
都
市
で
伝
道
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
実
際
、

清
江
浦
に
滞
在
し
た
際
に
も
、
街
中
で
も
伝
道
を
行
い
、
四
つ
の
チ
ャ
ペ
ル
を
開
設
し
た
。
そ
の
後
、
鎮
江
に
移
動
し
て
か
ら
も
、
鎮

江
付
近
の
農
村
を
回
っ
た
が
、
鎮
江
の
街
中
に
も
十
四
の
伝
道
所
を
開
設
し
た
。
南
京
に
移
動
し
て
か
ら
も
、
市
内
の
四
つ
の
場
所
で

伝
道
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
十
分
に
時
間
を
活
用
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
と
し
、
宣
教
師
ら
に
都
市
部
に
お
け
る
伝
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道
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

鎮
江
で
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
は
、『
母
の
肖
像
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
根
気
よ
く
、
地
方
を
徒

歩
や
ロ
バ
に
乗
っ
て
、
伝
道
し
て
回
っ
た
。
こ
の
時
期
、
パ
ー
ル
を
上
海
の
女
学
校
へ
寄
宿
さ
せ
て
い
た
の
で
、
家
に
は
グ
レ
ー
ス
一

人
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
母
も
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
伝
道
を
手
伝
っ
た
。
小
さ
い
ジ
ャ
ン
ク
を
一
艘
買
っ
て
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
ク
リ
ー

ク
を
通
っ
て
郷
鎮
や
村
々
を
訪
れ
る
旅
に
は
、
グ
レ
ー
ス
も
つ
れ
て
一
家
三
人
で
回
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
へ
の
移
動

に
は
、
徒
歩
か
、
ロ
バ
と
ジ
ャ
ン
ク
が
主
な
移
動
手
段
で
あ
っ
た
。

　
『
母
の
肖
像
』
に
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
母
が
、
中
国
人
助
手
の
不
正
を
み
つ
け
る
話
が
書
か
れ
て
い

る
。
パ
ー
ル
を
上
海
の
女
学
校
へ
行
か
せ
て
い
た
時
期
な
の
で
、
鎮
江
に
住
ん
で
い
た
一
九
〇
七
～
八
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
母
は
、

父
が
信
頼
し
て
い
た
中
国
人
伝
道
者
に
つ
い
て
妙
な
噂
を
耳
に
し
、
彼
が
、
教
会
員
に
な
る
人
か
ら
入
会
金
を
徴
収
し
て
い
る
証
拠
を

つ
か
む
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
れ
ば
、
当
時
全
盛
だ
っ
た
「
外
国
人
」
な
み
に
条
約
の
保
護
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
中
国
人
が

争
っ
て
教
会
の
門
に
集
ま
っ
た
頃
だ
っ
た
の
で
、
教
会
員
に
な
る
と
利
得
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
入
会
金
な
ど
も
取
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

グ
レ
ー
ス
を
上
海
の
学
校
に
送
り
出
し
て
か
ら
は
、
母
は
、
以
前
に
も
増
し
て
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
伝
道
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
ジ
ャ
ン
ク
や
一
輪
車
、
轎
子
に
乗
っ
て
、
長
期
の
伝
道
旅
行
に
出
る
際
に
も
同
行
し
た
。
都
会
や
鎮
、
村
な
ど
を

訪
ね
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
伝
道
し
て
い
る
間
、
母
は
女
や
子
供
を
集
め
、
読
み
書
き
や
編
み
物
、
手
工
芸
を
教
え
る
傍
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
生
活
に
つ
い
て
や
さ
し
く
説
い
た
、
と
い
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
は
、
こ
の
鎮
江
に
て
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
を
体
験
す
る
。
こ
れ
は
『
母
の
肖
像
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て

（
注
　
）
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（
注
　
）
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（
注
　
）
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（
注
　
）

 19
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い
る
。
当
時
、
パ
ー
ル
は
八
歳
な
の
で
、
記
憶
は
あ
る
に
し
て
も
、
詳
細
は
や
は
り
後
日
、
母
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
西
太
后

に
よ
っ
て
在
住
外
国
人
の
殺
戮
の
命
が
下
さ
れ
、
各
地
で
白
人
が
虐
殺
さ
れ
る
と
い
う
報
が
鎮
江
に
も
舞
い
込
ん
で
く
る
。
一
家
は
、

信
頼
し
て
い
る
中
国
人
信
者
や
、
ア
メ
リ
カ
領
事
ら
と
相
談
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
長
江
畔
に
停
泊
し
て
い
る
汽
船
に
避
難
す
る
準

備
を
し
て
い
た
。
他
の
白
人
は
す
で
に
引
き
上
げ
て
い
た
。
結
局
、
危
険
が
せ
ま
っ
て
き
た
た
め
、
母
は
中
国
人
の
王
阿
媽
と
二
人
の

子
供
を
連
れ
て
汽
船
に
乗
り
込
み
、
上
海
に
避
難
し
た
。
但
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
だ
け
は
、
鎮
江
の
宣
教
師
館
に
一
人
残
る
道
を
選
択
し

た
。
一
家
は
、
嵐
の
収
ま
っ
た
十
ヶ
月
後
に
、
鎮
江
に
て
再
会
を
果
た
す
。

　

そ
の
後
、
一
家
は
三
回
目
の
帰
国
か
ら
戻
っ
た
一
九
一
一
年
、
今
度
は
鎮
江
に
て
辛
亥
革
命
に
遭
遇
す
る
。
こ
れ
も
『
母
の
肖
像
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
、
パ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
通
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
後
日
、
母
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と

に
し
て
い
る
。
こ
の
時
も
ア
メ
リ
カ
領
事
は
、
中
央
権
力
の
失
墜
に
乗
じ
て
暴
民
が
白
人
を
襲
撃
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
沿
海
部
へ
の

避
難
を
勧
告
し
た
。
他
の
宣
教
師
ら
が
上
海
へ
避
難
す
る
な
か
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
は
鎮
江
に
残
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
時
、
南
京
で

の
激
戦
を
伝
え
る
大
砲
の
音
を
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
母
は
丘
の
上
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
周
り
の
竹
藪
に
、
漢
族
の
襲
撃
か
ら
逃
れ
よ
う

と
潜
ん
で
い
た
満
州
婦
人
ら
を
目
撃
し
、
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
、
か
な
わ
な
か
っ
た
。
ま
も
な
く
革
命
は
北
へ
移
動
し
、
弁
髪

の
強
制
的
な
断
髪
に
よ
る
悲
喜
劇
を
除
き
、
市
内
は
平
穏
を
取
り
戻
す
。

　

コ
ー
ン
も
パ
ー
ル
の
伝
記
の
中
で
、
こ
の
時
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
が
ア
メ
リ
カ
領
事
の
避
難
勧
告
を
無
視
し

て
、
周
囲
の
暴
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
鎮
江
に
留
ま
っ
た
の
は
、
清
朝
の
崩
壊
を
歓
迎
し
て
い
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
清
朝
崩
壊
後
の
中
国

で
は
民
衆
が
も
っ
と
キ
リ
ス
ト
教
に
興
味
を
寄
せ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
母
の
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
は
、
勇
敵
に
も
虐
殺
に
直
面
し
て
い
た
満
洲
出
身
の
女
性
難
民
（
纏
足
を
し
て
い
な
い
の
で
、
足
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
満
洲
族
だ
と

分
か
っ
た
）
の
一
群
を
救
出
し
た
、
と
あ
る
。

（
注
　
）
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注
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蘇
北
の
水
害
と
飢
饉

　

さ
て
、
宣
教
師
の
目
を
通
し
て
み
た
蘇
北
社
会
と
書
い
た
が
、
当
時
の
他
地
域
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
だ
け
で
は
、
蘇
北
と
し
て
の
特
徴
を
描
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
お
そ
ら
く
華
中
で
あ
れ
ば
、
他
の
農
村
も
似
た

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

唯
一
、
蘇
北
ら
し
い
の
は
、
黄
河
の
氾
濫
へ
の
言
及
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
父
の
伝
記
を
書
い
た
パ
ー
ル
の
言
葉
で
あ
る
け

ど
、
度
重
な
る
黄
河
の
氾
濫
に
よ
っ
て
河
床
が
変
化
し
、
そ
の
度
に
洪
水
や
旱
魃
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
、
と
い
う
の
は
淮
北
平
原
に

あ
て
は
ま
る
歴
史
的
事
実
で
は
あ
る
。
但
し
、
正
確
に
い
う
と
、
こ
れ
に
は
時
間
的
な
ず
れ
が
あ
る
。
歴
史
的
に
み
て
、
黄
河
の
下
流

は
何
度
か
そ
の
流
れ
を
変
え
て
い
る
。
南
宋
時
代
の
一
一
二
八
年
、
黄
河
が
決
壊
し
、
南
に
流
れ
た
水
流
は
、
徐
州
、
淮
安
と
い
っ
た

江
蘇
省
北
部
を
流
れ
、
黄
海
へ
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
溢
れ
た
黄
河
は
洪
澤
湖
を
形
成
し
（
洪
澤
湖
の
水
深
が
浅
く
、
氾

濫
し
や
す
い
の
は
こ
の
た
め
）、
淮
河
を
飲
み
込
み
、
下
流
に
い
く
つ
も
の
支
流
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
。
黄
河
の
流
れ
が
再
び
変
化

し
、
現
在
の
よ
う
に
山
東
省
を
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
清
末
の
一
八
五
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
江
蘇
省
北
部
に
は

「
廃
黄
河
」
と
呼
ば
れ
る
黄
河
の
古
道
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
私
自
身
も
一
九
八
六
年
に
淮
陰
を
訪
問
し
た
際
、
廃
黄
河
を
見
学

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
は
河
床
に
水
は
な
く
、
自
然
に
で
き
た
土
の
堤
防
の
跡
が
数
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
残
さ
れ
て
い
た
の
を
記

憶
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
滞
在
し
た
時
期
に
は
す
で
に
黄
河
は
そ
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
て
い
た
後
で
あ
っ
た
。
但
し
、
長
年
に
わ

た
っ
て
黄
河
が
運
ん
だ
土
砂
の
せ
い
で
淮
河
の
河
床
が
浅
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
雨
が
降
る
度
に
氾
濫
を
起
こ
し
て
は
い
く

つ
も
の
支
流
が
生
ま
れ
た
り
消
え
た
り
し
た
。
パ
ー
ル
が
述
べ
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
名
称
で
呼
ぶ
な
ら
そ
れ
は

淮
河
の
支
流
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
当
時
は
黄
河
が
流
れ
を
変
え
た
直
後
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
黄
河
の
下
流
と
呼
ん
で
も
間
違
い
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と
は
い
え
な
い
。

　

そ
の
後
、
一
九
四
九
年
に
な
っ
て
駱
馬
湖
か
ら
黄
海
へ
通
じ
る
新
沂
河
が
掘
削
さ
れ
（
一
九
五
三
年
完
成
）、
一
九
五
一
年
に
は
洪

澤
湖
か
ら
黄
海
に
通
じ
る
蘇
北
灌
漑
総
渠
も
掘
削
さ
れ
る
（
一
九
五
二
年
完
成
）
な
ど
、
治
水
が
改
善
さ
れ
た
結
果
、
蘇
北
で
の
洪
水

被
害
も
大
幅
に
減
少
し
た
。
逆
に
言
う
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
滞
在
し
た
時
期
は
、
黄
河
が
流
れ
を
大
き
く
変
え
、
治
水
工
事
も
な
さ
れ

て
い
な
い
、
最
も
困
難
な
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
が
南
京
大
学
に
留
学
し
な
が
ら
、
蘇
北
の
農
村
調
査
を
し
た
一
九
八
五
年
当
時
で
も
、
改
革
開
放
政
策
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と

い
こ
と
も
あ
り
、
蘇
北
一
帯
は
貧
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。
当
時
、
淮
安
県
は
外
国
人
に
対
し
て
は
「
未
開
放
県
」
と
な
っ
て
お
り
、
調

査
の
際
に
許
可
書
を
申
請
し
た
記
憶
が
あ
る
。
宿
遷
県
も
当
時
は
「
未
開
放
県
」
で
外
国
人
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
で
あ
る
た
め
、
洪
水
や
旱
魃
の
度
に
、
飢
饉
が
発
生
し
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
赴
任
す
る
前
で
あ
っ
た
が
、
周
辺
地

域
で
は
一
八
七
六
～
八
年
に
山
東
や
山
西
で
飢
饉
が
発
生
し
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
救
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
と
は
先
述
の
通
り
で
あ

る
。
飢
饉
は
こ
の
ほ
か
、
一
八
八
八
年
の
湖
南
、
安
徽
や
山
東
、
一
八
九
三
～
四
の
山
西
で
も
発
生
し
て
い
る
。
蘇
北
一
帯
を
含
む
旱

魃
や
水
害
に
よ
る
飢
饉
と
な
る
と
、
パ
ー
ル
が
記
述
し
て
い
る
、
一
八
九
〇
年
の
淮
安
で
の
旱
魃
、
そ
し
て
一
九
〇
五
年
の
安
徽
・
蘇

北
一
帯
で
の
飢
饉
が
あ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
一
家
が
鎮
江
で
暮
ら
し
て
い
た
一
九
〇
五
年
に
、
安
徽
省
お
よ
び
江
蘇
省
北
部
で
飢
餓
が
発
生
す
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は

自
伝
で
は
こ
の
こ
と
を
書
い
て
い
な
い
が
、
パ
ー
ル
の
『
母
の
肖
像
』
に
は
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
地
味
豊
か
で
灌
漑
の
行
き
届
い

た
揚
子
江
流
域
で
さ
え
食
糧
が
欠
乏
し
た
。
北
か
ら
難
民
が
江
南
の
都
市
に
な
だ
れ
込
ん
で
く
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
特
に
甚
だ

し
か
っ
た
。
冬
に
な
る
と
、
男
も
女
も
子
供
も
難
民
は
群
れ
を
な
し
て
市
街
や
村
に
流
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
み
す
ぼ
ら
し
い
徒
歩
の



87

蘇北におけるプロテスタント宣教師の布教活動　西澤治彦

群
れ
は
そ
の
道
々
乞
食
を
し
な
が
ら
露
命
を
つ
な
い
で
く
る
の
だ
が
、
途
上
で
餓
死
す
る
も
の
も
多
く
あ
っ
た
。
寒
気
が
つ
の
っ
て
か

ら
も
難
民
の
群
れ
は
ま
す
ま
す
数
を
増
し
た
。
行
き
倒
れ
に
な
っ
て
い
る
姿
の
悲
惨
さ
は
目
を
覆
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
母
は
自
ら
の
食

事
を
切
り
詰
め
、
寄
付
金
を
つ
の
り
、
施
し
に
出
か
け
た
。
し
か
し
日
中
に
食
糧
を
持
っ
て
出
る
の
は
群
衆
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
危
険

な
の
で
、
流
民
ら
の
掘
っ
立
て
小
屋
を
回
る
だ
け
に
し
、
夜
に
な
っ
て
王
阿
媽
と
一
緒
に
古
着
を
着
て
、
最
も
悲
惨
な
小
屋
に
施
し
て

ま
わ
っ
た
。
こ
の
冬
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
寄
付
金
を
手
に
、
北
方
の
最
も
悲
惨
な
地
方
へ
い
っ
て
救
済
に
当
た
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、
時
に
金
銭
の
か
わ
り
に
食
糧
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
少
し
傷
ん
だ
チ
ー
ズ
が
数
百
箱
あ
っ
た
が
、
何

で
も
食
べ
る
中
国
人
だ
が
、
こ
れ
だ
け
は
唯
一
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
母
は
こ
れ
を
鎮
江
に
住
む
白
人
に
売
っ
て
歩

き
、
得
た
お
金
で
食
糧
を
買
い
、
難
民
に
施
し
た
。
や
が
て
掘
っ
立
て
小
屋
の
住
人
に
母
の
素
性
が
知
れ
、
飢
餓
に
追
い
立
て
ら
れ
た

彼
ら
が
丘
の
上
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
押
し
寄
せ
、
門
を
叩
き
、
壁
に
寄
り
添
っ
て
離
れ
な
か
っ
た
。
昼
も
夜
も
母
の
名
を
呼
び
続
け
る
難

民
、
朝
毎
に
運
び
出
さ
れ
る
死
骸
。
こ
う
し
た
惨
状
は
、
当
時
十
四
歳
に
な
っ
て
い
た
パ
ー
ル
に
深
刻
な
影
響
を
残
し
、
神
経
衰
弱
の

症
状
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
や
が
て
春
に
な
り
、
冬
を
ど
う
に
か
生
き
延
び
た
難
民
ら
は
、
一
団
に
な
っ

て
故
郷
の
田
畑
を
耕
し
に
、
戻
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
北
方
の
悲
惨
な
地
域
へ
い
っ
て
救
済
に
あ
た
っ
た
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
は

書
か
れ
て
い
な
い
。
自
伝
で
は
、
一
八
九
四
年
の
事
件
以
来
、
蘇
北
の
伝
道
の
旅
に
は
出
て
い
な
い
と
書
い
て
い
る
が
、
救
済
の
為
に

蘇
北
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
パ
ー
ル
の
伝
記
を
著
わ
し
た
コ
ー
ン
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
最
悪
の
情
況
に
あ
る
北
部
に
留
ま
り
、
米
国

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
募
っ
た
募
金
を
管
理
し
て
救
済
活
動
を
支
援
し
た
と
書
い
て
お
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
清
江
浦
へ
行
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
一
九
〇
五
年
と
い
う
と
ア
ブ
サ
ラ
ム
五
十
三
歳
の
時
で
、
ま
だ
体
力
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
難
民
の
流
れ
に
逆
ら
い
な

が
ら
、
支
援
物
資
を
も
っ
て
北
上
す
る
の
は
危
険
な
旅
で
あ
っ
た
。

（
注
　
）
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こ
の
飢
饉
に
対
し
て
は
、
宣
教
師
の
間
で
北
部
江
蘇
・
安
徽
飢
饉
救
済
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
組
織
的
な
救
済
が
行
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
委
員
会
を
代
表
し
てT

.F.M
cCrea

がT
he Chinese R

ecorder

の
編
集
部
にN

orth K
iangsu-A

nhui Fam
ine

題

し
て
、
救
済
の
呼
び
か
け
を
投
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
委
員
会
は
北
部
メ
ソ
ジ
ス
ト
宣
教
団
（N

orthern M
ethodist 

M
isshon

）
のW

.C.Longden

（
委
員
長
）、
南
長
老
教
会
宣
教
団
のA

.Sydenstricker

、
内
地
会
のJ.E.W

illiam
s

、
ス
コ
ッ
チ
聖

書
協
会
（Scotch Bible Society

）
のM

.J.W
alker

、
南
部
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
宣
教
団
（Southern Baptist M

ission

）
のT

.

F.M
cCrea

ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。M

cCrea

は
現
地
入
り
し
た
宣
教
師
の
、
冬
に
な
れ
ば
数
百
万
の
人
々
が
飢
え
に
直
面

す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
報
告
を
ひ
き
、
膨
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
人
信
者
の
間
に
も
基
金
を

設
立
す
べ
き
こ
と
、
上
海
や
杭
州
、
天
津
な
ど
の
開
港
都
市
に
も
募
金
を
募
る
こ
と
、
飢
饉
救
済
の
経
験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
現

地
の
官
僚
と
ど
の
程
度
ま
で
協
力
す
べ
き
か
、
孤
児
の
扱
い
な
ど
）
も
歓
迎
す
る
こ
と
、
飢
餓
地
区
で
働
い
て
い
る
宣
教
師
ら
の
組
織

化
の
必
要
性
、
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

　

陳
高
傭
等
編
の
『
中
国
歴
代
天
災
人
渦
表
』（
一
九
三
九
）
を
照
合
し
て
み
る
と
、
確
か
に
一
八
七
六
～
八
年
に
か
け
て
、
中
国
各

地
で
水
害
が
発
生
し
て
い
る
。
山
西
、
河
南
で
は
一
八
七
六
、
七
年
と
旱
魃
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
一
八

九
〇
年
の
記
事
で
は
、
特
に
蘇
北
で
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。
多
数
の
死
者
が
出
る
ほ
ど
の
飢
饉
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
に
関
し
て
は
、
江
蘇
省
で
水
害
が
発
生
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
旱
魃
は
主
に
天
候
に
よ
る

被
害
で
あ
る
が
、
洪
水
の
場
合
は
、
天
候
の
み
な
ら
ず
、
治
水
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
一
九
〇
五
年
の
飢
饉

は
、
蘇
北
に
と
っ
て
典
型
的
な
災
害
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
注
　
）
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ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
の
蘇
北
社
会

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
目
を
通
し
て
み
る
当
時
の
蘇
北
社
会
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
蘇
北
と
言
っ
て
も
彼

が
重
点
的
に
福
音
を
説
い
て
回
っ
た
の
は
、
清
江
浦
（
淮
陰
）、
宿
遷
一
帯
、
お
よ
び
宿
遷
か
ら
徐
州
に
至
る
地
域
で
あ
っ
た
。
徐
州

で
も
伝
道
を
試
み
る
も
、
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
の
成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
土
地
以
外
で
の
伝
道
活
動
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
？　

パ
ー
ル
の
書
い
た
父
の
伝
記
に
、
テ
キ
サ
ス
と
同
じ
面
積

の
土
地
に
彼
の
福
音
を
待
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
に
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
心
を
躍
ら
せ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
テ
キ
サ
ス
の
面
積

は
六
十
九
万
六
千
二
百
四
十
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
江
蘇
省
の
面
積
は
十
万
二
千
六
百
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
テ
キ
サ
ス

に
相
当
す
る
面
積
と
は
、
確
か
に
蘇
北
全
体
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
蘇
北
全
体
で
の
伝
道
を
計
画
し
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

し
か
し
、
運
河
沿
い
の
都
市
で
あ
る
清
江
浦
や
宿
遷
で
す
ら
、
数
年
で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
大
運
河
の
東
側

や
西
側
の
諸
県
ま
で
、
今
以
上
に
交
通
の
便
の
悪
い
中
を
、
ロ
バ
に
カ
ー
ト
を
引
か
せ
な
が
ら
、
い
け
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
湧

い
て
く
る
。
し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
最
後
の
蘇
北
巡
回
と
な
っ
た
旅
で
、
彼
は
清
江
浦
か
ら
陸
路
、
宿
遷
へ
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
、
数

日
間
づ
つ
各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
い
つ
も
の
ル
ー
ト
で
あ
る
徐
州
府
へ
向
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
清
江
浦
か
ら
徐
州
ま
で
は
直

線
で
も
百
八
十
キ
ロ
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
距
離
を
定
期
的
に
旅
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
距
離
的
に
は
蘇
北
全
体
を
陸
路
で
回
っ
た
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
。
実
際
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
先
述
の
如
く
、
こ
の
地
域
内
で
、
五
十
ほ
ど
の
都
市
を
見
て
回
っ
た
が
、
城
壁
が
な

い
の
は
一
、
二
し
か
な
か
っ
た
と
書
い
て
お
り
、
一
応
、
ほ
ぼ
全
て
の
県
城
は
回
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
に
書
い
たT

he 

Im
portance of the D

irect Phase of M
ission W

ork

と
題
す
る
文
章
の
中
で
も
、
江
蘇
省
の
沿
海
部
の
諸
都
市
に
は
未
だ
に
宣

教
師
が
常
駐
し
て
い
な
い
と
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
彼
が
こ
う
し
た
沿
海
部
の
諸
都
市
に
も
一
度
は
足
を
運
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ

（
注
　
）
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る
。
し
か
し
、
伝
道
の
成
果
は
、
大
運
河
沿
い
の
諸
都
市
に
比
べ
、
低
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
蘇
北
一
帯
と
い
っ
て
も
、
当
初
は
、
山
東
省
よ
り
の
徐
州
地
域
を
最
優
先
し
て
い
た
よ
う
だ
。
先
述
の
如
く
、
彼

は
自
伝
の
中
で
、
江
蘇
省
内
で
は
蘇
州
か
ら
山
東
や
河
南
省
境
ま
で
は
の
地
域
は
殆
ど
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
と
か
、
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス

ト
も
山
東
か
ら
江
蘇
省
北
部
へ
活
動
を
広
げ
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
山
東
の
青
州
府
（
益
都
）
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
英
国
バ
プ
テ
ィ

ス
ト
の
リ
ー
ダ
ー
的
なJones

牧
師
も
江
蘇
省
北
部
の
布
教
の
必
要
性
を
深
く
認
識
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
活
動
す
る
よ
う
勧
め
た
と
、

書
い
て
い
る
。
ま
た
、
山
東
か
ら
鎮
江
に
着
く
な
り
、
二
回
蘇
北
を
訪
問
し
、
二
回
目
は
徐
州
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
ま
た
、
清

江
浦
に
拠
点
を
開
い
た
際
に
も
、
清
江
浦
が
鎮
江
か
ら
船
で
数
日
で
来
ら
れ
る
距
離
に
あ
る
こ
と
、
こ
こ
か
ら
北
に
向
け
て
、
カ
ー
ト

で
移
動
で
き
る
陸
路
が
い
く
つ
も
伸
び
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
こ
の
拠
点
が
山
東
と
華
中
と
の
接
点
に
な
り
う
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
実
際
、
清
江
浦
に
居
を
構
え
て
す
ぐ
は
、
来
客
の
対
応
に
追
わ
れ
て
徐
州
府
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
翌
年
に
な
る

と
、
江
蘇
省
の
北
部
、
と
り
わ
け
徐
州
府
を
定
期
的
に
訪
問
す
る
よ
う
に
な
る
。
先
述
の
如
く
、
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
が
徐
州
府
に
設

け
て
い
た
小
さ
な
拠
点
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
足
が
か
り
と
し
た
。
一
八
九
二
年
に
、
清
江
浦
か
ら
さ
ら
に
北
の
宿
遷
に
移
動
し

た
の
も
、
徐
州
に
近
づ
く
た
め
と
思
わ
れ
る
。
蘇
北
一
帯
を
伝
道
し
て
ま
わ
る
な
ら
、
宿
遷
は
北
に
位
置
し
す
ぎ
、
清
江
浦
の
方
が
適

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
六
年
の
時
点
で
、
中
国
に
来
て
か
ら
三
つ
の
新
し
い
拠
点
（
既
存
の
杭
州
、
蘇
州
に
対

し
、
鎮
江
、
清
江
浦
、
宿
遷
の
こ
と
か
）
が
で
き
、
四
つ
目
が
徐
州
府
に
で
き
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
も
書
い
て
い
る
。

　

だ
が
、
宿
遷
に
移
動
し
た
当
時
、M

r. Grier

とM
r. W

hite
が
徐
州
府
に
拠
点
を
作
ろ
う
と
す
る
も
、
現
地
の
反
対
が
非
常
に
強

く
、
宿
遷
に
撤
退
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
徐
州
府
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
十
年
来
、
通
っ
て
い
た
重
要
な
都
市
で
あ
っ
た
が
、
布

教
活
動
は
思
う
よ
う
に
は
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
視
線
は
、
清
江
浦
の
東
西
や
南
よ
り
も
、
北
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
山
東
で
の
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布
教
の
情
況
を
く
ま
な
く
を
見
て
き
た
彼
と
し
て
は
、
は
や
り
山
東
で
の
成
功
を
強
く
意
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
蘇
州
か

ら
伝
道
の
地
を
開
拓
し
な
が
ら
北
上
し
て
い
く
と
い
う
よ
り
は
、
山
東
側
か
ら
、
江
蘇
省
北
部
に
展
開
し
て
い
く
心
づ
も
り
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
江
蘇
省
北
部
の
内
部
に
お
け
る
伝
道
の
濃
淡
も
理
解
で
き
る
。
通
常
、
蘇
北
と
い
う
地
域
概
念
は
、
蘇

南
に
対
し
て
使
わ
れ
る
。
蘇
州
、
鎮
江
、
南
京
と
揚
子
江
南
岸
の
都
市
に
住
ん
だ
経
験
の
あ
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
彼
の
視
点

が
、
山
東
側
か
ら
山
東
に
隣
接
す
る
地
域
と
し
て
の
蘇
北
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
、
豊
か
な
江
南
に
対
す
る
貧
し
い
江

北
と
い
う
対
比
も
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
蘇
南
に
対
す
る
蘇
北
社
会
の
特
徴
を
彼
が
意
識
し
て
考
察
し
よ
う

と
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

先
述
の
如
く
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
晩
年
の
一
九
二
六
年
に
な
っ
て
、Country Evangelistic W

ork

の
中
で
、
ま
た
一
九
二
八
年
に

はIndigenous Country Evangelism
の
中
で
、
自
ら
の
伝
道
方
法
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
回
顧
で
は
蘇
北
の
地

に
て
、
出
張
所
を
多
く
設
け
た
か
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
が
、
具
体
的
な
数
は
明
記
し
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
鎮
江
に
関
し

て
は
具
体
的
な
数
を
あ
げ
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
腑
に
落
ち
な
い
点
で
あ
る
。
彼
の
自
伝
な
ど
の
断
片
的
な
文
章
か
ら
判
断
す
る
と
、

ど
う
や
ら
清
江
浦
や
宿
遷
一
帯
で
は
、
多
く
の
出
張
所
の
設
立
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
出
張
所

を
設
け
よ
う
と
農
村
部
の
郷
鎮
を
丹
念
に
回
っ
た
。
し
か
し
、
部
屋
を
借
り
て
チ
ャ
ペ
ル
を
作
り
、
中
国
人
の
宣
教
師
が
駐
在
す
る
よ

う
な
出
張
所
は
そ
れ
ほ
ど
作
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
自
伝
の
中
で
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
清
江
浦
に
移
動
し
た

一
八
八
八
年
当
時
の
話
と
し
て
、
清
江
浦
で
は
宣
教
師
の
数
も
少
し
ず
つ
増
え
、
山
東
省
か
ら
一
、
二
名
の
中
国
人
の
助
手
が
加
わ
っ

た
が
、
そ
れ
か
ら
数
年
の
間
、
ご
く
僅
か
な
人
数
し
か
教
会
に
足
を
運
ん
で
（
改
宗
し
て
）
く
れ
な
か
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
ま

た
、
清
江
浦
で
伝
道
を
行
い
、
最
初
の
一
次
帰
国
を
す
る
一
八
九
一
年
の
時
点
で
、
宣
教
師
の
数
（
南
長
老
教
会
宣
教
団
の
こ
と
か
）

（
注
　
）
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は
百
人
に
満
た
ず
、
自
分
も
そ
れ
ま
で
十
年
間
、
活
動
し
て
、
十
人
の
改
宗
者
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
回
顧
し
て
い
る
。

一
方
、
彼
は
一
九
二
八
年
に
書
い
たEvangelistic W

ork in the Cities

の
中
で
、
清
江
浦
に
滞
在
し
た
際
に
、
街
中
で
も
伝
道
を
行

い
、
四
つ
の
チ
ャ
ペ
ル
を
開
設
し
た
と
書
い
て
お
り
、
清
江
浦
で
の
成
果
は
主
に
街
中
で
の
伝
道
活
動
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

で
は
、
宿
遷
で
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
？
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
自
伝
の
中
で
、
清
江
浦
時
代
を
含
め
、
江
蘇
省
の
北
端
で
十
年
間
、

忙
し
く
伝
道
し
て
き
た
が
、
成
果
は
非
常
に
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
、
と
回
顧
し
て
い
る
。
当
初
は
他
の
宣
教
師
も
お
ら
ず
、
中

国
人
の
伝
道
者
も
お
ら
ず
、
中
国
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
全
地
域
で
や
っ
と
十
二
人
を
超
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
当
時
、
二
、
三
の
出

張
所
し
か
な
か
っ
た
が
、
蘇
北
に
い
る
間
は
こ
れ
ら
を
定
期
的
に
回
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
今
や
五
つ
の
中
心
的
な
拠

点
が
で
き
、
多
く
の
主
張
所
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
中
国
人
牧
師
が
い
て
、
数
千
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
い
る
。
当
時
は
、
そ
の
後
の

大
き
な
収
穫
の
た
め
の
、
小
さ
な
出
発
点
で
あ
っ
た
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
今
や
」
は
、

宿
遷
か
ら
鎮
江
に
撤
退
し
た
時
期
で
は
な
く
、
自
伝
を
書
い
た
一
九
二
二
年
当
時
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
清
江
浦
や
宿
遷
一
帯
に
お

け
る
人
々
の
反
応
を
考
え
た
場
合
、
数
年
の
滞
在
で
彼
が
数
十
も
の
出
張
地
を
作
り
得
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
に
、
中
国
人
信
者

の
数
が
十
年
間
で
十
人
か
ら
数
千
人
に
拡
大
す
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
清
江
浦
や
宿
遷
一
帯
で
は
、
丹
念
に
郷

鎮
の
茶
館
を
回
っ
た
も
の
の
、
し
っ
か
り
と
し
た
出
張
所
は
二
、
三
個
所
し
か
作
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
鎮
江
に
お
け
る
出
張
所
の
数
は
具
体
的
に
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
数
に
は
多
少
の
揺
れ
が
あ
る
。

彼
が
一
九
二
六
年
に
書
い
たCountry Evangelistic W

ork
の
中
で
は
、
自
分
が
転
任
し
た
当
時
（
一
八
九
六
）、
教
会
員
は
十
名

ほ
ど
で
、
市
に
は
チ
ャ
ペ
ル
が
二
つ
し
か
な
く
、
デ
イ
ス
ク
ー
ル
も
一
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。（
農
村
部
の
）
出
張
所
は
一
つ
も
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
出
張
所
作
り
に
着
手
し
、（
最
終
的
に
）
三
十
ほ
ど
の
出
張
所
を
作
っ
た
。
こ
れ
ら
の
出
張
所
は
、
三
つ
の
例
外
を
除
き
、

（
注
　
）
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注
　
）
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全
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
に
設
け
ら
れ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
八
年
に
書
い
たEvangelistic W

ork in the 

Cities
の
中
で
は
、
鎮
江
の
街
中
に
も
十
四
の
出
張
所
（
チ
ャ
ペ
ル
と
言
い
換
え
て
も
い
い
）
を
開
設
し
た
と
し
て
い
る
。
一
方
、
自

伝
の
中
で
は
、
一
九
〇
四
年
当
時
の
話
と
し
て
、M

r.Bear

の
死
後
、M

rs.Bearh

は
子
供
と
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
た
め
、
鎮
江
に

残
っ
た
宣
教
師
は
自
分
だ
け
と
な
っ
た
こ
と
、
当
時
、
三
～
四
の
出
張
所
が
あ
り
、
中
国
人
の
説
教
者
も
増
え
た
。
翌
春
、Paxton

夫
妻
が
蘇
州
か
ら
鎮
江
へ
移
転
し
て
き
て
共
同
で
働
い
た
。
や
が
て
、
鎮
江
に
二
十
ほ
ど
の
出
張
所
を
開
設
し
、
こ
れ
ら
を
何
年
に
も

わ
た
っ
て
管
理
し
た
、
と
書
い
て
い
る
。

　

出
張
所
の
数
に
違
い
が
あ
る
が
、
自
伝
の
執
筆
は
一
九
二
三
年
で
、
そ
の
後
、
よ
り
詳
細
に
訂
正
し
た
と
考
え
れ
ば
、
矛
盾
は
な

い
。
時
間
軸
に
そ
っ
て
整
理
す
る
と
、
一
八
九
六
年
当
時
、
農
村
部
に
は
出
張
所
が
一
つ
も
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
四
年
ご
ろ
に
は
、

三
～
四
に
増
え
、
最
終
的
に
三
十
ほ
ど
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
街
中
で
は
、
一
八
九
六
年
当
時
、
チ
ャ
ペ
ル
は
二
つ
し
か
な
か
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
十
四
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
、
彼
の
伝
道
方
法
が
最
も
成
功
し
た
の
は
、
鎮

江
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鎮
江
に
は
宿
遷
か
ら
転
任
し
て
き
た
一
八
九
六
年
か
ら
起
算
し
て
も
、
南
京
に
移
り
住
む
一
九
二
二
年
ま

で
、
二
十
六
年
間
も
住
ん
だ
わ
け
で
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
当
然
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
ほ
ど
、
丹
念
に
蘇
北
の
農
村
部
を
回
っ
た
宣
教
師
は
他
に
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
彼
は
布
教
の
対

象
と
し
た
地
域
社
会
の
分
析
を
あ
ま
り
し
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
し
た
文
章
を
あ
ま
り
残
し
て
い
な
い
。
こ
の
理
由
の
一
つ

は
、
彼
が
山
東
側
か
ら
蘇
北
を
見
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
最
大
の
理
由
は
、
彼
に
と
っ
て
中
国
は
キ
リ
ス
ト

の
福
音
を
待
っ
て
い
る
対
象
で
し
か
な
く
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
化
に
関
心
が
な
か
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
漢
語
の
習
得

と
研
究
に
対
し
て
は
、
あ
れ
だ
け
情
熱
を
も
っ
て
し
た
の
に
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
漢
語
の
習
得
や
研
究
は
、
聖
書
の
漢
訳
も
含
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め
、
あ
く
ま
で
布
教
の
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、
中
国
社
会
を
理
解
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
欧
米
と
は
全
く
異
な
る
文

明
社
会
で
あ
る
中
国
を
、
本
気
で
キ
リ
ス
ト
教
国
に
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
中
国
社
会
の
研
究
は
不
可
欠
の
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
カ

ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
問
わ
ず
、
歴
代
の
宣
教
師
の
中
に
は
、
中
国
社
会
の
優
れ
た
観
察
者
、
研
究
者
に
な
っ
た
人
物
も
多

い
。
そ
う
考
え
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
中
国
社
会
へ
の
無
関
心
と
い
う
か
、
無
頓
着
ぶ
り
は
、
彼
が
原
理
主
義
者
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と

し
て
も
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
が
書
き
残
し
た
唯
一
の
社
会
観
察
は
、
県
城
、
郷
鎮
、
村
落
と
い
っ
た
階
層
的
な
構
造
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
の
郷
鎮
の
重
要
性
（
人
々
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
農
村
部
の
社
会
生
活
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
）、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
茶
館
の

役
割
、
な
ど
で
あ
る
。
農
民
が
集
落
を
な
し
て
住
ん
で
い
る
こ
と
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
を
通
し
て
都
市
と
農
村
と
の
交
流
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
多
少
は
西
洋
社
会
と
の
比
較
も
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
観
察
も
中
国
社
会
に
対
す
る
関
心
か
ら
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
布
教
の
た
め
の
効
率
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
布
教
に
専
念
し
て
全
く
社
会
的
貢
献
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
拠
点
に
お
け
る
小
学
校
の
運
営

と
識
字
教
育
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
はCountry Evangelistic W

ork

の
中
で
、
そ
の
方
法
と
理
念
を
以
下
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
学
校
は
、
農
民
が
比
較
的
時
間
的
余
裕
の
あ
る
農
閑
期
に
開
く
の
が
い
い
。
南
京
大
学
に
付
設
さ
れ
て
い
る

農
業
学
校
の
調
査
に
よ
る
と
、
農
民
が
持
っ
て
い
る
時
間
の
う
ち
、
実
際
の
農
作
業
に
使
わ
れ
る
時
間
は
四
分
の
一
で
し
か
な
い
と
い

う
。
農
民
は
一
年
の
う
ち
、
九
ヶ
月
も
の
農
閑
期
の
間
、
多
く
の
時
間
を
茶
館
で
無
駄
に
過
ご
し
た
り
、
賭
博
に
熱
中
し
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
農
民
に
は
自
由
な
時
間
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
人
々
は
賭
博
や
そ
れ
以
外
の
悪
徳
に
走
っ
て
し
ま
う
。
怠
惰
で
あ
る
限

り
、
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
暇
な
時
間
を
文
字
の
習
得
に
あ
て
、
文
字
が
読
め
る
よ

う
に
な
れ
ば
何
ら
か
の
副
業
も
見
つ
け
て
、
賭
博
の
悪
習
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
農
民
は
空
き
地
に
植
樹
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し
、
道
路
を
補
修
し
、
家
の
周
り
を
掃
除
し
、
よ
り
衛
生
的
な
環
境
に
作
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
村
に
お
け
る
不
潔
な
住
環
境

は
、
最
も
悪
い
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
尊
心
も
生
ま
れ
、
清
潔
で
純
粋
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し

て
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
彼
の
社
会
貢
献
も
、
突
き
詰
め
れ
ば
、
農
民
に
聖
書
が
読
め

る
よ
う
に
し
、
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
し
い
生
活
を
送
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
拠
点
の
運
営
に
関
し
、
中
国
人
に
よ
る
「
自
立
」
を
重
視
し
た
。
外
国
人
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
限
り
、
そ

れ
は
中
国
人
が
形
容
す
る
よ
う
に
「
外
国
の
教
会
」
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
国
の
農
民
に
と
っ
て
の
教
会
組
織
へ
の
経
済
的
な

負
担
は
、
寺
院
な
ど
へ
の
出
費
に
比
べ
れ
ば
安
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
あ
る
中
国
農
民
の
信
者
の
言
葉
と
し
て
、
農
民
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
な
る
こ
と
の
利
点
の
一
つ
は
、
寺
院
へ
の
出
費
が
不
要
に
な
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
中
国
人

が
自
ら
の
間
に
福
音
の
宣
伝
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
中
国
に
お
け
る
農
業
の
情
況
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

発
想
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

教
会
の
自
立
に
関
し
て
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
一
九
二
九
年
に
もT

he Chinese R
ecorder

にW
estern M

oney and the 

Chinese Church

と
い
う
一
文
を
寄
稿
し
、
持
論
を
改
め
て
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
彼
は
、
農
村
部
の
貧
困
が
中
国
人
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
よ
る
伝
道
や
小
学
校
の
運
営
を
難
し
く
し
て
い
る
、
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
、
寺
院
へ
の
寄
進
を
教
会
に
回
せ
ば
可

能
で
あ
る
こ
と
、
中
国
人
の
伝
道
者
も
複
数
の
拠
点
を
受
け
持
て
ば
、
経
済
的
に
や
っ
て
い
け
る
こ
と
、
宣
教
師
自
身
が
自
ら
を
ボ
ス

と
考
え
、
中
国
人
の
同
僚
を
雇
用
し
た
召
使
い
の
如
く
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
教
会
は
「
洋
教
」（
外
国
の
教
会
）
と
み
な
さ
れ
て

も
仕
方
が
な
い
こ
と
、
宣
教
師
が
不
在
の
時
に
教
会
が
自
立
し
得
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
中
国
人
の
中
に
は
、
多
額
の
寄
付
を
し
て

チ
ャ
ペ
ル
を
建
設
し
た
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
皆
、
自
立
し
た
組
織
で
起
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
唱
え
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
自

（
注
　
）
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（
注
　
）
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分
が
鎮
江
に
設
け
た
三
十
の
拠
点
の
う
ち
、
部
屋
の
賃
貸
料
な
ど
、
教
会
組
織
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
の
は
六
つ
の
み
で
、
残
り
は

中
国
人
信
者
の
出
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
三
分
の
一
の
出
費
は
中
国
人
信
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と

し
、
か
つ
て
ネ
ビ
ウ
ス
が
山
東
で
提
唱
し
た
方
法
が
最
良
で
あ
り
、
こ
の
や
り
方
が
拡
大
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

農
村
部
で
の
伝
道
を
し
て
い
く
上
で
農
村
改
革
は
必
要
な
い
、
と
い
う
主
張
は
、
伝
道
を
せ
ず
、
農
村
改
革
運
動
に
走
る
教
会
組
織

の
方
針
を
批
判
す
る
意
図
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
、
農
民
へ
の
識
字
教
育
も
、
そ
の
究
極
の
目
的
は
聖
書

を
読
め
る
よ
う
に
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
し
い
生
活
を
送
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
は
現
場
に
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
把
握
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
を
根
本
か
ら
改
革
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
よ
っ
て
そ
れ
を
解
決
で
き
る
と
考
え
た
。
ア

ブ
サ
ラ
ム
は
最
後
ま
で
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
立
場
を
貫
い
た
が
、
そ
の
こ
と
が
若
い
宣
教
師
ら
か
ら
疎
ま
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
自
身
が
述
べ
て
い
る
如
く
、
彼
の
主
張
は
ネ
ビ
ウ
ス
・
プ
ラ
ン
を
踏
襲
し
た
だ
け
で
、
蘇
北
の
地
を
歩
い
た
経
験
か
ら

導
か
れ
た
方
法
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
こ
の
一
文
を
寄
稿
し
た
一
九
二
九
年
と
い
う
と
、
亡
く
な
る
二
年
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
の
最
後
の
主
張
と
は
う
ら
は
ら
に
、
現
実
は
決
し
て
彼
の
望
む
方
向
に
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
彼
が
情
熱
を
か
け
て
伝
道
活

動
に
従
事
し
た
農
村
部
に
お
い
て
も
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
単
に
農
民
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
さ
せ
、
教
会
組
織
の

運
営
も
自
立
さ
せ
た
と
し
て
も
、
文
字
も
読
め
ず
（
つ
ま
り
聖
書
も
読
む
こ
と
な
く
）、
不
潔
な
住
環
境
の
な
か
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
あ

け
く
れ
る
怠
惰
な
生
活
そ
の
も
の
を
変
え
な
い
限
り
、
本
当
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
人
生
は
送
れ
な
い
、
と
い
う
言
葉
は
、
彼
の

農
村
や
農
民
に
対
す
る
本
音
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
焦
り
で
も
あ
り
、
ま
た
絶
望
に
近
か
い
感
情
か
も
知
れ
な
い
。

（
注
　
）
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ア
ブ
サ
ラ
ム
が
自
伝
で
述
べ
て
い
る
如
く
、
彼
が
最
後
ま
で
固
執
し
た
巡
回
説
教
と
い
う
布
教
方
法
は
、
山
東
省
で
実
際
に
見
聞
し

た
ネ
ビ
ウ
ス
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
の
方
法
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
っ
た
。
山
東
省
に
お
け
る
布
教
活
動
が
着
実
な
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
の
を

目
の
あ
た
り
に
し
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
、
同
じ
方
法
を
用
い
て
、
未
開
拓
の
隣
接
地
で
あ
る
江
蘇
省
北
部
で
の
布
教
活
動
に
、
宣
教
師
と

し
て
の
人
生
を
賭
け
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
、
ネ
ビ
ウ
ス
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
山
東
省
は
中
国
の
中
に
あ
っ
て
、
長

老
教
会
が
強
固
な
地
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
場
所
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
蘇
北
で
の
布
教
活
動
は
、
山
東
省
ほ
ど
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
蘇
北
の
過
酷
さ
と
い
っ
た
地
域
的
な
差
異
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
布
教
活
動
が
行
わ
れ
た
時
代
差
と
組

織
力
の
差
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ネ
ビ
ウ
ス
が
中
国
入
り
し
た
の
は
一
八
五
三
年
で
、
以
後
、
一
八
九
三
年
に
亡
く
な
る
ま
で

の
四
十
年
間
を
山
東
省
で
の
布
教
活
動
に
専
念
し
た
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
が
中
国
入
り
し
た
の
は
、
ネ
ビ
ウ
ス
か
ら
遅
れ
る
こ
と
十
二
年
の

一
八
六
五
年
で
あ
る
が
、
彼
も
ま
た
、
一
九
二
〇
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
五
十
六
年
間
を
、
山
東
省
の
芝
罘
（
烟
台
）
に
居
を
構
え
て

布
教
活
動
に
専
念
し
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
中
国
入
り
し
た
の
が
一
八
八
〇
年
、
蘇
北
の
清
江
浦
に
移
動
し
て
本
格
的
な
巡
回
説
教
を
始

め
た
の
が
一
八
八
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
す
で
に
山
東
で
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
が
布
教
活
動
を
始
め
て
か
ら
二
十
二
年
の
年
月

が
経
っ
て
い
た
。
こ
の
差
は
大
き
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
義
和
団
事
件
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
山
東
省
で
の
布
教
活
動
も
蘇
北
に
劣

ら
ず
過
酷
で
命
が
け
の
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
に
推
測
さ
れ
る
が
、
ネ
ビ
ウ
ス
・
プ
ラ
ン
（
別
に
山
東
プ
ラ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
）

が
う
ま
く
機
能
し
た
地
域
と
時
代
と
い
う
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
時
代
と
し
て
は
、
義
和
団
事
件
前
後
が
一
つ
の
節
目
に
な
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

蘇
北
で
の
布
教
に
夢
を
抱
い
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
活
動
は
思
う
よ
う
に
は
行
か
ず
、
蘇
北
を
拠
点
に
し
た
布
教
活
動
は
わ
ず

か
十
年
で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
以
降
は
鎮
江
を
拠
点
に
、
年
に
二
回
、
蘇
北
を
巡
回
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
芝
罘
（
烟
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台
）
に
拠
点
を
構
え
て
、
半
世
紀
近
い
年
月
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
、
し
か
も
組
織
的
に
布
教
活
動
を
行
っ
た
山
東
省
の
よ
う
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
あ
る
意
味
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
鎮
江
に
は
通
算
で
二
十
五
年
ほ

ど
滞
在
し
た
だ
け
に
、
鎮
江
で
の
布
教
は
蘇
北
に
比
べ
て
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。

　

し
か
も
、
義
和
団
事
件
以
降
は
、
布
教
活
動
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
も
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
固
執
し
た
巡
回
説
教

の
方
法
は
、
若
い
宣
教
師
ら
か
ら
も
冷
や
や
か
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
死
の
直
前
ま
で
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が

自
分
の
信
念
を
変
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
若
か
り
し
時
に
目
の
あ
た
り
に
し
た
、
山
東
省
で
の
輝
か
し
い
布
教
の
成
果
が
脳
裏

に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
【
図
表
3
】
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
同
時
代
の
宣
教
師
ら
の
滞
在
期
間
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
中
の
人
物
で
は
、
ネ
ビ
ウ
ス
と

テ
ー
ラ
ー
が
ほ
ぼ
同
年
代
生
ま
れ
で
、
同
じ
時
期
（
一
八
五
三
年
）
に
中
国
入
り
し
て
い
る
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
は
ネ
ビ
ウ
ス
よ
り
も
十
二

年
遅
れ
て
一
八
六
五
年
に
中
国
入
り
し
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
、
テ
ー
ラ
ー
の
内
地
会
も
中
国
で
の
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ

ム
が
生
ま
れ
た
一
八
五
二
年
、
す
で
に
ネ
ビ
ウ
ス
は
中
国
で
布
教
活
動
を
始
め
て
お
り
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
中
国
入
し
た
一
八
八
〇
年
の

時
点
で
、
ネ
ビ
ウ
ス
は
二
十
七
年
間
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
は
十
五
年
間
の
布
教
の
経
験
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
蘇
北
で
の
布
教

に
苦
戦
し
て
い
る
一
八
九
三
年
、
ネ
ビ
ウ
ス
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
中
国
入
り
し
た
一
八
八
〇
年
、
ス
ミ
ス
も

山
東
に
移
動
し
て
い
る
。
プ
ル
ー
イ
ッ
ト
が
山
東
で
生
ま
れ
た
の
は
そ
の
八
年
後
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ウ
オ
ル
ッ
シ
ュ
が
上
海
入
り
し

た
の
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
蘇
北
で
苦
戦
し
て
い
る
最
後
の
年
で
あ
っ
た
。
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【図表 3】　アブサラムと同時代の宣教師らの滞在期間

第一期（前半） 第二期 第三期第一期（後半）
1810 20 30 40 50 60 70 80 90 1900 10 20 30 40 50 60 70 80

事件
1807

モ
リ
ソ
ン
の
伝
導
開
始

ア
ヘ
ン
戦
争

洋
務
運
動

山
東
・
直
隷
飢
饉

日
清
戦
争

義
和
団
事
件

辛
亥
革
命

北
伐
軍
南
京
入
城

日
中
戦
争

中
華
人
民
共
和
国
成
立

ネビウス
1829 1853 61 1893

生 中
国
へ

山
東
へ

没

コルベット
1835 1865 1920

生 中
国
へ

山
東
へ

没

スミス
1845 72 1932

生 中
国
へ

80
山
東
へ

没

ウォルシュ
？ 1895 1906 ？

中
国
へ

帰
国

パール B.
1892 10 14 73

米
生
中
国
へ

米
大
学
へ

中
国
へ

宿
州
へ

38

帰
国

没

プルーイット
1888 1906 1985
山
東
生

米
大
学
へ

12

北
京
へ

山
東
へ

1938
帰
国

没

テーラー
1832 53 1905
生 中

国
へ

60 67
内
地
会

中
国
へ

設
立

没

アブサラム S.
1852 1880 1931

生 中
国
へ

87～96

蘇
北
へ

没
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（
2
） 

鎮
江
と
清
江
浦
（
現
淮
陰
）
の
間
に
あ
る
大
運
河
沿
い
の
四
つ
の
都
市
と
は
、
揚
州
、
高
郵
、
宝
応
、
淮
安
を
、
大
運
河
か
ら
海
ま
で
の
長
江
沿
い

の
八
つ
の
都
市
と
は
、
揚
中
、
泰
興
、
靖
江
、
江
陰
、
沙
洲
、
南
通
、
海
門
、
上
海
を
指
し
て
い
よ
う
。

（
3
） 
清
江
浦
の
時
期
に
関
し
て
、
自
伝
を
校
訂
し
た
グ
レ
ー
ス
は
、
パ
ー
ル
の
書
い
た
父
の
伝
記
か
ら
引
用
し
て
補
足
し
て
い
る
（
二
十
二
～
二
十
三
頁
）。

し
か
し
パ
ー
ル
の
記
述
が
正
し
い
な
ら
ば
、
グ
レ
ー
ス
が
引
用
し
て
い
る
一
部
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
、
宿
遷
で
拠
点
を
開
い
た
時
期
の
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
混
同
が
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
部
分
は
、
蘇
北
一
帯
で
の
伝
道
の
方
法
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
五
年
ほ
ど
時
代
が

前
後
し
て
も
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
父
の
伝
記
の
記
述
に
そ
っ
て
紹
介
し
た
。

（
4
） Pearl Fighting A

ngel 

（T
he Spirit and the Flesh

合
冊
版
）
六
十
四
頁
。
な
お
、
回
民
の
馬
氏
に
関
し
て
は
、
父
の
伝
記
の
中
の
宿
遷
時
代
の

記
述
に
も
出
て
く
る
。
パ
ー
ル
が
最
初
に
馬
氏
に
言
及
す
る
の
は
清
江
浦
の
部
分
な
の
で
、
馬
氏
は
清
江
浦
で
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
出
会
い
、
改
宗
し
た

よ
う
に
取
れ
る
。
馬
氏
が
ど
こ
の
人
間
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
明
朝
の
永
楽
帝
の
北
京
遷
都
に
従
っ
て
南
京
の
ム
ス
リ
ム
が
運
河
沿
い
に
北
上

し
て
い
る
の
で
、
淮
陰
に
ム
ス
リ
ム
が
い
る
の
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

 

　

回
民
の
馬
氏
に
関
し
て
は
、
既
述
の
如
く
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
を
校
訂
し
た
グ
レ
ー
ス
も
鎮
江
時
代
の
部
分
で
回
顧
し
て
い
る
。
一
八
八
八
年

当
時
、
パ
ー
ル
は
三
歳
な
の
で
彼
の
こ
と
を
正
確
に
記
憶
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
グ
レ
ー
ス
が
鎮
江
で
生
ま
れ
た
の
も
一
八
九
九
年
で
、
清

江
浦
時
代
を
知
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
父
と
同
居
し
、
彼
が
自
伝
を
執
筆
す
る
際
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
い
て
い
る
パ
ー
ル
の
記
述
の
方
が
正

確
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
、
清
江
浦
時
代
の
弟
子
が
、
鎮
江
に
移
動
す
る
際
に
つ
い
て
き
た
と
し
て
も
、
グ
レ
ー
ス
の
記
述
と
に
矛
盾
は
な
い
。

（
5
） 

パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

百
四
十
一
頁
以
下

（
6
） Pearl Fighting A

ngel

（T
he Spirit and the Flesh

合
冊
版
）pp82-89

（
7
） 

パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

百
八
十
～
三
、
伝
記
八
十
七
～
九
頁

（
8
） Pearl Fighting A

ngel

（T
he Spirit and the Flesh

合
冊
版
）pp92-93

（
9
） 

パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

百
八
十
～
三
頁

（
10
） Pearl Fighting A

ngel

（T
he Spirit and the Flesh

合
冊
版
）
五
十
八
頁
、
パ
ー
ル
は
、
こ
の
事
件
を
、
山
東
か
ら
清
江
浦
に
移
動
し
た
時
期
の

章
（
一
八
九
一
年
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
以
前
）
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
執
筆
の
都
合
上
、
前
倒
し
し
た
だ
け
で
、
事
件
そ
の
も
の
は
や

は
り
一
八
九
四
年
に
起
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。『
母
の
肖
像
』
の
話
が
母
の
回
顧
か
ら
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
の
話
は
父
か
ら
直

接
聞
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（
11
） T

he Chinese R
ecorde V

ol.X
LIII O

ctober 1912 pp591-596

。
パ
ー
ル
の
ほ
か
、Zetzsche

もT
he Chinese R

ecorder 

に
掲
載
さ
れ
た
文

章
か
ら
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
「
江
蘇
省
北
部
」
で
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
中
でZetzsche

は
、
対
象
地
域
に
は
五
十
ほ
ど
の

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
タ
ウ
ン
（
郷
鎮
の
こ
と
）
が
あ
り
、
彼
は
年
に
二
回
、
こ
れ
ら
の
タ
ウ
ン
を
巡
回
す
る
よ
う
に
し
、
こ
の
う
ち
三
十
ほ
ど
の
タ
ウ
ン

に
小
さ
な
拠
点
を
設
け
た
、
と
し
て
い
る
（
三
十
六
～
七
頁
）。

 

　

こ
の
記
述
と
数
字
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
一
九
二
八
年
に
書
い
たIndigenous Country Evangelism

か
ら
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鎮
江
で
の

話
と
推
測
さ
れ
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
一
九
二
六
年
に
書
い
たCountry Evangelistic W

ork

の
中
で
、
蘇
北
全
体
の
県
城
レ
ベ
ル
の
数
を
五
十
と

し
、
鎮
江
に
移
動
し
て
以
降
の
話
と
し
て
、
鎮
江
に
は
四
十
五
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
三
十
に
拠
点
を
設
け
た
と
書
い
て
い

る
。
一
九
二
八
年
の
文
章
で
も
、
確
か
に
五
十
ほ
ど
の
タ
ウ
ン
と
書
い
て
い
る
が
、
原
文
はabout fifty tow

ns, including a few
 cities

と
な
っ

て
お
り
、
い
く
つ
か
の
都
市
を
除
け
ば
、
四
十
五
の
タ
ウ
ン
に
な
る
し
、
清
江
浦
や
宿
遷
で
の
伝
道
で
は
三
十
の
拠
点
を
設
け
た
と
は
、
明
記
し
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
12
） 

こ
れ
を
中
国
語
で
「
講
茶
」
と
言
っ
た
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
飲
茶
の
話
」
を
参
照
。

（
13
） Pearl Fighting A

ngel

（T
he Spirit and the Flesh

合
冊
版
）pp58-61

（
14
） 

本
稿
の
完
成
後
に
、
蒲
豊
彦
の
「
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
」（
二
〇
〇
一
）
と
い
う
論
考
の
存
在
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
広

東
省
東
部
地
区
に
お
け
る
英
国
長
老
教
会
の
伝
道
の
歴
史
を
整
理
、
分
析
し
た
も
の
で
、
扱
っ
て
い
る
時
代
は
辛
亥
革
命
前
後
ま
で
で
あ
る
が
、
伝

道
の
拠
点
と
な
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
が
ほ
ぼ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
に
重
な
る
形
で
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
広
東
省

に
お
け
る
英
国
長
老
教
会
で
も
、
伝
道
方
式
を
巡
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
、
拠
点
を
作
っ
て
か
ら
そ
こ
を
足
が
か
り
に
放
射
状
に
展
開
す
る
方
法
と
、

あ
ち
こ
ち
を
ひ
た
す
ら
歩
き
ま
わ
る
方
法
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
山
東
に
お
け
る
「
ネ
ビ
ウ
ス
・
プ
ラ
ン
」
は
、
少
な
く

と
も
普
遍
的
な
名
称
と
し
て
、
華
南
地
区
ま
で
は
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
15
） T

he Chinese R
ecorder V

ol.LV
II A

ugust 1926 pp603-605

（
16
） A

bsalom
 1928b Evangelistic W

ork in the Cities pp732-934 T
he Chinese R

ecorder

（
17
） 

パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

二
百
三
十
一
頁

（
18
） 

ち
な
み
に
、
信
頼
し
て
い
た
中
国
人
の
使
用
人
裏
切
ら
れ
る
話
は
他
に
も
あ
る
。『
母
の
肖
像
』
に
は
、
一
九
一
一
年
、
鎮
江
に
て
辛
亥
革
命
に
遭
遇

し
た
際
、
上
海
に
避
難
す
る
前
に
貴
重
品
を
入
れ
た
箱
を
埋
め
て
い
っ
た
が
、
戻
っ
て
み
る
と
、
掘
り
返
さ
れ
箱
も
壊
さ
れ
て
中
の
貴
重
品
は
盗
ま

れ
て
い
た
。
母
は
埋
め
る
際
に
手
伝
わ
せ
た
下
男
の
仕
業
と
直
感
す
る
。
ま
た
、
あ
る
時
、
母
の
助
手
が
を
し
て
い
る
中
国
人
が
俸
給
を
受
け
取
り

に
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
母
が
二
階
の
金
庫
か
ら
銀
貨
二
枚
を
払
う
と
、
子
供
が
呼
ん
だ
の
で
一
瞬
だ
け
そ
の
場
を
離
れ
、
ま
た
戻
る
と
、
男
が
、
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銀
貨
が
一
枚
、
偽
物
な
の
で
取
り
替
え
て
く
れ
、
と
突
き
返
し
て
く
る
。
触
っ
て
み
る
と
温
か
い
こ
と
か
ら
、
自
分
が
握
っ
て
い
た
も
の
と
分
か
り
、

母
は
悲
し
さ
の
あ
ま
り
涙
を
流
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
（
二
百
五
～
七
頁
）。

（
19
） 

パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

二
百
五
十
四
頁

（
20
） 
パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

二
百
五
十
頁

（
21
） 
コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
百
二
十
二
～
三
頁

（
22
） 
パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

二
百
二
十
五
～
九
頁

（
23
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
百
頁

（
24
） T

he Chinese R
ecorder　

V
ol.X

X
X

V
II N

o.12 1906

（
25
） 『
清
代
政
区
沿
革
綜
表
』
に
よ
る
と
、
清
末
の
江
蘇
省
の
行
政
区
域
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
江
寧
布
政
使
司
領
が
江
寧
府
・
揚
州
府
・
淮

安
府
・
徐
州
府
の
四
府
、
直
隷
州
が
海
州
・
通
州
の
二
州
、
直
隷
庁
が
海
門
庁
、
江
蘇
布
使
司
領
が
常
州
府
・
蘇
州
府
・
松
江
府
・
鎮
江
府
の
四
府
、

直
隷
州
が
太
倉
州
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
江
寧
府
と
蘇
州
府
が
江
蘇
省
の
省
会
で
あ
っ
た
。

 

　

清
末
の
江
寧
府
内
に
は
、
上
元
県
・
江
寧
県
・
句
容
県
・
漂
水
県
・
高
淳
県
・
江
浦
県
・
六
合
県
の
七
県
が
あ
っ
た
。
淮
安
府
内
に
は
、
山
陽
県
・

阜
寧
県
・
清
河
県
・
塩
城
県
・
安
東
県
・
桃
源
県
の
六
県
が
あ
っ
た
。
揚
州
府
内
に
は
、
泰
州
・
高
郵
州
の
二
州
と
、
江
都
県
・
甘
泉
県
・
揚
子
県
・

宝
応
県
・
興
化
県
・
東
台
県
の
六
県
が
あ
っ
た
。
海
州
直
隷
州
内
に
は
、
沭
陽
県
・
楡
県
の
二
県
、
通
州
直
隷
州
内
に
は
、
如
皋
県
・
泰
興
県
の
二

県
が
あ
っ
た
。
徐
州
府
内
に
は
、
邳
州
と
銅
山
県
・
碭
山
県
・
豊
県
・
䔥
県
・
睢
寧
県
・
宿
遷
県
・
沛
県
の
七
県
が
あ
っ
た
。
海
門
直
隷
庁
は
清
末

に
な
っ
て
も
属
領
が
な
か
っ
た
。

 

　

常
州
府
内
に
は
武
進
県
・
陽
湖
県
・
無
錫
県
・
金
匱
県
・
宜
興
県
・
荊
渓
県
・
江
陰
県
・
靖
江
県
の
八
県
が
あ
っ
た
。
蘇
州
府
内
に
は
、
太
湖
庁

と
靖
湖
庁
の
二
庁
と
呉
県
、
長
洲
県
・
元
和
県
・
呉
江
県
・
震
澤
県
・
昆
山
県
・
新
陽
県
・
常
熟
県
・
昭
文
県
の
九
県
が
あ
っ
た
。
鎮
江
府
内
に
は
、

丹
徒
県
・
丹
陽
県
・
金
壇
県
・
溧
陽
県
の
四
県
と
太
平
庁
が
あ
っ
た
。
松
江
府
内
に
は
、
川
沙
庁
と
華
亭
県
・
類
県
・
奉
賢
県
・
金
山
県
・
上
海
県
・

南
滙
県
・
青
浦
県
の
七
県
が
あ
っ
た
。
太
倉
直
隷
州
内
に
は
、
鎮
洋
県
・
嘉
定
県
・
崇
明
県
・
宝
山
県
の
四
県
が
あ
っ
た
。

 

　

こ
ら
ら
の
州
、
庁
、
県
を
合
計
す
る
と
六
十
七
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
揚
子
江
北
岸
に
位
置
す
る
江
寧
府
（
北
岸
は
江
浦
県
・
六
合
県
の
二
県
）・
揚

州
府
・
淮
安
府
・
徐
州
府
の
四
府
と
海
州
・
通
州
の
二
直
隷
州
、
海
門
直
隷
庁
と
限
る
と
、
二
十
六
あ
る
。
こ
れ
に
州
や
府
の
所
在
地
を
加
え
る
と

三
十
二
に
な
る
。

 

　

改
革
開
放
以
降
は
、
都
市
近
郊
の
発
展
に
と
も
な
い
、
県
か
ら
区
に
昇
格
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
行
政
区
画
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る

が
、
一
九
八
〇
年
代
当
時
の
県
の
数
を
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
お
く
と
、
南
京
市
に
は
、
市
街
地
で
あ
る
十
の
区
の
ほ
か
、
五
つ
の
県
が
、
揚
州
市
に
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は
二
つ
の
区
と
十
の
市
・
県
が
、
淮
陰
市
に
は
二
つ
の
区
と
十
一
の
県
が
、
徐
州
市
に
は
五
つ
の
区
と
六
つ
の
県
が
、
塩
城
市
に
は
二
つ
の
区
と
七

つ
の
県
が
、
連
雲
港
市
に
は
三
つ
の
区
と
三
つ
の
県
が
、
南
通
市
に
は
二
つ
の
区
と
六
つ
の
県
が
、
鎮
江
市
に
は
二
つ
の
区
と
四
つ
の
県
が
、
無
錫

市
に
は
四
つ
の
区
の
ほ
か
、
三
つ
の
県
が
、
常
州
市
に
は
、
五
つ
の
区
と
三
つ
の
県
が
、
蘇
州
市
に
は
四
つ
の
区
と
六
つ
の
市
・
県
が
あ
っ
た
。　

従
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
江
蘇
省
内
に
は
、
市
・
県
が
合
計
で
六
十
四
あ
り
、
こ
の
う
ち
揚
子
江
北
岸
に
限
る
と
、
三
十
四
あ
る
。
こ
れ
ら
の
市
・

県
に
、
区
に
分
類
さ
れ
て
い
る
各
市
の
市
街
地
を
加
え
る
と
、
四
十
一
の
計
算
に
な
る
。
従
っ
て
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
五
十
ほ
ど
の
都
市
や
県
城
を
訪

ね
た
と
す
れ
ば
、
蘇
北
に
あ
る
ほ
ぼ
全
て
の
県
城
を
回
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
26
） 

少
な
く
と
も
、
現
在
の
連
雲
港
市
や
、
塩
城
市
、
淮
陰
よ
り
も
南
に
位
置
す
る
揚
州
市
や
南
通
市
ま
で
は
熱
心
に
伝
道
し
て
ま
わ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
、
別
稿
に
て
、
現
在
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
分
布
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
。

（
27
） A

bsalom
 1978 O

ur Life and W
ork p28

（
28
） A

bsalom
 1978 O

ur Life and W
ork pp29-30

（
29
） A

bsalom
 1926 Country Evangelistic W

ork, 1928a Indigenous Country Evangelism

（
30
） A

bsalom
 1928a Indigenous Country Evangelism

（
31
） 

都
会
の
鎮
江
で
も
、
衛
生
状
態
は
決
し
て
よ
く
な
か
っ
た
。
一
八
八
六
年
、
山
東
か
ら
鎮
江
に
移
り
住
ん
だ
一
家
で
あ
る
が
、
当
初
は
、
揚
子
江
に

沿
っ
た
と
こ
ろ
の
中
国
人
の
商
店
の
二
階
に
三
部
屋
を
借
り
て
住
ん
で
い
た
。『
母
の
肖
像
』
に
は
、
こ
の
当
時
の
話
と
し
て
、
町
は
不
潔
で
雑
沓
し

て
い
た
こ
と
、
特
に
夏
が
く
る
と
不
潔
物
の
堆
積
し
た
往
来
か
ら
悪
臭
が
二
階
の
部
屋
に
登
っ
て
く
る
こ
と
、
そ
し
て
夏
の
間
だ
け
で
も
、
子
供
達

を
非
難
さ
せ
る
べ
く
、
当
時
、
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
丘
の
上
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
（
新
潮
文
庫
版 

百
三
十
四
～
六
頁
）。

5　

結
び
に
か
え
て

　

Zetzschea

は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
論
文
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
ま
だ
多
く
の
研
究
の
余
地
が

あ
る
と
し
て
、
例
え
ば
、
パ
ー
ル
へ
の
影
響
と
か
、
ど
う
し
て
教
団
は
彼
の
個
人
主
義
的
な
行
動
を
容
認
し
た
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た

問
題
を
あ
げ
て
い
る
。
近
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宣
教
師
の
研
究
は
、
聖
人
伝
的
な
研
究
に
な
る
の
を
避
け
る
べ
く
、
個
人
の
研
究

よ
り
も
、
宣
教
師
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
運
動
の
側
面
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
彼
に
対
し
て
は
、
パ
ー
ル
の
父
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と
い
う
点
で
注
目
は
さ
れ
る
が
、
冷
淡
な
関
心
し
か
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
よ
う
な
教
団
か
ら
孤
立
し

な
が
ら
も
、
周
囲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
宣
教
師
も
い
た
こ
と
は
事
実
で
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
保
守
的
で
あ
り
な

が
ら
も
、
リ
ベ
ラ
ル
派
が
提
起
す
る
何
年
も
前
か
ら
、
教
団
の
統
合
や
教
育
の
充
実
、
教
会
組
織
の
経
済
的
自
立
、
中
国
人
と
の
平
等

な
関
係
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
物
で
も
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
彼
は
強
い
信
念
と
複
雑
な
個
性
と
が
混
在
し
た
、
矛
盾
に
満
ち
た

人
物
で
も
あ
っ
た
が
、
十
九
世
紀
の
宣
教
師
の
中
で
は
希
な
存
在
で
あ
り
、
今
日
に
お
け
る
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
す
る
う
え
で

も
、
こ
う
し
た
個
人
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
必
要
で
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
こ
う
し
た
「
強
い
信
念
と
複
雑
な
個
性
と
の
混
在
」
は
、
当
時
の
時
代
背
景
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
理
解
で
き
な

い
も
の
で
は
な
い
。
パ
ー
ル
の
書
い
た
父
の
伝
記
で
あ
る
『
戦
え
る
使
徒
』
を
訳
し
た
深
沢
正
策
は
、
一
九
五
二
年
の
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
社

版
の
「
あ
と
が
き
」
で
、「
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
伝
統
に
、
広
い
新
大
陸
開
拓
で
き
た
え
た
自
由
な
、
剛

健
な
自
然
児
と
も
い
う
べ
き
風
格
が
加
わ
っ
て
い
る
。
…
あ
る
者
は
こ
の
二
つ
の
性
情
を
お
な
じ
よ
う
に
も
ち
、
あ
る
者
は
そ
の
一
つ

を
著
し
く
も
つ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
此
の
二
つ
が
基
調
だ
。
…
法
律
の
制
限
も
認
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
保
護
も
仰
が
な
い
。
一
直
線

に
信
ず
る
こ
と
を
断
行
す
る
の
で
あ
る
。
…
こ
う
い
う
人
た
ち
は
、
み
ん
な
人
間
ば
な
れ
の
し
た
無
邪
気
さ
と
愚
か
さ
を
も
っ
て
い

る
。」
と
述
べ
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
こ
そ
、
宗
教
界
に
お
け
る
こ
う
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ン
は
、
一
九
九
六
年
に
出
版
し
た
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
伝
記
の
中
で
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
を
始
め
と
す
る
ア
メ

リ
カ
人
宣
教
師
ら
の
情
熱
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
、
中
国
は
彼
ら
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
存
在
だ
っ
た
。

と
い
う
の
は
中
国
は
地
球
上
で
最
大
の
人
口
を
誇
る
国
で
あ
り
、
反
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
最
後
の
戦
い
は
中
国
の
大
地
で
争
わ
れ
る
と

信
じ
て
い
た
。
宣
教
師
ら
の
大
部
分
は
、
オ
ハ
イ
オ
、
ミ
シ
ガ
ン
、
イ
リ
ノ
イ
な
ど
の
中
程
度
の
宗
教
大
学
で
学
位
を
と
っ
た
ば
か
り

で
、
米
国
中
西
部
の
小
さ
な
町
か
ら
は
る
ば
る
中
国
ま
で
派
遣
さ
れ
た
。
彼
ら
は
全
て
の
主
要
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
（
組
合
教
会
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派
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
、
ル
ー
テ
ル
派
、
長
老
教
会
派
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
、
聖
公
会
派
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
派
な
ど
）
を
代
表
し
て
い
た
。
大
部
分
の
宣
教
師
に
と
っ
て
伝
道
の
任
務
に
つ
く
こ
と
は
、
信
仰
の
証
を
示
す
と
い
う
意
味
で
深

い
個
人
的
な
満
足
に
繋
が
っ
て
い
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
多
く
の
宣
教
師
同
様
、
辺
境
（
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
）
の
出
身
で
、
宣
教

師
ら
が
持
つ
最
高
の
姿
（
信
仰
の
深
さ
）
と
最
悪
の
姿
（
排
他
性
）
を
ま
さ
し
く
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
私
利
私
欲
に
走
る
こ
と
も
な

く
、
危
険
を
恐
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
の
目
的
は
唯
一
つ
、
伝
道
だ
け
だ
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
に
は
、
南
北
戦
争
の
影
響
も
大
き
な
陰
を
落
と
し
て
い
た
。
先
述
の
如
く
、
彼
が
思
春
期
の
こ
ろ
、
一
家
は
南
北
戦
争

の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
彼
の
六
人
の
兄
弟
の
う
ち
、
四
人
は
南
部
の
為
に
戦
い
、
二
人
が
負
傷
、
一
人
は
北
軍
の
捕
虜
と
な
っ

た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
南
部
の
敗
北
を
悔
し
が
り
、
一
生
涯
、
南
部
諸
州
に
同
情
を
寄
せ
て
い
た
。
従
軍
す
る
に
は
若
す
ぎ
た
彼
は
、
中

国
で
の
布
教
と
い
う
、
北
軍
よ
り
も
手
強
い
敵
と
の
戦
い
に
挑
む
道
を
選
ん
だ
。
な
お
、
彼
を
含
め
た
七
人
の
兄
弟
の
う
ち
、
六
人
が

牧
師
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
南
部
で
育
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
人
種
的
偏
見
形
成
へ
の
温
床
と
も
な
っ
た
。
貧
し
い
な
が
ら
も

彼
の
家
は
数
人
の
奴
隷
を
所
有
し
て
い
て
、
そ
れ
が
非
人
道
的
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
。

　

南
北
戦
争
で
敗
北
し
た
南
部
で
は
、
奴
隷
は
解
放
さ
れ
、
大
地
主
の
土
地
も
奪
わ
れ
、
経
済
は
混
乱
し
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
戦

後
の
日
本
」
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
に
失
望
し
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
、
中
国

に
長
く
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
で
の
知
人
も
減
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
妻
に
と
っ
て
も
同
様
で
、
パ
ー
ル
は
『
母
の
肖
像
』
の
中

で
、
病
弱
な
母
が
三
度
目
の
帰
国
を
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
に
戻
り
た
い
と
い
う
気
持
が
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
多
く
の
親
し
い
顔
が
消
え
、
新
し
い
も
の
が
現
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
は
落
ち
着
く
場
所
が
な
い
と
悟
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ン
に
よ
る
と
、
宣
教
師
ら
が
中
国
で
直
面
し
た
最
大
の
障
害
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
疑
念
や
憎
し
み
で
は
な
く
、
無
関
心

で
あ
っ
た
。
全
く
の
無
関
心
か
、
露
骨
に
疑
い
の
目
を
向
け
る
数
千
人
の
中
国
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
閉
鎖
的
な
居
留
地
の
中
で
ま

（
注
　
）

 1

（
注
　
）

 2

（
注
　
）

 3
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と
ま
っ
て
暮
ら
す
少
人
数
し
か
い
な
い
白
人
は
常
に
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た
。
お
互
い
に
い
が
み
あ
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
ル

コ
ー
ル
や
ア
ヘ
ン
中
毒
や
病
気
、
鬱
病
や
発
狂
す
ら
き
た
す
こ
と
は
、
宣
教
師
た
ち
に
と
っ
て
日
常
茶
飯
事
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

宣
教
師
同
士
の
い
が
み
合
い
の
例
と
し
て
、
コ
ー
ン
は
以
下
の
よ
う
な
逸
話
を
紹
介
し
て
る
。
長
老
教
会
に
属
す
る
ア
ブ
サ
ラ
ム
は

最
も
保
守
的
な
キ
リ
ス
ト
教
派
を
代
表
し
て
お
り
、
彼
な
り
の
福
音
書
の
解
釈
を
厳
し
く
守
り
続
け
た
。
彼
が
改
宗
さ
せ
た
中
国
人
た

ち
に
向
か
っ
て
、
完
全
な
浸
礼
（
全
身
を
水
に
浸
す
洗
礼
）
を
受
け
な
け
れ
ば
救
済
さ
れ
な
い
と
警
告
し
、
彼
の
教
区
を
侵
犯
す
る
片

目
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
宣
教
師
と
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
宣
教
師
が
、
あ
る
朝
、
心
臓

麻
痺
を
起
こ
し
て
ベ
ッ
ド
で
死
ん
で
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
聞
く
と
、「
あ
ん
な
こ
と
が
延
々
と
続
く
の
を
神
が
黙
っ
て
許
す

は
ず
は
な
い
と
、
私
は
よ
く
承
知
し
て
い
た
よ
」
と
パ
ー
ル
に
語
っ
た
と
い
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
対
抗
意
識
は
、
長
老
教
会
派
の
内
部
に
あ
っ
て
も
、
皆
無
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
に
い
っ
て
も
、
山
東

で
は
先
に
入
っ
た
北
長
老
教
会
の
宣
教
師
ら
が
一
定
の
成
功
を
納
め
て
い
る
の
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
未
開
拓
の
蘇

北
の
地
を
布
教
の
場
所
と
し
て
選
ん
だ
の
も
、
南
長
老
教
会
の
宣
教
師
と
し
て
の
対
抗
意
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ら
は
、
南
北
戦
争
の
影
響
を
そ
の
ま
ま
中
国
に
持
ち
込
ん
だ
と
も
い
え
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
自
伝
を
読
む
と
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
や
、
宣
教
師
へ
の
反
感
、
事
件
後
の
布
教
活
動
の
拡
大
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
は
、
あ
く
ま
で
ア
メ
リ
カ
人
の
視
点
か
ら
み
て
い
る
。
そ
こ
に
は
中
国
人
、
中
国
社
会
、
ま
し
て
や
蘇
北
社
会
か
ら
の
視
点
は
な

い
。
こ
れ
だ
け
長
く
中
国
に
滞
在
し
、
漢
語
の
能
力
も
高
く
、
中
国
の
農
村
を
く
ま
な
く
回
っ
て
い
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
、
中
国
の
社
会

や
文
化
に
対
し
て
興
味
を
示
さ
ず
、
分
析
ど
こ
ろ
か
あ
ま
り
言
及
さ
え
し
な
か
っ
た
の
は
意
外
な
感
じ
が
す
る
。
中
国
の
寺
院
や
宗
廟

へ
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
は
一
九
一
〇
年
に
書
い
た
一
文
が
あ
る
が
、
分
析
と
い
う
よ
り
は
批
判
的
な
文
脈
で
言
及
し
て
い
る
だ
け
で

（
注
　
）

 4

（
注
　
）

 5
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あ
る
。
一
九
一
二
年
に
書
い
た
文
章
で
は
、
中
国
人
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
信
仰
し
て
い
る
宗
教
に
は
三
つ
あ
る
と
し
、
中
国
人
の

宗
教
観
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
も
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
必
要
性
を
説
く
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
宗
教
生
活
以
外
に
も
、
中
国
人
の
宴
会
や
、
婚
礼
や
葬
儀
、
年
中
行
事
な
ど
と
い
っ
た
、
中
国
の
民
俗
へ
の
言
及
も
全
く
な
い
。

　

こ
れ
は
、
宣
教
師
の
中
で
も
中
国
の
社
会
や
文
化
に
大
き
な
関
心
を
示
し
、
限
り
な
く
人
類
学
的
な
方
法
で
も
っ
て
優
れ
た
著
作
を

残
し
た
他
の
宣
教
師
ら
と
比
較
す
る
と
際
立
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
格
は
ア
ー
サ
ー
・
ス
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
ス
ミ
ス
は
一
八
七
二
年
、

米
国
外
国
伝
道
委
員
会
よ
り
天
津
に
派
遣
さ
れ
、
一
八
八
〇
年
に
山
東
に
移
動
し
、
山
東
省
西
北
境
の
龐
家
村
と
い
う
農
村
で
布
教
活

動
に
従
事
し
た
。
そ
の
間
、T

he Chinese R
ecorder

の
編
集
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
中
国
に
関
す
る
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。

中
で
も
、
一
八
九
〇
年
に
上
海
に
て
出
版
し
たChinese Characteristics

及
び
、
一
八
九
九
年
に
出
版
し
たV

illage life in 

China:a study in sociology

は
今
日
で
も
読
み
継
が
れ
る
名
著
で
あ
る
。

　

女
性
で
は
、
ア
イ
ダ
・
プ
ル
ー
イ
ッ
ト
が
い
る
。
彼
女
は
北
部
中
国
南
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
（N

orth China Southern Baptist

）
の

宣
教
師
の
娘
と
し
て
、
一
八
八
八
年
に
山
東
省
の
登
州
（
蓬
莱
）
で
生
ま
れ
た
。
少
女
期
を
こ
の
小
都
市
で
過
ご
し
、
ア
メ
リ
カ
の
カ

レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
た
あ
と
、
一
九
一
二
年
に
中
国
に
戻
り
、
芝
罘
に
て
教
師
と
な
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た
あ
と
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
を
学
び
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
雇
用
さ
れ
、
再
び
中
国
に
戻
っ
た
。
北
京
の
協
和
医
学
院
の
社
会
服
務
部

の
責
任
者
と
し
て
働
き
、
一
九
三
八
年
ま
で
中
国
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
彼
女
は
山
東
省
の
蓬
莱
出
身
の
老
太
太
と
知
り
合
い
、
彼

女
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
書
き
上
げ
る
。
本
書
は
一
九
四
六
年
に
、A

 daughter of H
an : the autobiography of a Chinese 

w
orking w

om
an

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
中
国
人
女
性
の
伝
記
と
し
て
は
、
一
九
七
九
年
にO

ld M
adam

e Y
in: A

 M
em

oir of 

Peking Life, 1926-1938

を
出
版
し
て
い
る
ほ
か
、
中
国
に
関
す
る
多
く
の
著
作
や
翻
訳
を
残
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
が
一
九
〇
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
て
出
版
し
たW

ays that are D
ark: Som

e Chapters 
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も
、
人
類
学
的
と
も
い
え
る
分
析
を
行
っ
て
い
る
中
国
文
化
論
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル

シ
ュ
は
英
国
教
会
伝
道
協
会
か
ら
一
八
九
五
年
頃
に
紹
興
に
派
遣
さ
れ
、
一
時
帰
国
し
た
後
、
一
八
九
九
年
に
妻
子
を
連
れ
て
上
海
に

戻
り
、
西
洋
文
献
の
漢
訳
に
従
事
し
、
一
九
〇
六
年
頃
に
帰
国
し
て
い
る
。
従
っ
て
彼
の
滞
在
経
験
は
紹
興
と
上
海
に
限
ら
れ
、
そ
の

期
間
も
十
年
と
、
宣
教
師
と
し
て
は
決
し
て
長
く
は
な
い
が
、
鋭
い
観
察
を
残
し
て
い
る
。

　

一
八
九
五
年
と
い
う
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
四
十
三
歳
で
、
鎮
江
に
移
動
す
る
前
年
で
、
蘇
北
で
の
布
教
活
動
を
行
っ
た
最
後
の
年
で

あ
っ
た
。
二
人
に
接
点
が
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
海
で
会
っ
て
い
る
い
可
能
性
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
ア

ブ
サ
ラ
ム
か
ら
遅
れ
る
こ
と
十
五
年
で
、
中
国
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
差
も
手
伝
っ
て
か
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
中
国
文
化
や
社
会
に
対
す

る
ス
タ
ン
ス
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
は
対
称
的
で
あ
る
。W

ays that are D
ark

は
中
部
中
国
宣
教
師
協
会
の
求
め
に
応
じ
て
、
新
任
宣
教

師
の
た
め
の
手
引
き
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
手
引
き
だ
け
に
、
扱
っ
て
い
る
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
即
ち
、
適
切
な
服
装

や
振
る
舞
い
、
役
人
や
名
士
へ
の
訪
問
の
仕
方
、
慶
事
や
忌
中
の
訪
問
、
外
国
人
女
性
の
地
方
訪
問
、
漢
語
教
師
や
使
用
人
へ
の
接
し

方
、
宴
会
の
作
法
、
結
婚
披
露
宴
、
誕
生
祝
い
、
土
地
の
購
入
や
家
の
賃
貸
、
礼
拝
堂
の
設
立
、
財
産
の
譲
渡
、
心
付
け
と
寄
付
、
泥

棒
や
火
事
へ
の
対
応
、
宗
教
上
の
脅
迫
へ
の
対
応
、「
民
族
衣
装
」
を
着
る
べ
き
か
、
吉
日
と
凶
日
、
葬
式
の
習
慣
、
諸
条
約
と
キ
リ

ス
ト
教
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
と
の
関
連
で
い
う
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
中
国
服
を
着
用
し
、
偽
の
辮
髪
ま
で
着
け
、
護
身
用
に
常
に
杖
を
持
ち
歩
い
て

た
。
ウ
ォ
ル
シ
ュ
に
よ
る
と
、
杖
を
持
つ
こ
と
は
中
国
で
は
乞
食
（
野
良
犬
を
追
い
払
う
た
め
に
「
打
狗
棒
」
を
持
ち
歩
い
て
い
る
）

と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
、
好
ん
で
中
国
服
を
着
た
が
る
宣
教
師
に
対
し
も
、
そ
の
愚
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
風
俗
習
慣
の
記
述
も

貴
重
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
関
心
す
る
の
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
が
中
国
社
会
の
し
く
み
を
解
き
明
か
し
、
さ
ら
に
新
任
宣
教
師
ら
に

対
し
て
、
そ
う
し
た
社
会
で
の
「
世
渡
り
」
の
指
南
ま
で
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
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新
し
い
土
地
に
赴
任
し
た
ら
、
そ
の
土
地
の
役
人
や
名
士
を
表
敬
訪
問
し
、
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
具
体
的

な
訪
問
の
仕
方
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
怠
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
に
支
持
を
得
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
逆
に
ひ
ど

い
仕
打
ち
を
受
け
か
ね
な
い
こ
と
、
漢
語
教
師
や
使
用
人
に
対
す
る
接
し
方
も
、
相
手
に
応
じ
て
相
応
の
態
度
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
区
の
世
話
役
（「
地
保
」）
へ
の
寄
付
、
城
門
の
守
衛
に
対
す
る
心
付
け
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
慈
善
事
業
に
対
す
る
寄
付
も
、
た
と
え
そ
れ
が
名
目
通
り
に
使
わ
れ
な
い
と
し
て
も
、
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
い

る
。
火
事
や
泥
棒
に
あ
っ
た
際
の
対
処
法
も
実
践
的
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
布
教
の
経
験
を
経
て
、
た
だ
大
衆

を
相
手
に
福
音
を
説
く
の
で
は
な
く
、
中
国
社
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
理
解
し
、
社
会
階
層
の
上
位
に
位
置
す
る
者
の
力
を
う
ま
く
活

用
す
る
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
宣
教
師
な
ら
で
は
の
複
雑
な
人
間
関
係
と
し
て
は
、
中
国
人
改
宗
者
と
の
関
係

が
あ
る
。
即
ち
、
信
徒
に
対
し
て
は
同
情
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
宣
教
師
の
弱
み
に
つ
け
込
み
、
宗
教
上
の
迫
害
を
受
け
た
と
偽
っ

て
私
的
な
事
件
の
解
決
に
外
国
人
宣
教
師
の
力
を
得
よ
う
と
す
る
者
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
訴
え
に
対
し
て

は
、
慎
重
に
対
応
し
て
極
力
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
自
分
の
中
国
人
助
手
に
も
関
与
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
が
発
生
す
る
背
景
に
は
、
外
国
人
宣
教
師
は
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
身
分
で
あ
り
、
彼
ら
に
よ
る

介
入
は
そ
れ
だ
け
で
政
治
的
な
力
と
な
り
得
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
人
に
と
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
こ
と
は
、

外
国
人
に
準
じ
る
ス
テ
ー
タ
ス
を
得
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。

　

ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
、
現
実
の
中
国
社
会
に
対
す
る
鋭
い
観
察
と
比
べ
る
と
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
布
教
活
動
は
、
あ
ま
り
に
中
国
社
会
の
シ

ス
テ
ム
を
無
視
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
記
述
を
読
む
限
り
、
彼
が
布
教
に
際
し
て
、
土
地
の
役
人
や
名
士
に
話
を
つ

け
た
と
い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ひ
た
す
ら
、
農
村
を
ま
わ
り
、
鎮
の
茶
館
に
て
福
音
を
伝
え
て
い
た
だ
け
の
よ
う
に
み
え

る
。
も
っ
と
も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
も
権
利
意
識
だ
け
は
強
く
、
強
盗
に
襲
わ
れ
て
も
、
訴
え
て
取
り
返
し
て
い
る
点
は
、
他
の
宣
教
師
ら
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と
同
じ
で
あ
る
が
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
に
と
っ
て
は
、
伝
道
が
全
て
で
あ
り
、
中
国
の
社
会
や
文
化
に
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
興
味
を
示
さ
な
か
っ

た
。
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
と
片
付
け
る
に
は
あ
ま
り
に
鈍
い
、
無
頓
着
さ
で
あ
る
。
唯
一
、
彼
は
漢
語
に
関
し
て
優
れ
た
テ
キ
ス

ト
を
書
い
た
が
、
こ
れ
と
て
も
、
言
語
学
的
、
あ
る
い
は
社
会
言
語
学
的
な
興
味
か
ら
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
布
教
の
為
の
手
段
と
し

て
、
宣
教
師
ら
の
漢
語
能
力
を
高
め
る
た
め
に
行
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
伝
道
を
最
優
先
し
た
生
き
方
は
、
家
族
生
活
に
も
多
大
な
負
担
を
か
け
た
。
七
人
の
子
供
の
う
ち
、
四
人
も
が
幼
い

う
ち
に
命
を
落
と
し
た
の
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
妻
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
と
の
間
に
は
晩
年
は

埋
め
が
た
い
溝
が
生
じ
て
い
た
。
彼
女
は
死
の
直
前
に
、
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。「
確
か
に
私
の
一
生
は
、
一
度
は
非
常

に
崇
高
な
目
的
の
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
と
な
っ
て
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
そ
れ
は
た
だ
不
潔
と
怠
惰
と
の
戦
い
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
私
は
そ
れ
に
敗
北
し
た
の
で
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
私
は
こ
の
異
教
徒
の
町
を
流
れ
る
揚
子
江
と
い
う
馬
鹿

で
か
く
、
不
潔
な
濁
流
を
止
め
よ
う
と
す
る
（
実
現
不
可
能
な
）
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。」
人
生
の
最
期
に

あ
っ
て
も
、
彼
女
は
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
訪
問
を
許
さ
な
か
っ
た
。「
行
っ
て
、
あ
な
た
の
異
教
徒
を
救
い
な
さ
い
」
と
追
い
返
し
た
と
い
う
。

　

家
族
の
こ
と
な
ど
顧
み
な
い
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
布
教
人
生
は
、
パ
ー
ル
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ

た
。
パ
ー
ル
の
大
学
進
学
に
際
し
て
も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
「
本
当
は
お
前
の
大
学
教
育
の
た
め
に
お
金
を
注
ぎ
込
む
よ
り
も
、
私
自
身

の
伝
道
事
業
へ
金
を
使
っ
た
方
が
ず
っ
と
ま
し
な
の
だ
」
と
釘
を
刺
し
た
と
い
う
。
パ
ー
ル
が
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
『
大
地
』
を
出
版
し
た
の
は
一
九
三
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ル
は
『
大
地
』
を
父
に
み
せ
た
が
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
は

あ
い
か
わ
ら
ず
伝
道
の
こ
と
し
か
頭
に
な
く
、
娘
の
成
功
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
が
最
後
に
交
わ
し
た
会
話
の
中

（
注
　
）

 6

（
注
　
）

 7
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で
ア
ブ
サ
ラ
ム
は
「
パ
ー
ル
、『
大
地
』
の
コ
ピ
ー
を
あ
り
が
と
う
。
し
か
し
、
私
に
は
、
こ
れ
を
読
む
暇
な
ど
な
い
よ
」
と
述
べ
た

と
い
う
。

　

パ
ー
ル
は
、
母
の
苦
悩
の
人
生
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
、
宣
教
師
の
娘
と
し
て
の
自
分
自
身
の
生
き
方
に
加
え
、
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
活
動
そ
の
も
の
に
疑
問
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
女
は
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
と
の
結
婚
に
際
し
て
、
伝
道
師
の
妻
と
な
る

た
め
、
長
老
教
会
海
外
伝
道
委
員
会
に
正
式
の
承
認
を
求
め
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
手
当
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

ア
ブ
サ
ラ
ム
の
死
に
よ
っ
て
、
宣
教
師
の
娘
と
し
て
過
ご
し
た
四
十
年
間
か
ら
解
放
さ
れ
、
パ
ー
ル
は
経
済
的
な
自
立
も
手
伝
っ
て
、

新
た
な
自
己
を
確
立
し
て
い
く
。
そ
し
て
数
ヶ
月
後
に
は
、
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
と
の
離
婚
を
決
意
し
、
長
老
教
会
と
も
き
っ
ぱ
り

と
決
別
し
て
い
く
。

　

一
九
三
二
年
に
米
国
に
一
時
帰
国
し
た
際
、
パ
ー
ル
は
ア
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
の
講
演
で
、
公
然
と
海
外
で
の
布
教
活
動
を
批
判
し

た
。「
私
は
、
今
ま
で
多
く
の
宣
教
師
た
ち
、
そ
れ
も
教
会
で
良
い
地
位
を
占
め
て
い
る
正
統
派
の
宣
教
師
た
ち
に
会
っ
て
き
ま
し
た
。

『
宣
教
師
』
と
は
な
ん
て
嫌
な
言
葉
で
し
ょ
う
！
彼
ら
が
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
の
異
教
徒
た
ち
に
対
し
て
、
ま
る
で
思
い
や
り

が
な
く
、
か
つ
自
分
た
ち
の
文
明
以
外
の
文
明
を
軽
視
し
、
互
い
に
激
し
く
非
難
し
あ
い
、
そ
し
て
繊
細
で
洗
練
さ
れ
た
人
々
の
中
に

あ
っ
て
あ
ま
り
に
粗
野
で
鈍
感
な
の
で
す
。
そ
れ
を
私
は
ど
れ
ほ
ど
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。」
ア
ブ
サ
ラ
ム
が
死

ん
で
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
パ
ー
ル
は
、
父
親
の
信
念
と
価
値
観
を
拒
絶
す
る
姿
勢
を
公
然
と
示
し
た
。
娘
の
目
に
は
ア
ブ

サ
ラ
ム
の
全
生
涯
が
、
ま
さ
に
伝
道
活
動
が
破
滅
に
導
く
越
権
行
為
と
思
い
違
い
の
、
典
型
的
な
例
と
し
て
映
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

第
一
次
大
戦
後
、
宣
教
師
ら
の
活
動
が
批
判
の
対
象
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
パ
ー
ル
の
批
判
は
教
会
側
か
ら
猛
烈
な
批
判

を
浴
び
た
。
ア
ブ
サ
ラ
ム
か
ら
鎮
江
の
伝
道
活
動
を
引
き
継
い
だ
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
グ
ラ
ハ
ム
牧
師
も
、
パ
ー
ル
が
両
親
を
裏
切
っ
た
と

批
判
し
た
。
一
九
三
三
年
五
月
、
パ
ー
ル
は
宣
教
師
の
身
分
を
辞
任
し
て
、
こ
の
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
協
会
側
も
し
ぶ
し
ぶ
な

（
注
　
）

 8

（
注
　
）

 9

（
注
　
）
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が
ら
辞
任
を
受
理
し
た
。

　

そ
の
後
の
パ
ー
ル
の
言
論
活
動
、
政
治
活
動
は
、
布
教
の
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
ア
ブ
サ
ラ
ム
と
は
対
極
に
位
置
す
る
も
の
で
、

作
家
と
し
て
の
立
場
を
超
え
、
東
西
文
明
の
架
け
橋
と
し
て
の
仕
事
に
邁
進
す
る
。
中
国
で
育
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
こ
と
で
、

パ
ー
ル
は
中
国
社
会
を
ア
メ
リ
カ
人
の
視
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を
中
国
人
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
、

パ
ー
ル
の
立
ち
位
置
は
あ
る
意
味
、
人
類
学
的
と
も
い
え
る
。

　

佐
伯
や
比
屋
根
の
著
書
に
は
、
残
念
な
が
ら
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
漢
語
テ
キ
ス
ト
を

編
集
し
た
ほ
か
、
聖
書
の
私
家
版
を
漢
語
に
訳
し
た
以
外
、
こ
れ
と
い
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人

物
と
は
い
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
蘇
北
で
の
布
教
活
動
の
開
拓
者
で
は
あ
る
が
、
蘇
北
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
困
難
な
内

陸
部
で
布
教
活
動
の
開
拓
に
あ
た
っ
た
宣
教
師
は
膨
大
な
数
に
達
す
る
。
そ
の
詳
細
な
研
究
は
ま
だ
手
つ
か
ず
な
状
態
と
い
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
は
何
千
人
も
い
た
宣
教
師
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
業
績
よ
り
は
、
パ
ー
ル
の
父
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
面
も
あ
る
。

確
か
に
、
筆
者
が
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
蘇
北
と
い
う
地
域
と
の
関
わ
り
を
別
と
す
る
と
、
パ
ー
ル
を

通
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
パ
ー
ル
の
父
だ
っ
た
ら
か
ら
、
い
や
、
娘
が
パ
ー
ル
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
資
料
が
残
さ

れ
た
と
も
い
え
る
。

　

パ
ー
ル
は
一
九
三
六
年
出
版
の
『
母
の
肖
像
』
の
中
で
も
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
家
庭
を
顧
み
な
い
姿
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の

十
五
年
前
に
母
の
死
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
私
家
版
と
し
て
書
き
上
げ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
そ
れ
ま
で
公
表
し
な
か
っ
た

の
は
、
ア
ブ
サ
ラ
ム
に
敬
意
を
表
し
、
彼
の
死
後
数
年
が
経
つ
ま
で
、
控
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。『
母
の
肖
像
』
の
反
響
の
大
き
さ
に
、

パ
ー
ル
は
直
ち
に
続
編
と
し
て
父
の
伝
記
を
書
い
た
。
こ
れ
が
『
戦
え
る
使
徒
』
で
あ
る
。
出
版
社
は
こ
の
二
冊
を
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト

（
注
　
）

 11
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を
販
売
し
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
『
肉
体
と
霊
魂
』
と
つ
け
た
。
こ
の
合
本
に
よ
っ
て
、
パ
ー
ル
は
母
へ
の
公
式
の
賛
辞
を
送
り
、
父
と

の
確
執
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　

Zetzsche
も
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
パ
ー
ル
へ
の
関
心
は
今
日
で
も
持
続
し
て
お
り
、
新
し
い
文
脈
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
パ
ー
ル
の
父
と
し
て
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
の
中
国
に
お
け
る
活
動
に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
は
パ
ー
ル
の
父
と
し
て
の
ア
ブ
サ
ラ
ム
で
は
な
く
、
蘇
北
農
村
を
く
ま
な
く
歩
い
た
一
宣
教
師
と
し
て
の
ア
ブ

サ
ラ
ム
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
当
時
の
蘇
北
農
村
の
一
面
や
、
華
中
地
域
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
布
教
活
動
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
が
、
断
片
的
な
が
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
う
。

　

ア
ブ
サ
ラ
ム
や
パ
ー
ル
が
書
き
残
し
た
、
当
時
の
中
国
農
村
の
過
酷
な
条
件
、
繰
り
返
さ
れ
る
洪
水
と
飢
饉
、
街
の
不
潔
さ
、「
中

国
人
の
道
徳
心
の
弱
さ
」、
暴
力
と
残
忍
さ
な
ど
は
、
今
日
、
中
国
人
が
読
み
返
し
て
み
る
と
、
不
快
に
思
う
部
分
も
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
国
人
に
対
し
、
命
が
け
で
伝
道
事
業
や
、
教
育
や
医
療
な
ど
の
社
会
改
革
に
取
り
組
ん
だ
宣
教
師
ら
が

い
た
と
い
う
の
も
、
歴
史
的
な
事
実
で
あ
る
。「
余
計
な
お
世
話
」
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
宣
教
師
ら
の
活
動
に
は
尊
い
と

い
え
る
部
分
も
あ
っ
た
。
教
育
や
医
療
の
支
援
も
そ
う
で
あ
る
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
中
国
各
地
の
飢
饉
に
際
し
、
危
険
を
顧
み
ず
現
地

に
赴
い
て
救
済
活
動
を
行
っ
た
の
は
彼
ら
宣
教
師
ら
で
あ
っ
た
。
宣
教
師
ら
に
対
す
る
歴
史
的
な
判
断
は
、
宣
教
師
側
で
は
な
く
、
当

の
中
国
人
が
下
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注（1
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
三
十
五
～
九
頁

（
注
　
）
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（
注
　
）
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（
2
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
四
十
～
一
頁

（
3
） 

パ
ー
ル
『
母
の
肖
像
』
新
潮
文
庫
版 

六
十
九
頁

（
4
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
五
十
、
五
十
九
頁

（
5
） 
コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
七
十
頁

（
6
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コ
ー
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『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
百
五
十
三
～
四
頁

（
7
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コ
ー
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『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
百
十
三
頁
（Fighting A
ngel 

二
百
八
頁
よ
り
）

（
8
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コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
二
百
三
十
八
～
九
、
二
百
六
十
六
頁

（
9
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コ
ー
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『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
百
三
十
一
～
二
頁

（
10
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
二
百
八
十
九
～
九
十
四
頁

（
11
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
三
百
～
一
頁

（
12
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
三
百
五
十
七
～
八
頁

（
13
） 

コ
ー
ン
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
伝
』（
上
）
二
百
三
頁

引
用
・
参
考
文
献
リ
ス
ト

〈
中
国
キ
リ
ス
ト
教
関
係
〉

佐
伯
好
郎　

一
九
四
四
～
四
九
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』（
全
四
巻
）〈
東
方
文
化
学
院
研
究
報
告
〉
春
秋
社
松
柏
館
／
一
九
七
九
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』

（
全
五
巻
）
復
刻
版　

名
著
普
及
会
（
本
書
の
書
誌
学
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
第
2
節
の
注
1
を
参
照
）

比
屋
根
安
定　

一
九
四
〇　
『
支
那
基
督
教
史
』〈
東
亜
草
書
〉
生
活
社　
（
二
〇
一
一　

大
空
社
よ
り
『
ア
ジ
ア
学
草
書245　

支
那
基
督
教
史
』
と
題
し
、

復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
）

蒲
豊
彦 

二
〇
〇
一　
「
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
」
森
時
彦
編
『
近
代
中
国
の
都
市
と
農
村
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

Bays, D
aniel H

. ed. 1996 Christianity in China: From
 the E

ighteenth Century to the Present   Stanford U
niversity Press

 
2012 A

 N
ew

 H
istory of Christianity in China W

iley-Blackw
ell

〈
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
著
作
〉

Sydenstricker, A
bsalom

　

1887　

W
hat I Learned in Shantung T

he Chinese R
ecorder V

ol.X
V

III N
o.7 pp278-279
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1887 
T

'singkiang P'u T
he Chninese R

ecorder　

V
ol.X

V
III N

o.7 p286

　
1889 

A
n E

xposition of the Construction and Idiom
s of Chinese Sentences: A

s Found in Colloquial M
andarin. for the U

se of 
Learners of the Language, A

m
erican Presbyterian Press

（
上
海
）

　

1903 
In M

em
oriam

 T
he Rev. J.E.Bear T

he Chinese R
ecorder V

ol.X
X

X
IV

 N
o.11 pp557-558

　

1908 
A

 Correction T
he Chinese R

ecorder V
ol.X

X
X

IV
 N

o.5 p272

　

1910 
T

he Im
portance of the D

irect Phase of M
ission W

ork T
he Chinese R

ecorder　

V
ol.X

LI June 1910 pp387-394

　

1926 
Country Evangelistic W

ork T
he Chinese R

ecorder V
ol.LV

II A
ugust 1926 pp603-605

　

1928a Indigenous Country Evangelism
 T

he Chinese R
ecorder V

ol.LIX
 July 1928 pp435-439

　

1928b Evangelistic W
ork in the Cities T

he Chinese R
ecorder V

ol.LIX
 N

ovem
ber 1928 pp732-734

　

1929 
W

estern M
oney and the Chinese Church T

he Chinese R
ecorder V

ol.LX
 M

ay 1929 pp336-337

　

1978 
O

ur Life and W
ork : A

 Private A
ccount by R

everend A
bsalom

 Sydenstricker Peal S. Buck Birthplace Foundation, 
M

cCLA
IN

 Printing Com
pany, W

est V
irginia

〈
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
著
作
〉

Buck, Pearl S. 1931 T
he G

ood E
arth　

John D
ay 

［
第
二
部
のSons

の
発
表
は 

一
九
三
二
、
第
三
部
のA

 H
ouse D

ivided

の
発
表
は

一
九
三
五
。
同
年
、
三
部
作
をT

he H
ouse of E

arth

と
題
し
て
出
版
］（
日
本
語
訳
：
新
居
格
訳
『
大
地
』
一
九
三
一
、『
息
子
た
ち
』

一
九
三
二
、『
分
裂
せ
る
家
』
一
九
三
五
、
第
一
書
房
／
新
居
格
訳
・
中
野
好
夫
補
訳 

一
九
五
四･

一
九
六
八 

新
潮
文
庫
／
大
久
保
康
雄
訳

一
九
六
七 

『
大
地
』
河
出
書
房
、
中
国
語
訳
：
王
逢
振
・
韓
邦
凱
・
沈
培
錩
等
訳　

一
九
八
八
『
大
地
（
三
部
曲
）』（
獲
諾
貝
爾
文
学
奨
作
家

叢
書
）
広
西
桂
林　

満
江
出
版
社
／
馬
真
訳
『
大
地
』
星
光
出
版
社
（
台
湾
）
中
華
民
国
八
十
一
年
）

　

1936 
T

he E
xile: Portrait of an A

m
erican M

other John D
ay 

（
日
本
語
訳
：
村
岡
花
子
訳　

一
九
三
六 

『
母
の
肖
像
』
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
社
・

一
九
五
七 

新
潮
文
庫
／
深
澤
正
策
訳　

一
九
三
八 

『
母
の
肖
像
』　

第
一
書
房
、
中
国
語
訳
：
咏
彩
訳
『
異
郷
客
』
星
光
出
版
社　

台
湾　

中

華
民
国
八
十
一
年
） 

　

1936 
Fighting A

ngel: Portrait of a Soul John D
ay 

（
日
本
語
訳
：
深
沢
正
策
訳 

一
九
三
七 

『
戦
え
る
使
徒
』
第
一
書
房
、
な
お
本
書
は
同
名

で
一
九
五
二
年
に
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
社
か
ら
再
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
五
六
年
に
も
創
芸
社
か
ら
「
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
選
集　

第
二
」
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
）

 

　

な
お
、
上
記
二
冊
の
原
書
は
、T

he Spirit and the Flesh

と
題
し
て
合
冊
出
版
（1936 John D

ay

） 

も
さ
れ
て
い
る
。
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M
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 Personal R
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ay

〈
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の
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作
〉
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ei Far E
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 13
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eview
 6
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ei, China, T

he Chinese R
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〈
他
の
宣
教
師
の
著
作
〉

Pruitt, Ida 1946　
A
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an: the autobiography of a Chinese w
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an Stanford   U
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（
松
平
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子
訳

『
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寧
老
太
太
の
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せ
り
か
書
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一
九
八
〇
）

　

1979 
O

ld M
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in: A

 M
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守
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九
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京
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一
九
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六
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一
九
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版
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出
版
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版
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出
版
、

白
神
徹
譯
『
支
那
的
性
格
』
中
央
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九
四
〇
）

　

1899 
V

illage life in China: a study in sociology Revell
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塩
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譯
『
支
那
の
村
落
生
活
』
生
活
社 

一
九
四
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）

W
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. Gilbert 1907 W
ays that are D

ark: Som
e Chapters on Chinese E

tiquette and Social Procedure London 

（
田
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訳　
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〇
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〇
『
清
国
作
法
指
南　

外
国
人
の
た
め
の
中
国
生
活
案
内
』
平
凡
社
〈
東
洋
文
庫
〉）

〈
宣
教
師
の
評
伝
〉

Corn,Peter 1996 Pearl S. Buck: A
 Cultural Biography U

niversity of Cam
bridge Press 

（
丸
田
浩
ほ
か
訳　

二
〇
〇
一　
『
パ
ー
ル
・
バ
ッ

ク
伝
』
上
下
巻　

舞
字
社
）

Jost O
liver Zetzsche

（1998

・2005

）A
bsalom
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inority of one U
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鶴
見
和
子　

一
九
五
三 『
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
』
岩
波
新
書

西
澤
治
彦　

一
九
八
五
「
飲
茶
の
話
」『
G
S
─
楽
し
い
知
識
』
三
号　

冬
樹
社

　

二
〇
〇
一
「
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
と
江
北
農
村
」『
中
国
─
社
会
と
文
化
』
十
六
号　

中
国
社
会
文
化
学
会

　

二
〇
〇
二
「
中
国
に
お
け
る
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
足
跡
」『
武
蔵
大
学･

総
合
研
究
所
紀
要
』
十
一
号

　

二 
〇
一
一
「
資
料
紹
介 

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
著
わ
し
た
漢
語
テ
キ
ス
ト
─A

bsalom
 Sydenstricker

著　

A
n E

xposition of the 
Construction and Idiom

s of Chinese Sentences: A
s Found in Colloquial M

andarin. for the U
se of Learners of the 

Language （
一
八
八
九
）
を
巡
っ
て
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
四
十
三
巻
二
号

　

二 

〇
一
二
「
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
の
見
た
清
末
の
中
国
社
会　

書
評　

W.

G.

ウ
ォ
ル
シ
ュ
著　

田
口
一
郎
訳
『
清
国
作
法
指
南　

外
国
人
の
た
め
の

中
国
生
活
案
内
』」『
東
方
』
三
百
八
十
号 

東
方
書
店

　

二
〇
一
三
「
ウ
ォ
ル
シ
ュ
著
『
清
国
作
法
指
南
』
に
み
え
る
宴
会
儀
礼
を
巡
っ
て
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』 

四
十
四
巻
四
号 

〈
中
国
の
地
誌
〉

T
.F.M

cCrea　

一
九
〇
六 N

orth K
iangsu-A

nhui Fam
in T

he Chinese R
ecorder V

ol.X
X

X
V

II N
o.12 pp692-693

王
希
龍
主
修
・ 

董
献
吉
主
編　

一
九
九
四
『
徐
州
市
志
』
徐
州
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編 

中
華
書
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上
下

牛
平
漢
主
編　

一
九
九
〇
『
清
代
政
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革
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図
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社
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・
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淮
安
市
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安
市
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会
編
著 

江
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人
民
出
版
社 

譚
其
驤
主
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一
九
八
七
『
中
国
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史
地
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）
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図
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社
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闓
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一
九
九
三
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鎮
江
市
志
』
鎮
江
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編 

上
海
社
会
科
学
院
出
版
社　

上
下

陳
高
傭
等
編　

一
九
三
九
『
中
国
歴
代
天
災
人
渦
表
』
上
下　

曁
南
大
学
（
一
九
八
六　

上
海
書
店
影
印
出
版
） 

　
（
付
記
）
本
論
文
の
草
稿
は
二
〇
一
一
年
度
の
武
蔵
大
学
国
内
研
修
期
間
中
の
貴
重
な
時
間
を
活
用
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
中
華
民

国
期
以
降
の
展
開
も
加
筆
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
未
完
成
の
ま
ま
い
た
ず
ら
に
時
間
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
分
量
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
区
切
り
を
つ

け
て
草
稿
部
分
を
完
成
さ
せ
、
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
の
展
開
は
別
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。




